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　　プロローグ




　少女の前に見慣れた、それでいて、何かが決定的に違ちがう世界が広がっている。

　所ところ狭せましとひしめき合う巨きよ大だいなビル。雑多な影かげが行き交かう大通り。客を呼び込む喚かん声せい、嬌きよう声せい。商売そっちのけで携けい帯たい電でん話わをいじっている露ろ天てん商しよう。

　それは間ま違ちがいなく繁はん華か街がい特有の空気だった。だが、やはりどこか違う。

「…………」

　戸と惑まどいながらも、少女は頭上を見上げた。

　ビルの隙すき間まに濁にごった空が見えた。晴れているのでも、曇くもっているのでもない。色しき彩さいが淀よどんでいる。そんな暗あん鬱うつとした空の下、通りを歩く人々──いや、それを人と呼んでいいのかどうか。ある者は頭にツノを生やし、ある者は耳まで口が裂さけている。手足の指が五本を超こえている者も交じっているようだ。

　そういった世界にいるものだから、少女の姿は目立った。というより、少女自身は気づいていなかったが、ごく当たり前の「人間」の姿をした彼女は、すでに注目を集めつつあった。好こう奇きの目、警けい戒かい心しんの入り混じった目、そして、嗜し虐ぎやく心に染まった眼まな差ざし。周囲を取り囲む影が徐じよ々じよに増えていく。行き場をなくした獲え物ものを追い詰つめるようにして、少女を包囲する輪が狭せばまってくる。

　そう。

　ここは人間である少女が来るべき世界ではない。

　ここは、魔ま界かい。

　そして、その魔界の一角にあるこの街、いや、このナワバリを仕切るボスといえば──。
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「やっちまった……」

　古ぼけたテレビに向かって、スタズはつぶやいた。

　チカチカと瞬またたくテレビ画面には、こんな文字が浮うかんでいた。

『じゅもんがちがいます』

　バーカ、バーカ、パスワードが違うんだよ、お前の昨日の５時間はこれで全部パー、もう一回、経験値稼かせぎして出直してこい──とまでは言ってないが、要は古いＲＰＧのパスワード入力画面である。ただし、古いといっても、それは人間界、特に日本での話。スタズが暮らすここ魔界はいわゆる「オタク文化」の流入が人間界より遅おくれているので、そこまで古いゲームというわけではない。

「あー、まいったな」

　愚ぐ痴ちりながら、スタズは手元のメモとテレビ画面を見比べた。何度確かく認にんしても、入力ミスはない。つまりこれは、前回のプレイ時に書き残しておいたパスワードのメモ自体が間違っていたということだ。こうなってしまっては、どうしようもない。やる気を完全にそがれて、スタズはテレビの下に置いてあったゲーム機の電源を落とす。

　そんなスタズの周囲には、実に様々なものが並べられていた。

　部屋の壁かべ際ぎわに設置された戸と棚だなには、名作の誉ほまれ高いアニメ「名めい探たん偵てい●ームズ」のＤＶＤ全巻セット。戸棚の上には、これまた名作アニメ「カード●ャプターさくら」の主人公および親友キャラのフィギュア。本棚には、所有ゲームの攻こう略りやく本ぼんや漫まん画ががこれでもかとばかりに詰め込まれ、壁かべに貼はられたポスターの中では、ホウキに乗った魔ま女じよが宅急便をお届けしている。

　無論、すべてスタズのコレクションだった。

　ほとんどノリは一世代前のオタクに近い。

　ただ、一方で彼、スタズはここ魔界でも特に力のある一族の末まつ裔えいでもあった。

　──吸血鬼。

　人間界での一いつ般ぱん的なイメージで言えば、襟えりを立てたキザなマントを羽織り、夜な夜な空を飛びまわっては、人の血を吸う化け物といったところか。もっとも、スタズ自身は空を飛べない。ついでに言えば、先祖のようにわざわざ人間界に出向いて人の血を吸う趣しゆ味みもない。彼は人間をリスペクトしているし、何より日本のオタク文化をこよなく愛している。観光目的ならともかく、人間の血を吸うために行くなど願い下げだ。

　付け加えるならば──。

「ぷるるっ♪　ぷるるっ♪」

　不意にテーブルの上でスタズの携帯電話が着信音を鳴らした。

　ゲーム機のコントローラーを放ほうりだし、ベッドに寝ねそべっていたスタズは、のろのろと身を起こし、電話に出る。

「……はい。スタズですが」

『スタズ？』

　耳にあてた携帯電話からは聞き覚えのない声が流れ出た。

「てめえ、誰だれだよ？」

『ツチノコ定食３つ、三丁目の……』

「誰がツチノコだ、馬ば鹿か野や郎ろう！」

　最近、間違い電話が多い。クーラーに匹ひつ敵てきする発明、携帯電話も魔界にようやく浸しん透とうしてきたのはいいが、使うやつが増えれば、当然トラブルも……と、そこで、また電話が鳴った。

「あァ!?」

　半ばキレ気味にスタズはもう一度、電話に出る。ただ、今度は間違い電話ではなかった。

『おお、ボス。起きてた。珍めずらしい』

　ちなみに現在の時刻は、魔ま界かい標準時で真っ昼間、である。

「なんだ、デクか」

　ベッドの上に座り直すと、スタズは相手に言葉を返した。

「こないだ言ってたＤＶＤとフィギュア、手に入ったのか？」

『あ、いや、それはまだちょっと……』

　電話の相手は困ったように言い淀んでから、

『それたぁ別に面おも白しろいモンが手に入りやしてね』

「なんだよ？」

『聞いて驚おどろかないでくださいよ──女です。人間の』

　スタズは大きく目を見開いた。

「人間の……女……？」

『なんか知らないスけど、迷いこんだみたいでしてね。俺たちもちょっと対処に困ってる感じで。一応ボスに報告をと』

「…………」

『ぶっちゃけ、ここ人間界じゃないですし、うちらのルールにのっとっていいスかね？　他人のナワバリに入ったら何をされても文句は言えない、魔界のルールに』

　最後は相手の声が低くなった。いや、凄すご味みがこめられたと言ってもいい。もっとも、それを聞かされたスタズのほうはほとんど反応していなかった。

　あいかわらず呆ぼう然ぜんとした目で虚こ空くうを見つめている。

　そして、不意にハッと我に返ると、スタズは威い厳げんを取り繕つくろった声こわ音ねで、

「すぐ連れてこい。ナワバリボスの命令だ」

　彼、スタズ。

　魔界でも名の知られた「殿でん堂どう魔族」、吸血鬼一族の末裔であり。

　この界かい隈わいを仕切る、ナワバリボスでもある。
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　基本的に魔界は実力社会。

　そこには数多くのナワバリが存在し、それぞれのナワバリの中で生きる魔族たちは、ボスの支配下にある。一般の魔族はボスに対して、家賃を納め、一方で、ボスの側にはその彼らをよそ者から守ってやる義務が発生する。

　──というのが、建前上の話。

　人間に個性があるように、魔族にも個性がある。もちろん、ボスにもだ。

　ナワバリ荒あらしというわけではないが、人間の女が自分たちのナワバリに迷いこんだ──。

　無論、これはボスに報告するべき出来事だった。

　しかし、報告された当のボス、つまり、スタズはというと、

「俺は……夢を見ているんじゃないだろうな……」

　舞まい上がっていた。

「人間に会える！　それも女！　何話す？　とりあえず日本人ならプレイステーションを作ってくれてありがとうと言いたい！　あとケータイ！　マンガ！　好きなマンガは何ですか……？」

　自分の部屋の壁にガンガン頭を打ちつけながら、そんな言葉を延々とつぶやく。

　繰くり返すが、スタズは日本のオタク文化を心から愛している吸血鬼。ついでに言えば、この界隈で最も力のある魔族であったがゆえに、ナワバリボスに祭りあげられてはいるが、「子分たちはあっしの息子むすこも同然です」といった任にん俠きようの世界に生きていない。その心は良く言えば、ピュアな夢に憧あこがれる永遠の17歳、悪く言えば、己おのれの欲よく望ぼうに忠実なガキだ。

「そうだ、音楽！」

　その欲望……もとい、ピュアな心がいくつかの問題に気づいた。

　この部屋に人間の女が連れてこられる──人間界の女……あの漫画やゲームの世界に出てくる可愛かわいいキャラのモデルとなった子がやってくる。ならば、こちらもいいところを見せなければならない。でないと、その女から「あんたのことなんて別に好きじゃないんだからね！」などと言われつつ、プレゼントをもらったりはできない。

　壁に頭を打ちつけるのをやめると、スタズはあわてて戸棚の横に置いてあったＣＤラックに手を伸のばした。が、すぐに絶望感にさいなまれた。

　ＣＤはアニメの主題歌ばかりだった。

　しかも、熱血系が多い。これはダメだ。少なくとも、漫画やゲームから得た知識によると、「人間の女」と一いつ緒しよに聞くような曲じゃない。仕方ない。音楽はあきらめよう。しかし、

「やばい、服！」

　こちらをあきらめると、完全に終わる。初対面はなんといっても見た目だ。普ふ段だん着ぎのままなど論外。偉えらい人たちも言っているそうではないか。ただし、イケメンに限る、と。

　ＣＤラックのそばを離はなれると、スタズは洋服ダンスから服を引っ張りだした。が、これはこれで問題は山積みだった。

「ダメだダメだダメだ！　魔界で買ったのは全部、人間界のパチもんだ！」

　どれもこれも本物の輝かがやきに欠ける。

　とはいえ、手持ちの服は他ほかにない。

　となると、せめてコーディネートでなんとか──。







「…………」

　そうして出来上がったのが、いま姿見に映っている自分の姿だった。

　目にはハート型のサングラス。Ｔシャツの表には「すし」の巨きよ大だいな二文字。肩かたから着ぐるみというわけではないが、しめ縄を思わせる被かぶり物を羽織り、耳にはモコモコとした可愛らしい耳当てをつけている。

「ちょっと張りきりすぎたか……」

　というより、さすがにこれはない……気もする。

　姿見に映った自分の姿をまじまじと観察したあとで、スタズは耳当てや被り物といった余計なものを脱ぬぎ始めた。

　だが、そのときだった。

　ドンドンとドアをノックする音。続いて、ドアの向こうから、

「ボスー」

「げっ、もう!?」

「入りますよ」

　了りよう承しようも得ずに開いたドアから、禿はげ頭の大男が室内に入ってきた。手下のデク。スタズにとっては、右みぎ腕うでと言ってもいい魔族だ。

「わっ、ちょっ、まだ……」

　あわてて制止するスタズだったが、そこで硬こう直ちよくした。

　それを見たからだ。

　ぬっと室内に足を踏ふみ入れてきたデクの隣となり。

　一人の少女が立っていた。

　口にはさるぐつわを嚙かまされ、両手を後ろで縛しばられている。着ているのは、人間界で言うところのセーラー服。本来であれば、胸むな元もとを強調するような服ではないのだが、それでも胸の部分は豊かに盛り上がっていた。そして、何よりその瞳ひとみ。いきなり捕とらえられて怯おびえているのだろう。涙なみだで潤うるんでいるが、それゆえに輝きがまぶしい。少なくとも、スタズにとっては。

「…………」

「ボス？」

　デクに呼びかけられて、放心したように少女を見つめていたスタズはハッとした。

「……ご苦労、デク。もう出てっていいぞ」

「はい？」

「いいから出てけ！　そんで誰も入れんなよ！」

　言うなり、スタズは自分の手でデクの大おお柄がらな体をドアの外に押し出した。反論の隙すきも与あたえず、ドアも閉めると、改めて室内に残されたセーラー服の少女に目をやる。

「…………」

　当たり前だが、さるぐつわを嚙まされた少女は無言だった。ますます怯えたような表情になって、スタズのほうをじっと見ている。

　その瞳が自分自身の姿を映しているのを見た瞬間、スタズの背筋に電流のようなものが走った。

　──なんだ、この感覚。

　目が合ったとき、吸いこまれそうになった。そして、この胸を締しめ付けられるような痛み。

　これはまさか──。
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　常識的なことを言えば、魔ま界かいに迷い込んだ人間はどんな扱あつかいを受けても文句は言えない。

　そこは人間の支配する領域ではないのである。喰くわれることもあれば、問答無用で殺されることもある。

　ゆえにその少女──ちなみに、名は柳やなぎ冬ふゆ実みという──も、魔界の別の地区に迷いこんでいたとしたら、おそらく、最初に捕まった時点で命はなかっただろう。現に、部屋を追い出されたデクや、他にいるスタズの手下たちは、「ボスはあの人間を一人で喰うつもりなのか？」という話題で盛り上がっていたほどだ。

　だが、彼、スタズは少し変わったナワバリボスであった。

「マジで!?　もうそんなに出てるの、あのゲーム!?」

「え、ええ……」

　目を輝かせてたずねるスタズに対して、ベッドの端はしに腰こしかけたその少女、冬実は恐おそる恐るといった口調で答えた。ちなみに拘こう束そくはもう解かれている。もちろん、スタズがやったことだ。

「もうぜんぜんファイナルじゃないじゃん！」

「そうですね」

「俺、嬉うれしいよ……人間である君とこんなにしゃべれて」

　実際、それはスタズの偽いつわらざる本心だった。彼女はスタズが愛するゲームやアニメを作った人間界の住人。そちらの世界の「いま」を聞くだけでも心が浮うき立つ。

　ただし、浮き立っている理由は、それだけというわけでもなさそうだが。

　一方、冬実のほうはというと、最初に感じていた恐きよう怖ふは薄うすれてきたらしいが、当然というべきか、態度はぎこちなかった。

　こわごわと辺りを見回してから、

「あの」

「ん？」

「今度は……私が質問してもいいですか？」

　そんな言葉を冬実が口にしたとき、スタズの携けい帯たい電でん話わが鳴った。

「ごめん、ちょっと待ってて」

　冬実に対してだけは優やさしく断ってから、スタズは舌打ちまじりに電話に出る。

「あァ!?」

『あ、ボス？』

　相手はまたもやデクだった。

「何？　ナワバリ荒あらしが来たぁ？」

　デクからその話を聞いたスタズは、ますます不ふ機き嫌げんになった。

「ああ、無理無理。俺いま行けない。……あ？　山やま田だが瀕ひん死し？　知らねーよ、そんなやつ！　あーあー、電波わりいな？　聞こえねー聞こえねー。じゃ、そういうことで」

　無理やり通話を打ち切ったあと、再びスタズはにっこりと冬実に笑いかけた。

「で、なんの話だっけ？」

「あの……いまの電話、結構大事な用だったんじゃ？」

「いや、どうでもいいんだよ、あんなやつら」

「え？」

「たまに来んだよね。ボスの首狙ねらって乗り込んでくるやつ」

　実力社会でもある魔ま界かいにおいて、ボスの地位を保証するものはただ一つ、その力だけだ。いまはスタズがこのナワバリ一帯のボスになっているが、もちろん、それは未み来らい永えい劫ごう、変わらないというわけでもない。スタズを上回る力を持つ魔族が現れれば、当然、取って代わられる。

「それがナワバリのルールなわけ。くっだらねえよなぁ」

「…………」

「それより、なんだっけ？」

　にこにことスタズに問いかけられて、冬実は一度うつむいた。

「私……」

「ん？」

「まだここがどことか、どうしてここにいるのかとか、よく分からなくて」

「うんうん」

「なんか夢の中にいるみたいっていうか」

「ああ、俺も夢のようだぜ。まさか人間に会えるなんて」

　調子よくスタズは話を合わせるが、冬実のほうは小さく首を左右に振ふった。

「違ちがうんです」

「？」

「よく分からないんですけど……」

　そう言って、冬実は顔を上げ、

「あなたはちゃんとお友達のところに行ってあげるべきだと思います」

「！」

　まっすぐにスタズを見つめる冬実の瞳。

　それを目まの当たりにした瞬間、スタズの背中にまた電流が走った。

　──まただ。

　その目に見つめられると、また──。

　不意に、スタズは口の中に痛みを感じた。

　吸きゆう血けつ鬼き特有の尖とがった牙きばをズキリと疼うずかせる鈍にぶい痛み。

　これはやはり……。

　だが、そのとき、反射的にスタズは自分の口元を手で押さえ、冬実に背を向けた。

「？」

　冬実が怪け訝げんそうにしている気配。それを背中に感じつつも、スタズの脳のう裏りには別のイメージが浮かび上がっていた。それは普ふ段だんの自分ではない自分だった。

　全身の筋肉は盛り上がり、口は大きく裂さけ。

　牙を剝むき出しにして、人間の血を吸う吸血鬼本来の姿──。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうに冬実が声をかけてくる。その無む垢くな声に、己おのれの体内から膨ふくれ上がってくる欲よく望ぼうがますます強くなるのを自覚しつつも、スタズは無理やりそれを抑おさえつけた。勢いよく振り返ってから、冬実の肩を両手で強く摑つかむ。

「!?」

「お前、かわいいよ！」

「え？」

「すっげえ好き！」

「ええ!?」

　突とつ然ぜんのことに、冬実は目を白黒させた。

　スタズは構わず、

「だから、俺はお前を傷つけたくないし、どっちかって言うと守りたい！　……そう、すっごい守りたい！」

　半ば自分自身に言い聞かせている。

「その白くて柔やわらかそうな首元になんて、ちっとも齧かじりつきたくないし！」

「…………」

「お前の頼たのみなら、俺、なんでも聞いちゃう！」

　言うと、スタズは冬実から手を離はなし、勢いよく立ち上がった。ダッとその場から駆かけだす。

「だから、俺行くわ！　愉ゆ快かいな仲間がピンチのよーなので！」

「え、ちょ、でもそこ、窓……！」

「行ってきま──────すっ！」

　止める冬実の声も聞かず、スタズは開いた窓からそのまま外に飛び出した。

　ちなみに、ここはマンションの最上階だったりもする。
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　──なんかつい、ごまかしちまった。

　飛び出した窓から、地面に向かって急降下しながら、スタズはふとそんなことを思った。

　冷静に考えてみれば、あの場でスタズが己の吸血衝しよう動どうを抑え込む理由など何もない。冬実はスタズのナワバリに迷いこんだ人間。その生せい殺さつ与よ奪だつ権は、ナワバリボスたるスタズにある。

　吸っても良かったのに……。

　そう考えたとき、スタズの全身を鈍い衝しよう撃げきが貫つらぬいた。

　地面に降り立ったのだった。ビルの屋上から飛び降りたようなものだったが、一方でスタズの体はまったく傷つかない。骨も折れていないし、内臓も破は裂れつしていない。もっとも、吸血鬼としては当たり前のことだ。

「ボス！」

　すぐ近くからデクの声がした。

　見ると、騒そう動どうはスタズが暮らすマンションのすぐ前で起こっていた。デクや他ほかの手下たちが立ち並ぶ道の中央。何やら、巨きよ大だいな食虫植物のようなものが何体ものたくっている。膨らんだ蕾つぼみの下から無数に伸のびるのは触しよく手しゆ。鼻び腔こうを刺さす不快な臭におい。

　そして、

「やれやれ」

　その食虫植物らしき物体の上に、一人の青年が乗っかっていた。体格はさほどではない。少年と言っても通用するくらいだ。

「やっと会えましたね。東魔界にその名も高い、吸血鬼のスタズさん」

　相手の口から出たその単語に、スタズの眉まゆがぴくりと動いた。

　吸血鬼。

　ああ、そうか……と、ついさっきの疑問にスタズは答えを見つける。

　俺はこういうのがイヤだったんだ。

　吸血鬼だから人の血を吸うとか……自意識過か剰じような古ふる臭くさいマントで、貴族みてぇなツラをして──。

「名のあるお家いえ柄がらで慢まん心しんしておられると聞いて、その首いただきに参った次し第だいですよ」

　ナワバリ荒らしらしき少年が、妙みように気取った口調で何か言っていた。

　だが、スタズはそれをほとんど聞いていなかった。

「ボス、植物に気ぃつけてください。間合いに入ったら、ザクザクやられますんで」

「おう」

　デクの言葉にだけは返事をしたが、それでもスタズは何の構えも見せず、その場からゆっくりと歩きだした。

「って、ボス。いまの話、聞いてました？」

「俺は空も飛ばんし、コウモリの羽も生えない──」

　デクの言葉を無視して、スタズはさらに足を前に踏ふみ出した。

　その瞬間、前方でのたくっていた植物の動きが変化した。空そら恐おそろしいほどのスピードで伸びる触手。鞭むちのようにしなったそれらが一いつ斉せいに、間合いに入ったスタズへ襲おそいかかってくる。

「ヒャハハハハ！　そのまま直進？　バカじゃないのー！」

　口調が一変したナワバリ荒らしの少年が叫さけんだ。

「イエエエエイ！　ヤ・ツ・ザ・キ！」

　その言葉通り、伸びた触手がスタズを切り刻んだ。空気の震ふるえる音。弾はじけ飛ぶＴシャツの破は片へん。シャツの表面にプリントされた「すし」の文字が歪ゆがむ。

　しかし──。

「って……あ、あれ？」

　ようやく、相手も気づいた様子だった。

　切り刻まれたように見えたのは、スタズが着ていたＴシャツだけだということに。

　顔を引きつらせるナワバリ荒らしの前で、ようやくスタズは両りよう腕うでを振り上げた。

「だが──俺は吸血鬼だけど、ニンニクも食えるし、十じゆう字じ架かも怖こわくないのだ」

　カッと、その両眼が見開かれる。その途と端たん、スタズの周辺で暴れまわっていた触手が全すべて粉々になった。

「なぜならば、俺は吸血鬼である以前に……」

　触手の奔ほん流りゆうをひとにらみで霧む散さんさせたスタズは、そのまま自分の右手を正面のナワバリ荒らしに向けてかざした。

「がっ……！」

　苦く悶もんの声はナワバリ荒らしの口から発生したものだった。

「し……心臓がっ！」

「俺という一個人だからだ！」

　瞬しゆん間かん、血が暴発した。

　スタズ自身は手を触ふれてもいない、ナワバリ荒らしの胸部──いや、心臓。

　それが一度、内側に向けて急激に縮んだ後、圧力に耐たえ切れず、風船のように爆ばく発はつした。辺りに飛び散る大量の血。

　──心臓圧縮ＺＩＰ──。

　吸血鬼としての己の膨ぼう大だいな魔ま力りよくを駆く使しし、相手の心臓を触れることなくひねりつぶすスタズの得意技わざ。いかに魔族といえど、これに耐えられる者はほとんどいない。声もなく、ナワバリ荒らしは仰あお向むけに倒たおれ、息絶える。

　わっ、という歓かん声せいと拍はく手しゆが周囲の手下たちから沸わき起こった。

「今日はやけにパワフルっすね」

　苦く笑しようまじりに近づいてきて、スタズにそう言ったのはデクだった。

「あの人間の血でも吸いました？」

「……いや、吸ってない」

　周囲のにぎやかさとは逆に、スタズは素そっ気なく答えた。







　降りてきたときと違って、今度はごく当たり前に階段をのぼり、スタズが自分の部屋に戻もどってみると、部屋のドアには鍵かぎがかかったままだった。

「良かった。まだ中にいる」

「なんかボス、やけにうれしそうじゃねぇスか」

「そ、そんなことねえよ」

　デクの指し摘てきに言い返してみたものの、それは無論、スタズの本心とは程ほど遠かった。

　そう。

　俺は吸血鬼だから、人間の血を吸いたいとかじゃなく。

　俺という一個人として、あの子のことを……。

「ただいま」

　努めて優やさしい声を出しながら、スタズは部屋のドアを開ける。

　だが、そこで目まの当たりにしたのは──。

「…………」

　室内の中央をのたのたと歩いている植物だった。

　ついさっき、スタズが殺したナワバリ荒らしが従えていたのと、まったく同じ種類の個体だ。

「げっ、こいつ、どっから……あ、窓、開いてる」

　横にいたデクの言葉が終わらないうちに、うごめいていたその植物が、てっぺんの花弁の隙すき間まから何かをペッと吐はき出した。

　カランカランという乾かわいた音。

　床ゆかに転がったそれは──人間の頭ず蓋がい骨こつだった。

「！」

「ちょっ……!!」

　本当に大切なものは。

　失ってしまったあとに気づくという……。

「どえあっ……！」

　あわててスタズは突とつ進しんし、勢いのまま植物の腹──と言っていいのかどうかは分からないが、とにかくその表面を引き裂さいてみる。が、もう遅おそい。

　内側からドロドロとした液体と共に制服が出てきた。ついさっきまで、あの人間の少女、冬実が着ていたセーラー服。

「そんな……うそだろ……」

　がっくりと、スタズはその場で膝ひざをついた。

「こんなことって……」

　しかし、そのときだった。

「キャ──────────────ッ！」

　元は冬実だったはずの頭蓋骨を手にして嘆なげくスタズの背後から、不意に悲鳴が聞こえた。

　振ふり返ってみると、

「やだ、これ……どうなってるの？　なんで私、いきなり裸はだかに──」

　そこにいたのは冬実だった。しかも、言葉通りの素すっ裸。頭にだけ、白い三さん角かく巾きんをつけている姿。

「…………」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　そして、スタズはそばにいたデクと互たがいの顔を見合わせた。

「あれ？」
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「えーつまり、どういうことだ？」

　あいかわらず頭蓋骨を手にしたまま、スタズは首をひねった。

「この骨は違ちがうやつの骨だったってことか……？」

「服だけ飲みこんでたんッスかね」

　デクが言うが、もしそうだとしたら、なかなか特とく殊しゆな性せい癖へきを持った植物である。相手が冬実だったからまだいいが、これで飲みこんだのが脂あぶらぎった中年男の服だったりしたら目もあてられない。

「あの……と、とりあえず、何か着るものを……」

　部屋の隅すみでしゃがみこんだ冬実が小声で懇こん願がんするが、スタズはそれを完かん璧ぺきに無視して、冬実のその姿をじっと見つめた。頰ほおを真っ赤にする冬実。
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　そんな冬実を前にして、スタズはつぶやいた。

「それにしても……不思議だ」

「え？」

「いまの君にはなんの魅み力りよくも感じない」

　冬実が今度はガンと頭でも殴なぐられたかのようによろめいた。どうやら、ショックだったらしい。

　と、そこで、

「あ、そういえば」

　再びデクが口を開いた。

「魔ま界かいで人間が死ぬと、ユーレイってのになるって聞いたことが」

「なに？」

　これにはスタズも冬実から目をそらして振り返った。

「なんでも、人間の魂たましいってやつが具現化するとかで。ほら、あの頭の三角のが目印なんスよ」

　なるほど。

　言われてみれば、確かに冬実の頭にはそれらしいものが貼はりついている。

「ユーレイ……魔族になったってことか？」

「そう言ってもいいんじゃないスかね」

「ふーん」

　デクの言葉にうなずきつつ、スタズは手元の頭蓋骨にまた視線を落とした。

「つまり……血の通った人間のあの子にはもう会えないんだな」

　気落ちするのだけはどうしようもない。スタズが惹ひかれていたのは、しっかりとした体を持っていた冬実なのだ。あそこにいる幽霊ではない。

　だが、一いつ旦たん、落ち込みかけたスタズは、すぐに「いや」とかぶりを振った。

「まだあきらめるのは早ぇ……骨と魂があるなら、あとは肉体だけ、どうにかすればいい」

「ボス？」

　怪け訝げんそうなデクには構わず、スタズは冬実の頭蓋骨を見つめ続けた。

「決めた……絶対に生き返らせる」

　そして、生まれて初めての吸血の相手は、キミ。

　それが俺の「血意」──。

「あ……あの、そろそろ服を……」

　幽霊になってしまい、スタズにとっては魅力が完全に失われた冬実がまた小さな声で訴うつたえた。
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　──どうも。

　私、柳やなぎ冬ふゆ実みといいます。

　いま、魔界にいます。

　なんでこうなったのか、私にも分かりません。というか、ここが魔界ということも、さっき聞きました。

　そして、どうやら、私はもう死んでしまっているらしいことも……。

　実感がないです。

　にわかには信じがたいです。

　でも、いまそこで磨みがかれて、そっとＴＶラックの下に仕し舞まわれているのが私の遺骨……。

　って!?
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「なんてとこに仕舞ってるんですかっ、私の骨を！」

「あ？」

　幽霊のわりにはちゃんと血相を変えて、すっ飛んできた冬実に詰つめ寄られ、スタズは怪訝そうにその顔を振り仰あおいだ。

「プレ●テの上だ。いいだろ？」

「あったまっちゃうじゃないですかっ……っていうか」

　急に冬実はもじもじと身をくねらせた。

「あの、あと他ほかにも服、貸してもらえませんか？　Ｔシャツとトランクスだけじゃ、その……」

　ついさっきまでと違って、冬実は全ぜん裸らではなかった。言葉通り、身に着けているのは、スタズから借りたＴシャツとトランクス。

　元々、出るところは出て、引っこむところは引っこんでいる体型だけに、その格好は見ようによってはエロティックですらある。

　ただ、

「…………」

　この部屋にいる吸きゆう血けつ鬼き、つまりスタズはほとんど関心を示さなかった。冬実の訴えなど相手にせず、ソファの上に寝ねそべると、本ほん棚だなから引っ張りだした自分の漫まん画がを読みはじめる。

「そーですか無視ですか……」

「あんだよ。服乾かす間くらい、それでいいだろ？　いちいち、うっさいユーレイだな」

「ユーレイになったとはいえ、ずいぶん、さっきと態度が違う気が……」

「静かにしてろ」

　彼、スタズ。その心はピュアな少年──言い換かえれば、己おのれの欲よく望ぼうに正直なガキ。

　血を吸うこともできない女幽霊に優やさしくしてやる寛かん容ような心など持ち合わせていない。

「そういえば、お前、名前は？」

「柳……冬実です」

「ふうん」

「……私のこと、生き返らせてくれるって言ってましたけど、ほんとにその気があるんですか？」

「だから、いま調べてんじゃん」

　そう言って、スタズが軽く掲かかげてみせたのは、手にした漫画だった。

「それ……マンガですよね？」

「マンガの中で人を生き返らせる話とかあるだろ？　それを参考にすんだよ」

「マンガで蘇そ生せい!?」

　冬実が頭を抱かかえた。

　だが、しばらくそのままの姿勢でいた冬実は、急に何かに気づいたように勢いよく顔を上げた。

「スタズさん！」

　そのとき、漫画を読みふけっていたスタズも叫さけんだ。

「あった！　これだ！　この星の印が入った球を７つ集めれば！」

「違います！」

「でっかい龍りゆうが出てきて──」

「いーから、その本を早くしまってください！」

「なんだよ、人がせっかく……」

「私、思い出したんです！」

「復活の呪じゆ文もんか!?」

「私がこの世界に来たときのこと！」

　スタズのオタク趣しゆ味みな言葉にはもはや付き合っていられないとばかりに、冬実がきっぱりと断言した。







　そこは路地裏だった。

　魔ま界かいとはいっても、この辺りの街の造りは人間界の繁はん華か街がいのそれによく似ている。立ち並ぶマンションやアパートの陰かげになった、その場所。辺りに他の魔族の姿はまったくない。

　その閑かん散さんとした場所に、奇き妙みようなものが存在していた。

　空中にふわふわと浮うかんだ黒いカーテン。

「おいおいおいおい、マジかよ……」

「私、たしかこれを通って来たんです」

　自分をここまで引っ張ってきた冬実のその言葉を聞いて、スタズは軽く頭をかいた。無論、魔界の住人たるスタズはこれが何なのか知っていた。

「こいつはブラックカーテンって言ってな」

　冬実に説明してやる。

「空間を自在に移動できる。最上級の空間魔術だ。俺も実際に見たのは初めてだが──」

「……じゃ、私、いったんこれで」

　もっとも、冬実のほうはろくにスタズの話を聞かず、ぺこりとお辞じ儀ぎすると、そのカーテンの内側に入ろうとした。

「待て」

「は？」

「お前、これがどれだけすごいことか全然分かってねえ！　こいつはな、本来こんなとこにあっちゃいけない物なんだ」

「？」

　力説しても、あいかわらず冬実はきょとんとしていた。

　スタズは軽く吐と息いきしてから、もう一度、黒いカーテンに目を向けた。

「ブラックカーテンは術者が使用するときのみ出現し、その後は消えるはずなんだ。それがどうして」

「そ、そんなこと、私に聞かれても」

　というより、冬実はそんな話より、さっさとこのカーテンを通り抜ぬけて人間界に戻もどることだけを考えているらしい。

　スタズの言葉を再び聞き流して、冬実がまたカーテンに手を触ふれようとしたものだから、スタズはその首根っこを捕つかまえた。おそらく一番効果的であるはずの言葉を冬実に告げる。

「そのまま人間界に帰ったって、ユーレイのままだぞ」

「あ……」

　これには冬実の動きも止まった。どうしたらいいんでしょう、とばかりにスタズの顔を見上げてくる。

　スタズはそれには応じず、腕うで組ぐみをすると、しばし考えこんだ。

　そして、急に眼めを輝かがやかせ、

「……俺も行く」

「は？」

「お前、俺がどんだけ人間界に行きたかったか分かるか？　欲しかったＤＶＤ‐ＢＯＸ！　限定フィギュア！　マンガ！　ゲーム！」

　またまたぽかんと口を開ける冬実の前で、スタズは熱く語り始めた。

「その全すべてがあの向こうにあんだよ！　俺のものになるのを待ってんだよ！」

「は、はあ……」

「待ってろ、みんな！　すぐ行くぞ！」

　もはやガキというより、地方で限定グッズが手に入らず嘆なげくオタクの精神に等しい。

　ただ、冬実が困こん惑わくした様子でそんなスタズを見ていると、その目前でスタズの態度がまた変わった。

　なぜか、おたおたと、自分の服装に目をやり、

「ねえ、俺の服、ださくない？　お上りさんみたいじゃない？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ大丈夫ですよ」

「なんで２回言うの？　それは大丈夫じゃないときのやつじゃ？」

「あーもう、落ち着いてください！　行くなら行くでいいですから！」

　半ばやけくそ気味に冬実が言い返すと、それでようやくスタズも我に返ったようだった。

　ブラックカーテンの説明をしていたときの真しん剣けんな表情を取り戻して、

「いや……そうもいかねえんだ」

「はい？」

　問い返す冬実の前で、スタズはくるりと背を向けた。そのままカーテンとは逆の方角に向かって歩き出す。

「ついて来い。検査してやる」

「検査？」







　そうして、二人が向かった先は一いつ軒けんの喫きつ茶さ店てんだった。

　サードアイ。

　店の前に出された看板にはそう書かれている。

「うぃーっす」

　カランコロンと入口のドアを開け、先頭をスタズ、後ろから冬実が続いて、店内に入ってみると、中はガラガラだった。

「今日も空すいてるねぇ」

「冷やかしなら帰れよ、スタズ」

　店内を見み渡わたしたスタズに対して、そんな声が返ってきた。

　客のいないカウンターの向こうだ。

　一見、人間に似た一人の女性が手にしたグラスを磨いている。ただ、その女性の目は二つではなく、額にもう一つの目があり、さらに言うと、声を発したのは彼女ではなかった。

　彼女の肩かたに乗ったもう一匹ぴきの生き物。

　見かけはフェレットのようでもある。だが、決してフェレットではない。第一、その生き物の額にも三番目の瞳ひとみがある。

「客だよ、客」

　スタズは一人と一匹に向かって、そう言った。

「てなわけで、ジンジャーエール二つな」

「ちょ、ちょっとスタズさん……」

　不意に背後から、今度は冬実がスタズに小声で話しかけてきた。こちらは何やら店に入ってから、着ているＴシャツの裾すそを必死に手で押さえ、モジモジしている。

「なんだよ？」

「喫茶店に入るなんて聞いてませんよ。私、こんな格好で」

　確かにいまの冬実の服装は、Ｔシャツとトランクスの上下だけ。しかも、その下には何も身に着けていない。一いつ般ぱん的な「女子高生」が人前に出る姿とは言えないだろう。

　しかし、スタズはそんな冬実を平然と見て、

「ほーん。お前、人間界にはその格好で帰ろうとしたくせに、ここだと恥はずかしいのか？」

「それは……」

「不安で帰りたいのは分かるけどよ。お前はもう魔ま界かいに来たときと違ちがうんだ」

　スタズは言い含ふくめた。

「お前はユーレイ。いまは立派な魔族の一員なんだよ。人間としてじゃない。魔族として人間界に行くことになるんだぜ」

「それって、つまり──」

　冬実は小首をかしげて、

「魔族は服着ちゃいけない、ってことですか？」

「違ちげぇよ、バカ」

「おいおい」

　二人の会話に邪じや魔まが入った。

　あの奇妙な三つ目のフェレットもどきだ。同じく三つの目を持った女性の肩からカウンターに降り、両手でジンジャーエールの瓶びんを持って、グラスに中身を注いでいる。

「店入って、いきなりケンカか？　勘かん弁べんしてくれよなー」

「！」

　その姿を見た冬実の表情が突とつ然ぜん変わった。

「ど、動物がしゃべってますよ!?」

　言うなり、頰ほおを赤くして、ダダダッとカウンターに駆かけ寄ると、

「しかも、いまジュースをっ！　か、かわいいぃぃぃぃっ！」

　幸せこの上ないといった顔で、フェレットもどきを撫なで回す冬実。

「や、やめろ、おい……。スタズ、何だコイツ？」

「まあ、がんばれよ。豆まめ次じ郎ろう」

　あっさりと冬実の相手をそのフェレットもどき、豆次郎に任せて、スタズはカウンター席に座った。その前にはあいかわらず無言のままでいる三つ目の女性。

　女性の手で、スタズの目の前にジンジャーエールのグラスが置かれた。

「さて」

　と、スタズはグラスに一口つけたあと、おもむろに口を開いた。

「サティちゃんなら、もう分かってると思うけど……」

「…………」

「見てやってくんねーかな、あいつのこと」

　無論、あいつとは、向こうで嫌いやがる豆次郎を強ごう引いんに捕まえ、触さわりまくっている冬実のことだ。

「人間界に行きてぇんだ。どうだ？　耐たえられそうか？」

「…………」

　サティと呼ばれた女性はやはり無言。

　そうして、スタズに返答したのは、またもや女性ではなく豆次郎のほうだった。

「うーん、そいつぁ見てみないと分からねーな」

　言ったとたん、豆次郎は自分を撫でる冬実の手から逃にげ出すと、こちらへタタタッと走ってきた。ひょいとまた女性、サティの肩に乗り、そのまま頭の上まで駆け上る。

「そんじゃいっちょ、やってやるか」

　言葉と同時に豆次郎は三つの目を閉じた。いや、豆次郎だけではない。豆次郎を頭に乗せたサティも全ての目を閉じる。

　そして、

「全てを暴あばき、全てを見み透すかす、我らが第三の目──」

　まるで、呪じゆ文もんの詠えい唱しようのようなその声。

「見破りのサーチアイズ！」

　刹せつ那な、六つの目が開かれた。輝く眼球。光は眼球だけに留とどまらず、まるでサーチライトのように、豆次郎に逃げられて悲しそうな顔をしていた冬実を照らす。

「いつ見てもシュールだな」

　スタズが感想を口にする間にも、光はなおもその輝きを増し。

　やがて、ふっと消えた。

　豆次郎と女性がもう一度、目を閉じたあと、再び開く。そこにはすでに他者を照らすほどの輝きはなかった。

「分かったぜ」

　豆次郎が女性の頭の上から降りると、そう言った。

「どうやら、あんた、元は人間のようだな。しかも魔族なりたてホヤホヤで、まだ体がどっちにも寄ってないな」

「！　す、すごい、当たってます」

「占うらないじゃねぇよ」

　感かん嘆たんの声をあげる冬実に、スタズが突つっ込みを入れる。

　豆次郎がさらに分ぶん析せき結果を口した。

「あとノーブラな上に、男物のトランクスをはいてる変態だ」

　ズン、とショックを受けた顔になる冬実。

「ち、ち、ち、違うんです！　これには訳が……」

「ああもう、うっせぇ」

　必死に身を乗り出して言い訳しようとする冬実を、スタズは話が進まないとばかりに手で押しのけた。改めて豆次郎に問いただす。

「で、行けるのか？」

「行くぶんには問題ねえけど、なにぶんデリケートだからな。長期滞たい在ざいはお勧すすめできねぇかな」

「それだけ分かりゃ十分だ。ありがとよ」

　スタズが礼を言うと、豆次郎はころんとカウンターの上で横になった。

「あー久々にやったら、疲つかれた。その娘むすめ、人間界にお使いにでも行かせるのか」

「いや」

　と、スタズはもう一度、ジンジャーエールで喉のどを潤うるおした。

「俺も行くんだけどな」

「はっ!?」

　これには慌あわてたように豆次郎が飛び起きた。

「行くって……このナワバリ、どーすんだよ？」

「んーまあ」

　スタズは肩をすくめてみせた。

「なんとかなるだろ」

「なるわけねーだろ、この野や郎ろう！　もし、ボスが不在なんてのがバレたら大変なことに──」




　　　　♠




　──その後。

　どうしても人間界に行く、ボスが行くのがまずいなら、ボスを辞やめるとまで言いだしたスタズに対して、んな無む茶ちや苦茶な理り屈くつがあるか、と主張する豆次郎、さらには手下のデクも加わった言い争いの果て。

　結局、スタズが人間界に行っている間は、スタズそっくりの姿に変身できる吉よし田だという名の魔族にスタズの身代わりを引き受けてもらうことで話は落ちつき。

　さらにはなぜか、人間界に行くスタズと冬実を見送る仲間内の宴えん会かいまで開かれ。

　すったもんだのあげく、翌日──。







「おし」

　つぶやくスタズの前に、例のブラックカーテンがあった。

　もちろん、スタズの隣となりには冬実。昨日までのトランクスとＴシャツ姿ではない。身に着けているのは、この魔界に来たときのセーラー服。時間があったおかげで、洗せん濯たくした制服もすっかり乾かわいたのである。

　どこか楽しげにブラックカーテンを見つめるスタズの横顔を、冬実はちらりと見上げた。

　ふと、冬実の脳のう裏りにゆうべの宴会で、スタズの手下であるデクが言っていた言葉が思い浮うかんだ。

『スイッチが入ったら止まらねぇんだよな、うちのボスは』

　デクはどこか苦く笑しようまじりにそんな話を冬実にしてくれた。

『あの人はいつも自分のやりたいと思ったことは絶対にやる。人間界に行くっつったら、ボスの地位なんて捨ててでも行く。俺たちはそんなボスの我がままに振ふり回されっぱなしなわけよ──だから、分かるし、これだけは言える。ボスがあんたを生き返らせたいと言ったとき、いままでにないくらい、スイッチが入ってたぜ』

　それをガキの我がままと見るか。

　一いち途ずな願いから来る、類たぐいまれな行動力の発はつ露ろと見るか。

　そんなものは他者の主観に過ぎず、どうでもいいことだろう。

　ただ一つだけ確かなのは、デクの言ったとおり、スイッチの入ったスタズを止められる者は誰だれもいないということだ。

「んじゃ、行くか。人間界」

　小さく笑い、ブラックカーテンに向けて歩きだしたスタズのあとに続いて、冬実もそろりと足を前に進めた。




　　　　２




「ぐあああああ！　日光！　これが日光！」

　その家から出た瞬しゆん間かん、スタズは絶ぜつ叫きようした。

「肌はだがすげえぴりぴりする！　帽ぼう子しかぶってきて良かったぁ……」

　なお、スタズは吸きゆう血けつ鬼きであるが、太陽の光を浴びたからといって、いきなり灰になったりはしない。ただ、その光が体質的に合わないのだけはどうしようもない。じっと立っていると、それこそ自分の体が溶とけてしまいそうな気分に襲おそわれてしまう。

「お前、平気なのか？」

　そう言って、スタズは背後を振り返った。そこには制服を着た冬実が立っていた。

　なぜか、ぼんやりとした様子だった冬実はハッとしたように、

「え？　ええ……」

　スタズの問いかけに対してあいまいに答えたあと、冬実は自分の後ろにあるその家に目をやった。

　人間界ではごくごく当たり前の二階建ての一いつ軒けん家や。

　冬実の自宅だった。ちなみに例のブラックカーテンで繫つながっていたのは、この家の中にある冬実の部屋だ。ついさっき、スタズと冬実はそのカーテンの中からこの人間界にやってきたのである。なお、そのブラックカーテンはというと、未いまだに冬実の部屋に存在したままだったりもする。

「そっか。元が人間なだけあって、人間界の環かん境きようには慣れてるわけか」

　スタズは冬実の態度には気にも留めず、うなずいた。

「でも、お前も、もう魔ま族ぞくだしな。逆にこれからは魔族であることに慣れてかねぇと──おし。いっちょ、俺が人間界での魔族の立ち回り方ってのを伝授してやろう」

「は、はあ……」

「いいか？　魔族が人間に恐おそれられてたなんてのは、もう昔の話だ。いくら強い魔族といっても、人間たちの数や科学の前ではまず勝機はねぇ」

　他者の心臓を手も触ふれずに破は壊かいできるスタズでも、現代の人間たちが持っている強力な兵器、それこそミサイルの一発でもぶち込まれたら、どうすることもできない。つまり、そういう話である。

「従って、魔族は人間界では隠おん密みつ行動……忍にん者じやのように正体を悟さとられぬよう、目立った行動をしないようにするんだぞ」

「そうなんですか」

「そうなんだよ」

　スタズは重々しく断言してみせた。







　そして。

「うおおおおおおっ！　車だ！　車がたくさん走ってるっ！」

　大通りに出たとたん、スタズは奇き声せいをあげて、行き交かう車を魔界から持ち込んだデジカメで撮さつ影えいしはじめた。

「かっけえっ！　おおっ！　こっちは噂うわさのビッグスクーターか！」

「あ、あの……」

　そんなスタズを「なんだ、この変人」とばかりに見ている通行人。オロオロと周囲の反応を気にする冬実。







　さらに。

「電車すげぇ！　速ぇし快適！　移動ルーム！」

「だから……」







　あげくの果てには、

「おおっ！　ここがお前が通ってる学校か！　面おも白しれぇーっ！」

「ちょ、ちょっとスタズさん！」

　たまりかね、校門の前で写真をパシャパシャと撮とっているスタズに対して、冬実は声を張り上げた。

「いい加減にしてください！　全然、隠密する気ないじゃないですか！」

「え、そう？」

「メチャクチャ目立ってます！」

「魔族だってバレてねぇだろ？」

「そういう問題じゃありません……」

　疲れ切ったように冬実は肩かたを落とすが、そこで姿勢を正した。

　今度は真しん剣けんな顔になって、

「とにかく──スタズさんが案内しろって言うから、つい学校まで来ちゃいましたけど……ここから先は本当に無理です。私を知ってる人もいますし、スタズさんが中に入ったら、大問題になります」

「あー、そういうことなら」

　冬実のその言葉を聞くと、スタズはどこからともなく、妙みようなものを取り出した。

　まるで人間界で売られている霧きり吹ふきのような容器。中には透とう明めいな液体が入っている。

「あっ……」

「こいつで」

　顔色を変える冬実のことなど構わず、スタズはその場からスタスタと歩き出した。そして、遠巻きにこちらを見ていた登校中の生徒たち目がけて、霧吹きの液体をシュッシュッと吹きかけていく。

「はい、どうも。ごめんなさいよ。ワタクシ、怪あやしいもんじゃござーやせん」

　それは──ついさっき、スタズがブラックカーテンを抜ぬけて、冬実の自宅に出現したときも使っていたものだった。溶よう液えきの成分はスタズの吸血鬼としての牙きばから分ぶん泌ぴつした液を水で薄うすめたものらしい。吸血鬼はこの液によって、嚙かみついた人間を意のままにコントロールできるのだそうだ。ゆえに、薄めたものであっても、それで人間の記き憶おくの一部や現実認にん識しきを変えてしまうことも簡単なのだとか。実際、これを吹きつけられた冬実の父親は、あっさりと「丸一日、家に帰ってこなかった娘が、見知らぬ男と一いつ緒しよに家にいる」ことを受け入れてしまっていた。

　そして、いまも溶液を吹きつけられた学校の生徒たちは、ついさっきまでスタズを奇き異いの目で見ていたはずなのに、態度が豹ひよう変へんする。まるでスタズがそこにいるのが当たり前であるかのように、その場を何事もなく通りすぎていく。

「…………」

　冬実はただ呆ぼう然ぜんと、変わっていくその光景を見つめていた。
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「えーでは、教科書の１３７ページから……」

　授業中。

　しかし、自分のクラスの教室で、自分の席に座る冬実の前には教科書もノートもなかった。

　元々、スタズが案内しろと言いだしたものだから学校まで来ただけで、別に冬実自身は登校するつもりなどなかったのである。授業の準備どころか、鞄かばんさえ持ってきていない。

「山やま田だ、読んでみろ」

　だが、教師はそんな冬実に対して何も言わなかった。周囲のクラスメイトも同じ。まったく気にしない。

　休み時間になっても、その、当たり前のようで、決して当たり前ではない状態は続いた。

「冬実」

　声をかけられたので冬実が顔を上げてみると、そこにはクラスの中でも仲の良かった友人の姿があった。

「昨日、どうしたの!?　学校来てなかったじゃん」

「さくちゃん……」

　冬実がそれに反応しかけたとき、また別の友人が話に参加してきた。

「なに言ってんの、桜さくら子こ。来てたよー、冬実」

　──え。

「や、来てなかったよ？　いなかったよ、私」

　冬実があわてて否定しても、相手は聞く耳を持たない。

「何言ってんのよ？　昨日、この３人で帰りにお茶したでしょー。冬実もいちいちこのバカに話を合わせなくていいのよー」

「あははは。そうだったそうだった」

　失敗失敗、と言いたげに笑う最初の友人。

　そうして、二人は冬実の席を離はなれていった。

　無論、すべてはスタズが学校中に撒まいた、あの液体のせいだった。

　……居なかったはずの一人の人間が居たことになっている。記憶が完全に変えられている。

　騒そう動どうが起きないという点では、あるいはいいことなのかもしれない。

　しかし、それは、居なかったはずなのに居たことになっている当人にとっては、自分が居なくなっても、身近な人間が誰だれも気づいてくれないということを意味する。自分の存在がなくても、周囲は気にしないということでもある。……自分が居ても居なくても、どうでもいい。

「…………」

　立ち去っていく友人二人を呼びとめることもできず、冬実はうつむいた。







「──エンジョイしてますかね？」

　不意にそんな声がした。

　びくりと体を震ふるわせて、冬実が頭を上げてみると、そこにはスタズの姿があった。それも、冬実の机の上によじ登って、いわゆるヤンキー座りをしながら、からかうような目で冬実の顔を覗のぞき込んでいる。だが、そんなスタズの姿にクラスメイトたちは誰も気づかない。気にしない。

「バア」

　スタズが舌を出した。

　その途と端たん、冬実の両目がじわっと潤うるんだ。

　これにはさすがのスタズも少し驚おどろいたらしく、出した舌を引っ込める。

「なに、泣いてんだよ？」

「ひどいですよ……」

　冬実は制服の袖そでで目元をこすった。

「なんで、こんなことするんですかぁ……」

　とうとう涙なみだ声ごえになってしまった。
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「ひっく……お父さんだって、みんなだって、きっと言ったら、分かってくれましたよ……」

　しゃくり上げながら、冬実はなおも机の上に乗ったスタズに訴うつたえた。

「それを……えぐ……スタズさんが勝手に、シュッシュッシュ、するからぁ……」

　下を向いて泣き続ける冬実の前で、スタズは軽く耳の後ろをかいた。

　そうして、あえて声音を低くすると、

「言ったら分かる？　何つぅんだよ？」

　冬実の顎あごをつかんで、スタズは無理やりその顔を上げさせた。

「私、うっかり魔ま界かいに行ってそのままユーレイになっちゃいました！　でもみんな、いままで通りよろしくね！　てへ☆……とでも言うつもりだったのか？　あ？」

「…………」

「あめえんだよ。お前はもっと、自分が魔族だって自覚を持て」

「……だからって……」

　涙なみだを目に浮うかべたまま、冬実は周囲を見た。

　そこにはあいかわらずスタズや冬実のことをまったく気にせず、当たり前のように休み時間を過ごしているクラスメイトたち。

「こんな他ほかの人を巻き込んでまで、分からせなくてもいいじゃないですか……戻もどしてくださいよ、みんなを……私はもう十分、分かりましたから」

　そこで、冬実の目から頰ほおにかけて、ほろりと一ひと滴しずく、涙がこぼれ落ちた。

「居ても居なくても一緒なら……私の存在なんて、消えたほうがましですから……」

「…………」

　見ようによっては、拗すねたように横を向いて、そんな言葉を口にする冬実の顔を、スタズはほんの少しの間、じっと見ていた。

　が、すぐにこちらも視線をあさっての方角に向けた。

「ああ、そうかよ」

　むしろ投げやりな口調で言って、スタズはひょいと冬実の机の上から飛び降りた。そうして、くるりと冬実に背を向けると、

「やっぱユーレイってのは、足から消えてくんだな」

「何言ってるんですか」

　冬実がキッとそのスタズの背中をにらみつけた。

「私は真ま面じ目めに……」

「もう大分、消えてるぜ。お前の体」

「え……？」

　さすがに、そのスタズの言葉には冬実も怪け訝げんそうな声をあげた。

　ふと、椅い子すに座った自分の足元に目をやってみると──。

「っ!?」

　スタズの言葉通りだった。

　太ももから足先にかけて、冬実の体が半はん透とう明めいになっている。いや、足だけではない。よく見れば、手の先も同じように消えかけている。

「うそ！　なんで……え!?」

「分かったか。この低級魔族が」

　肩かた越ごしにスタズは振ふり返って、冷ややかな言葉を冬実に浴びせた。

「魔族はある程度の耐たい性せいがないと、人間界ではその存在を維い持じできねーんだよ。来る前に、お前を検査したのはそのためだ」

「で、でも！」

　この事態には涙も引っ込まざるをえなかったのか、冬実はあわあわと狼ろう狽ばいしながら、スタズに言い返した。

「それは問題なかったはずじゃ？」

「来る分にはな。長期滞たい在ざいは無理って言ってただろうが」

「そ、そういえば……にしても、短期すぎません!?」

　スタズは小さく首をすくめてみせた。

　その場から立ち去る振りをしつつ、

「消えたかったんだろ？　ちょうどいいじゃねーか」

「あーちょっ、待って……それは言葉のあやと言いますか！　なんて言うか、その……あああああああああ」

　ますます慌あわてる冬実。

　すると、ようやくスタズは立ち止まった。

「やっぱ消えるのはいやだろ？」

　スタズが平然とした態度で問いかけると、冬実がコクコクと首を上下させた。さっきまでの感傷的な態度などもうない。現金と言えば現金な話だが、まあ、普ふ通つうはそんなものだろう。

「そうかそうか」

　そんな冬実にうなずき返しつつ、スタズはさらに自分の親指を口元に持っていって、皮ひ膚ふの表面に牙きばを当てた。

「俺もな、何もイジワルでこんなことしたわけじゃないんだ」

　言って、スタズは親指の皮を自分で破った。

「いまのお前は人間界では生きていけない身体からだだ。そんな状態で、いままで通りの生活なんて当然無理だろう？　──だから」

　噴ふき出すスタズ自身の血。

「俺は補完しといてやったんだ。お前が元の生活に戻ったときのためにな」

　冬実が目をぱちくりさせた。

「え？　それって……」

「この状態で生き返ったら、お前はすんなり戻れるだろ？　誰もお前が死んだなんて思っちゃいない世界にな」

「！　スタズさん……」

　ハッとしたような表情になる冬実に、スタズは近づいていった。

　そして、血の噴き出した自分の親指をその唇くちびるに近づけると、

「舐なめろ」

「え？」

「消えたくねぇんだろ？」

「でも……血、出てますよ……？」

「出したんだよ、バカ」

「え……なんで？」

「早くしろ」

　重ねて促うながされて、冬実がおそるおそるスタズの親指に自分の唇を寄せた。なおもためらっている様子ではあったが、一度ちらりとスタズの顔を見上げたあとで、まぶたを閉じ、意を決したようにその親指をくわえる。

　瞬しゆん間かん。

　冬実の頰がぽっと赤く染まった。

　それを見て、スタズは、

「お前を生き返らせるその日まで……俺がお前の『給血鬼』になってやる」

　閉じていた冬実のまぶたがうっすらと開いた。目の焦しよう点てんが合っていない。とろんとしている。それでいて、顔色だけはまるでアルコールでも口にしたように赤い。

「どうだ？」

「うぅ……」

　スタズがたずねると、冬実は夢うつつといった口調で答えた。

「頭が……クラクラします……身体もぽかぽかして……あ、手がある……」

　ついさっきまで半分消えかけていた冬実の手が輪りん郭かくを取り戻していた。足もだ。

「ちっと刺し激げきが強かったか」

　スタズは冬実の唇から自分の親指を抜ぬき、肩かたをすくめた。

「俺の牙はな、高こう濃のう度どの魔ま力りよくを吸いだす機能も秘ひめてるんだよ。いまお前が吸ったのは、そうやって吸い出した俺様こと上級魔族の、きっちょーなファーストドリ……って、聞いてんのか？　テメエは」

「聞いてまふ……」

　明らかに聞いてない態度で冬実は応こたえ、そのまま目の前にある机に突つっ伏ぷした。

「顔、あついので……机、ひんやり……」

　スタズはやれやれと吐と息いきした。

「そうか。んじゃ、しばらく、そうしてろ」

「ふぁい……」

　もはや半分、夢の世界に行っている冬実をその場に残して、スタズは教室をあとにした。







　休み時間のせいか、廊ろう下かは学校の生徒たちであふれかえっていた。

　にぎやかな廊下を当たり前のように歩きながら、ふとスタズは思う。

　しかし、俺としたことが……。

　テキトーなことを言いまくっちまった──。

　生き返ったら、すんなり戻れる？　なんだ？　つまり、俺はあいつを人間界に返すのか？

　いや！

　思わず、スタズは足を止めて強くかぶりを振った。

　冗じよう談だんじゃねえ。

　生き返らせたその場で、ミイラになるまで、血を吸ってやる──。

　スタズが冬実を生き返らせるのはそのためだ。実際、いまのスタズはこれだけの数の人間に囲まれながら、さほど強い吸血衝しよう動どうに襲おそわれない。少なくとも、魔ま界かいにいたとき、幽ゆう霊れいではない生身の冬実を初めて見たときのような、震ふるえが来るような渇かつ望ぼうは湧わきあがってこない。

　つまり、それだけ、あの柳冬実という名の人間の女が、スタズにとっては特別な存在であるということ。

　だからこそ、冬実を早く蘇そ生せいさせる方法を……。

「っ──」

　そのとき、不意にスタズは眩暈めまいを感じた。体がよろけてしまい、その場でたたらを踏ふんでしまう。

「おっと……」

　どうやら、ここに来るまで、長時間、日光にさらされたことに加えて、冬実に自分の魔力を供給したことで、少し体力が落ちているようだ。

　となると──。
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　放課後になった。

「ええー!?」

　通学路を歩く冬実は素すっ頓とん狂きような叫さけび声をあげた。

「一回、魔ま界かいに戻るって何でですか。私なら元気ですよ、ほらほら」

　言葉通り、冬実はすっかり体力……いや、魔力を取り戻もどしたせいか、元気一いつ杯ぱいだ。必要もないのに、スタズの後ろでぶんぶんと腕うでまで振ってみせる。

「お前はな。俺が全快じゃねえんだよ」

　面めん倒どう臭くさそうにその姿を眺ながめやって、スタズはそう応じた。

　現実的な話をすると、スタズほどの魔力を持つ魔族であれば、多少、体調面に問題があったとしても、冬実のように消えてしまうことなどまずありえないのだが、

「ボス戦前にＭＰが足りなくなったら、一度、宿屋に戻るだろ？　それと同じだ」

「なんですか、それ……って、ボス戦？」

　冬実が少し真しん剣けんな顔になった。

「どういうことですか？　まさか、例のナワバリの……!?」

「おお、よくぞ聞いてくれたな」

　冬実の言葉の後半部分は完全に無視して、スタズはぐっと自分の拳こぶしを握にぎりこんだ。

「そう、ここでいうボスとは──」

「とは!?」

「秋葉原のことだ！　夢にまで見た電脳都市!!　ここには万ばん全ぜんの態勢で臨のぞまなくてはならないっ！」

「…………」

　どこかで、カラスがカアカア鳴いている。

「正直、俺はこのために人間界に来たといっても過言ではない。ああ、それと！」

　そこで、スタズは勢いよく冬実の顔に自分の人差し指を突きつけた。

「お前、ネタバレだけはすんなよ？　俺が買う予定のゲームやアニメの」

「しませんよ……」

　さっきまでの元気の良さとは打って変わって、冬実は疲つかれたように額に手をあて、小声で答えた。







　二人でそんな話をしているうちに冬実の自宅に到とう着ちやくした。

　屋内に人の気配はなかった。冬実の父はまだ仕事から帰っていないらしい。

「お前、かーちゃんは？」

　二階にある冬実の部屋へ続く階段をのぼりながら、ふとスタズがたずねると、制服姿の冬実はふるふると首を横に振ふった。

「いません」

「死んだの？」

「分かりません。私が物心ついたころにはいなくて、お父さんに聞いても教えてくれなくて」

「ふーん」

　つぶやきつつ、スタズはその部屋のドアノブに手をかける。

　別に名札がかけられているわけでもない、ごくごく当たり前の子ども部屋。

　一応、ナワバリボスとして魔界の一区画のトップに君臨しているスタズからすると、まるで囚しゆう人じん用の牢ろう獄ごくにも見える、ちっぽけな部屋だったが、平均的な日本の女子高生の自室としては普通の部屋だった。ただし、いまはそこに普通ではないものがある。例のブラックカーテンだ。

　ドアを開け、まずそのブラックカーテンの存在を確かく認にんしようとしたスタズだったが、そこで「は？」と声をあげた。

　──ボンヨ、ボンヨ。

　何かが、冬実の部屋の窓際ぎわに置かれたベッドの上で跳はねている。

　人の形をしていた。

　女だ。

　冬実に負けず劣おとらず胸が大きい。ショートパンツから肉感を伴ともなって伸のびた、白い太もも。背中にはやたら大きなリュックを背負い、頭にはゴーグルをはめている。

　スタズにさえ、実際に姿を見せるまで気配を感じさせなかったその女は、あいかわらずベッドの上でぽよぽよと跳ねながら、部屋に入ってきたスタズと冬実に対して、こう挨あい拶さつした。

「おー、おかえり」

「……誰だれ？」

　異口同音にスタズと冬実の口からその言葉が飛び出した。
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　一方、その頃ころ──。

　魔界にあるスタズの部屋。

「ああ、留守番とはいえ、いまは僕がボス……この部屋は、いまだけは僕の部屋……」

　こちらは一人の男が感かん嘆たんしたように部屋の隅すみ々ずみを見て回っていた。

　もっとも、男といっても、口調からそう察せられるというだけの話だ。フードをかぶったその内側にある顔には、いわゆる輪郭というものが存在しない。あるのはただ黒い闇やみと、光る両の眼めだけ。鼻も口もない。

　彼の名は、吉田。

　人間界に向かったスタズの身代わりとして、ここにいる魔族である。特技は……自分がなりたいものに化けてしまう、一種の変身能力。

「ああ、ボスのライブラリー、ぱねえっす！　全すべて人間界から取り寄せたゲームにＤＶＤの数々！」

　ただし、いまの彼は変身していなかった。本来の自分の姿のまま、興奮したようにスタズの部屋にあるコレクションを眺めている。

「家電もすべて日本製！　こだわってるっす！　そして、このボスの香かおりがほのかに残るベッド……」

　その発言が、やや危ない方向に行きかけたとき、不意に別の声がした。

「……何やってんだ？　吉田」

「はっ!?　デクさん！」

　振り返ると、そこにはスタズの側近中の側近と言ってもいい手下、デクの姿があった。

「お前な……はしゃぐのはいいけど、変身、解けてっぞ」

「はっ!?」

「まあ、ここには俺しか来ないが……」

　苦く笑しようしながら、デクはスタズの部屋にある冷蔵庫の中から飲み物の缶かんを取り出した。ひょいとそれを、ベッドの上でごろごろしていた吉田に向けて投げると、

「どこで誰が見てるか分からねえ。油断は禁物だぜ？」

「ウス」

　うなずいて、投げられた缶を受け取る吉田。

　その姿はいつの間にか、人間界に行っているスタズそのものになっていた──。
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「なーるほどねー」

　リュックサックを背負った女は、自分の両手の親指と人差し指で作った四角の枠わくの中に映る光景を見ながら、納なつ得とくしたようにうなずいた。

　そこには魔界にあるスタズの部屋で話をする、デクと吉田の姿が映っている。

　だが、当の女がいるのは魔界ではなく、人間界、冬実の部屋。

　魔界の景色を投とう影えいしているのである。自らの能力で。

「それでボスが人間界にいるわけだ。これなら、そうそうバレないね。私以外には。いいこと知っちゃった」

　にんまりと笑う女の言葉に、スタズの眉まゆがぴくりと跳ねあがった。

「何もんだ？　てめえ……」

「私？」

　女の態度は飄ひよう々ひようとしたものだった。

「私はハイドラ・ベル。この──」

　言いながら、冬実の部屋の中に存在したままだったその黒いカーテンを指差してみせる。

「ブラックカーテンの持ち主にして、最上級の空間魔術師だよ。ベルちゃんって呼んでね」
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　さらには右手でピース。

　スタズは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしてから、小さく舌打ちをした。

「……なるほど。道理で話ができすぎてると思ったぜ……罠わなだったわけか」

　隣となりにいた冬実が「え？」とスタズの横顔を見上げた。

　スタズはやはり不ふ機き嫌げんそうに、

「俺を人間界に誘さそい出すために、わざとブラックカーテンを出現させておく……そして、まんまと俺をおびきだしたあと、俺のいぬ間にナワバリを乗っ取る……そういう算段か！」

　まぎれもない殺気を含ふくみ、ぎろりとした眼まな差ざしを、そのベルと名乗った女に向けるスタズだったが、

「いっただきまーす」

　ベルのほうはまるで聞いてなかった。

　どこから取り出したのか、いつの間にか両手に大きなおにぎりを抱かかえ、それにかぶりついている。

「ごめん、聞いてなかった。何？」

「自由すぎんだろ、お前」

　さすがに毒気を抜ぬかれたような顔になるスタズ。

　対して、ベルはもぐもぐとおにぎりを頰ほお張ばりながら、

「自由……いい言葉だねぇ……」

「なに？」

「そう！　私はどこにでも自由に空間を作り、どこにでも自由に移動できる神しん出しゆつ鬼き没ぼつの空間トラベラー！」

　食べかけのおにぎりを手に、ベルはスタズの前で仁に王おう立ちになった。

「趣しゆ味みはトレジャーハント！　お宝のあるところ、魔ま界かいだろうが、人間界だろうが、どこでも自由に現れる！　誰も私に追いつけない！」

「……確かについて行ける気がしない」

「靴くつ、脱ぬいでください」

　スタズはぽりぽりと額の横をかき、冬実は論点のずれた突つっ込みを入れた。それでもベルはまったく聞く耳を持たない。

「しかし、君たち！」

　自分のペースで機き関かん銃じゆうのようにまくし立て、びしっとスタズと冬実に人差し指を突きつける。

「そんな私だけに許された自由な移動手段を、黙だまって勝手に使用するとはどういう了りよう見けんかね？」

　移動手段とはブラックカーテンのことを言っているらしい。

　スタズと冬実は互たがいの顔を見合わせたあと、

「そんなん置いとくほうが悪いんだろーが！」

「私なんて入りたくて入ったんじゃありません！」

「おおっと」

　猛もう然ぜんと抗こう議ぎする二人に対して、ベルはあくまでも余よ裕ゆうの態度で応じた。

「なんだなんだ、人のせいかね。私だって、好きでここにカーテンを放置したわけじゃないんだよ？」

「はあっ？」

「確かに以前、ここでカーテンを使用したことはあるけど、そのときはちゃんと仕し舞まったはずなんだ。なのに、なぜか出しっぱなしになっていたという、謎なぞ！」

「それを仕舞い忘れてたって言うんだろーが……」

　うんざりとして、スタズは言い返した。どうも、この相手と話していると疲れる。

　そんなスタズを見て、ベルは初めて何か考えこむように、ほんの少し首を傾かたむけ、「ふむ」とつぶやいた。

　もっとも、それも数秒のことだった。すぐにベルは元の態度に戻もどると、

「まあ、いいわ。要するに、このカーテンを使うなら通行料を払はらえってことよ。現金で３千万」

「金とんのかよ!?」

「二人だから６千万ね」

「そんな金出せるわけねーだろ！」

「そんじゃ、さっきのナワバリボス不在の情報、売っちゃおっかなー？」

「……！」

　これにはスタズの顔色が変わった。

　凄味のある眼光が蘇よみがえり、

「てめぇ──」

　一歩、部屋の中央にいるベルに向かって、足を踏ふみ出す。

「いい加減にし……」

「ほい」

　だが、その手がベルの胸むな倉ぐらに伸びかけた、その瞬しゆん間かん。

　突とつ然ぜん、スタズの頭上に奇き妙みようなものが出現した。

　まるで絵のない額がく縁ぶちのような、四角い枠。

「は？」

　あぜんとしてそれを見上げたスタズ目がけて、枠はストンと落ちてきた。スタズの体をその内側に通す。すると、

「!?」

　スタズの姿はその場から消え失うせていた。

「ス、スタズさんっ……？」

　冬実の驚おどろきの声だけが室内に響ひびいた。







　そこは、見たこともない場所だった。

　別段、おどろおどろしい雰ふん囲い気きはない。

　周囲にあるのは、さして大きくもないコンクリートの建物。おそらくマンションやアパートだろう。道みち端ばたには自じ動どう販はん売ばい機きがある。売られているのは……人間界の飲料水だった。

「どこだ、ここ……」

　その、ごくなんでもない道の真ん中で、スタズはたたずんでいた。

　無論、何が起こったかはもう分かっている。空間魔術師──あのベルとかいう女はそう名乗った。要するにあの瞬間、枠の内側を通されたとき、無理やり自分の体を空間転移させられたのだ。高度な能力を持つ空間魔術師は、自分自身だけでなく、他者も一定の法則に従えば、好き勝手に移動させることができる。

「とりあえず人間界なのは確かみたいだが……」

　辺りを油断なく見み渡わたして、スタズはつぶやいた。

「あの女……ボスの情報を売るために、俺を魔界に帰さないつもりか？」

「ノンノン」

　不意に聞き覚えのある声がした。

　ハッとして振ふり向いてみると、すぐそばにあったマンションの壁かべに、さっき見た空間魔術の枠が貼はりついていて、そこからベルが顔を出していた。

「そんなの売っても二束三文にしかなんないっしょー？」

「てめえ！」

　そちらに駆かけ寄ろうとするスタズだったが、そのときには枠もベルもマンションの壁から消えていた。そして、道の反対側にあった別の建物の壁に再度、枠が出現。

「だ・か・ら、体で払ってもらおうと思ってねー」

「このやろ！」

　今度はスタズも本気、素す早ばやく走り寄って、枠の中にいたベルを殴なぐりつけた……つもりだったが、やはりそのときにはベルの姿は消えていた。ガシャンと何かが割れる音。元々あった建物の窓ガラスが破は壊かいされる。そして、ベルはというと、そんなスタズから見てやや左手、またもや壁に生まれた枠の中で姿を現した。

「ムリムリ、あんたじゃ私に追いつけないよ」

　ただ、今度はそこにいたのはベルだけではなかった。

　どこから取り出したのか、一丁の拳けん銃じゆうを構えたベルの横に冬実がいる。当然と言うべきか、銃口は冬実の顔へ向けられていた。幽ゆう霊れいに対して拳銃──なんともシュールな光景だが、どうせあれもただの拳銃ではあるまい。

「これから、あんたは私の言う通りにするんだ」

　完全に主導権を握にぎった状態で、ベルがそう告げた。

「さもないと、この子がどうなっても知らないよー」

「スタズさん……」

「ふざけやがって……」







　そうして、ベルの指示でスタズが向かわされたのは、その場所だった。

　最初にスタズが出現した道のすぐそばにあったビルの地下。

　階段を下りて、薄うす暗ぐらい通路を先に進むとドアが見えてくる。

　ドアの表面には「鬼おに」と書かれた看板が掲かかげられていた。

「中に入って、ある物を取ってくるんだ」

「ある物？」

「行けば分かるよん。んじゃ」

「あっ、おい、こら！」

　呼び止めるスタズを完かん璧ぺきに無視して、ここに来るまで道案内をしていたベルと、そのベルを囲んでいた枠わくが消え失せる。

「ったく……」

　ドアの前でスタズは足元の床ゆかを軽く蹴けった。

「めんどくせぇ事になっちまったな」

　はっきり言ってしまえば、ナワバリボスの不在をベルに言いふらされることは、スタズにとって、そこまで重要ではない。元々、ボスの地位など完全に放ほっぽり出して人間界に来ようとしていたスタズである。自分の代わりにボスをやりたがるやつがいるなら好きにしろとさえ思っていた。

　しかし、冬実だけは別だった。彼女を人間として蘇そ生せいさせることは、目下、スタズの最大の目的だ。それを人ひと質じちに取られてしまっては、相手の言うことを聞くしかない。

　舌打ちをしたあと、スタズはドアノブに手をかけた。何を取ってこなければいけないのか、さっぱり分からないが。行けば分かるというのなら、行くしかないだろう。

　開いたドアから室内に入る。

「あら、いらっしゃぁい」

　中にはこれまた意外な光景が広がっていた。

　明々とした蛍けい光こう灯とうに照らされた室内。そこら中にワゴンやら棚たなやらが並べられている。棚に飾かざられているのは、真新しい衣類だった。値札らしきものさえ付いている。薄暗いビルの地下であることを忘れれば、リーズナブルな量りよう販はん品を扱あつかう服ふく飾しよく店といった様相だ。

「何だ、ここ……」

「あら、お客さん、はじめて？」

　野太い声に、スタズが声のした方角へ目をやると、そこにはレジらしきカウンターがあって、店員がいた。あるいは店長か？　だが、どちらにしても、ただの人間ではない。筋骨隆々のその体、それとは裏腹に、爪つめに塗ぬられた派手な色のマニキュア、耳のピアス──と、ここまでならマッチョなオカマ店員というだけで通るが、問題なのはその額に生えているものだ。

　二本のツノ。

「でも、その扉とびらを開けられたってことは、魔ま族ぞくよね？」

　そのどう見ても人間には見えない男にそんなことを質問され、スタズはまばたきした。

「魔族よねって……人間界だろ？　ここは」

「そうよぉ」

　と、男は妙みように悩なやましげな仕草でうなずいた。

「ここは魔界のアパレルメーカー『ＯＮＩＱＲＯ』の人間界支店だもの」

　──なるほど。

　そういうことか。

　スタズがいま人間界にいるように、人間界に存在する魔族が皆かい無むというわけではない。ここはそういった魔族相手に商売をしている店ということなのだろう。無論、それで店をやっていけるだけの収益が本当に得られるのかどうかは知らないが、

「……まあいい。俺はここで、ある物を取ってこいと言われたんだ」

　気を取り直して、スタズは男、いや、鬼に告げた。

「さっさとそれをもらって帰りたい」

「あらぁ」

　なぜか、鬼は楽しげな声をあげた。

「そっちのお客さん？　それならそうと早く言ってよねえ。さあ、どうぞ、奥の部屋に」

　鬼がカウンターの横にあるドアを自分の手で開けた。

　促うながされてスタズもそちらに足を踏み入れる。

　今度はガランとした部屋だった。

　さっきの店内のように、売り物らしき服飾品は並べられていない。

　ただ、奥の壁に何かが後生大事に飾られていた。

「あんたが欲しいのはぁ、こ・れ・で・しょ？」

　そう言って、鬼が指し示したその何か。

　それは──パンツだった。妙に派手な絵え柄がらの。

「鬼のパンツ。私たち鬼族が百年はき続け、その間、何が起きても破れることはなかったという伝説のパンツよ」

「へぇ……」

　額にたらりと一筋の汗あせを流ながしつつ、スタズは思う。

　心底どうでもいい──と。

　一方、オカマっぽい鬼のほうはあいかわらず楽しそうだった。

　にまにまと笑いながら、

「鑑かん賞しようだけなら、いくらでもご自由に。でも、『欲しい』となると、話は別よ。このパンツは人を選ぶの♥」

「は？」

　──パンツが人を選ぶ？

「つまりぃ……」

　さすがに呆あきれるスタズの前で、鬼の体が不意に膨ふくらんだ。

　いや。

　それは膨らんだのではない。

　相手が一気に距きよ離りを詰つめてきたのだ。そして、スタズの脇わき腹ばらを襲おそう強きよう烈れつな衝しよう撃げき。めりこむ鬼の拳こぶし。

「っ！」

　岩をも砕くだきかねないそのパンチに吹ふっ飛ばされ、スタズは背後の壁に叩たたきつけられた。背骨を貫つらぬく激痛。その先で壁さえもが割れる。床に膝ひざをつき、咳せきこむスタズの頭の上からぱらぱらと落ちてくるコンクリートの破は片へん。

「このパンツの所持者の資格は、私より強いメンズであることよ」

　拳を振りきった姿勢のまま、鬼がそんなことを口にした。

「ゲホッ、ゲホッ……」

「あら？　結構脆もろいのねぇ。かる～く殴ったつもりだけど？」

　口から血を吐はくスタズに対して、鬼が小こ馬ば鹿かにしたような言葉を投げかける。が、それを聞きながら、スタズのほうはゆっくりと立ち上がった。

「なるほど、な……」

　口元の血を拭ぬぐい、こちらはこちらで不敵な笑えみを漏もらした。

「耐たい性せいのある上位魔族しか来られない人間界の店で、きったねーパンツを守ってるだけのことはあるパンチだぜ」

「きったねーパンツ……ですって？」

　鬼の額にぴきりと筋が浮うかびあがった。どうやら意外に挑ちよう発はつに乗せられやすいタイプらしい。

「そんなこと言われたら──」

　再び拳を構え、鬼は走り出すと、スタズに肉にく薄はくし、

「手加減できなくなっちゃうわ……よっ！」

　振りかぶった鬼の太い腕うで。再びスタズに迫せまる拳。

　だが、それはスタズの眼前で不意に止まった。

　鬼自身が意図的に止めた……いや、そうではない。

　その証しよう拠こに鬼の顔は引きつっている。全身も震ふるえている。

「あ……あら……やだ。体が動かない……わよ……？」

「だが、俺の『眼力』が効くようじゃ、大した魔族じゃねぇな」

　その鬼を平然と見つめるスタズの両眼。特に変わったところはない。鬼の姿を眼球に映しているだけだ。だが、そこからある種の「力」が発せられているのは間ま違ちがいなかった。それが鬼の全身を縛しばっている。

　そして、

「とんだ茶番だぜ」

　パァン、という乾かわいた音が室内に響ひびき渡わたった。

　スタズが右手で鬼の頰ほおを張り飛ばした音だった。がくりと鬼の膝が折れ、その場で尻しりもちをつく。その鼻から噴ふき出す血。

「え……な、何!?　いま何されたの私！　怖こわいっ」

　鬼が悲鳴に近い叫さけび声をあげた。

「やってらんねぇな」

　スタズは腹立たしげに言い放った。

「本当なら、俺はいまごろ秋葉原でごっそり買い物してるはずだったのによ。何が悲しくて、興味もねぇパンツを賭かけて、オカマのマッチョと戦わなきゃなんねぇんだよ」

「え……パンツいらないの？」

「俺はいらん。けど、もらっていく」

「何それ、ヒドい……」

　すでに金かな縛しばりは解けたのか、血が噴き出す鼻を手で押さえ、鬼が悲しげに訴うつたえた。

　そのとき。

「まー、ぶっちゃけ私もいらないんだけどね」

「！」

　不意の声は、この場にいなかったはずの女のものだった。

　ついさっきスタズと鬼が入ってきたドアのところに、でっかいリュックサックを背負ったそいつが立っている。

「おつかれ」

　あの空間魔術師、ベルだ。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、スタズはベルの言葉の意味を頭の中で咀そ嚼しやくしてから、

「はああああっ!?　てめぇが取ってこいって──」

「あるものって言ったじゃん」

　食ってかかるスタズを、ベルは軽く受け流した。

「あっちに普ふ通つうの服とかあるっしょー？　それ買ってきたら、それで良かったのにー。なに、店長とガチでパンツの取り合いしてんの？　バカ？」

　このアマ──と、キレかけるスタズだったが、いったんは抑おさえた。

「柳冬実は無事なんだろうな……？」

「あらあらお熱いね」

　ベルはからからと笑った。

「ちゃんといるわよ、ここに」

「スタズさん……」

　たったいまベルが出てきたドアの陰かげから、今度は冬実がひょこりと顔をのぞかせた。──よし！　もうキレていい。

「お前、ちょっとどいてろ……その女、ぶっ飛ばす」

「え……や、ちょっと待ってください！」

　ごきごきと指の骨を鳴らしながら近づくスタズを見て、なぜかベルではなく冬実があわてたように制止した。

「これにはワケがあるんです」

「ワケぇ？」

「その……ベルさんはすごい魔ま力りよくを持った人を探してるそうでして──それでスタズさんを試ためすようなことをしちゃったんだそうです」

「はあっ？　俺を試すなら店長じゃなく、てめぇで来いよ」

　スタズの怒いかりはおさまらない。さらには、そのスタズに張り飛ばされた例の鬼おに、この店の店長も立ち上がって文句を言う。

「そ、そうよ！　ベル、ひどいじゃない！」

　スタズはうむとうなずき、

「あやうく店長を殺すとこだったぜ」

「え……コワイ」

　今度はざっとスタズから距離を取り、震える鬼。

　そんなやり取りを元げん凶きようであるはずのベルは面おも白しろそうに見たあとで、

「ま、おかげで色々分かったよ」

「何が？」

「冬実っちはとっても素す直なおないい子なのに、スタズはクズだなあってこととか。ねー、冬実っち」

　言いながら、ベルは冬実を背後から優やさしく抱だき締しめた。

　ぴきっ、とスタズのこめかみがまた音を立てたようだった。

「……お前ら、なに仲良くなってんだよ？」

「ス、スタズさん、違ちがうんです。ここでキレないでください……」

　ベルに抱だきつかれたまま、冬実があわあわとスタズをなだめた。

「私、ベルさんに話したんです。カーテンを見つけて魔界に行ってしまったこととか。ベルさんのカーテンが出しっぱなしになってるのは、スタズさんとは無関係だってこととか──」

　スタズと離はなれ離れになったあと、冬実はベルからいろいろ聞き出したらしい。

　それによると、あのブラックカーテンはベルのものであるのは間違いないのだが、ベル自身が出したあとに仕し舞まい忘れたものではなく、ベル以外の誰だれかによって出されたものなのだそうだ。おかげで、ベルにはいまあのカーテンを仕舞うことができない。ブラックカーテンはそれを出した本人にしか仕舞えない──。

「えと、それで、ベルさんはそのカーテンを出した人を探してて、見つけ出したら……その……」

「こら、冬実っち、男子にはナイショ！」

　なぜか少し頰を赤らめて語る冬実の言葉は、そこで当のベルにさえぎられた。あわてて冬実がうんうんとベルにうなずく。そして、

「そ、それでですね。とにかく、そういう話をしてて──あと、私が生き返る方法を探してるって話もベルさんにしたら、ベルさんがその方法を知ってるって」

「へ……？」

　これにはさすがのスタズも怒りを忘れてぽかんとした。冬実の後ろにいるベルの顔に目をやる。

　すると、ベルは冬実から手を離し、得意げにその大きな胸をそらした。

「ああ、知ってるよ。確か、人体蘇そ生せいの書──そう書かれた本を前に持ってたことがあるよ。だからまあ、機き嫌げん直せよ」

「持ってたことがあるって……」

　やや呆ぼう然ぜんとスタズは問いかけた。

「いまは……？」

「売っちった」

「内容は!?」

「おぼえてない」

「こんの──」

　結局、機嫌を直す必要はない──はずだったのだが、ベルはこう続けた。

「けど、どこで売ったかは覚えてるもん。確か、西魔ま界かいの……ウルフのナワバリ」

「っ！　ウルフ、だと……？」

「ん？　知ってんの？」

　知っているも何も──。

「ああ……」

　ついさっきまでとは違い、スタズは苦い表情でベルの問いかけに応じた。

「西魔界のナワバリボス、狼おおかみ男のウルフボーイ……俺の幼なじみであり」

　冬実とベルが怪け訝げんそうな目でこっちを見ている。

　そんな二人の視線の前で、スタズは表情を変えず、

「宿敵だ」

　そう付け加えた。
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「かんぱーい！」

　魔界の喫きつ茶さ店てん、サードアイ。

　そう広くもない店内ににぎやかな声が響き渡った。といっても、あいかわらず客は多くない。あるいは、この店を仕切るサティや豆まめ次じ郎ろうにとっては、喫茶店そのものは趣しゆ味みでやっているようなものなのかもしれない。

　今日も空すいている店に珍めずらしくやってきた客はというと、スタズの手下のデクと、例の吉よし田だだった。ビールのジョッキを片手に「乾かん杯ぱい」などと騒さわいでいるが、特別めでたいことがあったわけではない。単にヒマだから吞のみに来ただけだ。ただ、客が少ないのをいいことに、豆次郎やサティもそれに便乗して、アルコールを口にしている。

「ぶっはーっ！　最っ高！」

　自分の体ほどもあるジョッキを傾かたむけ、機嫌良さそうに声を張り上げたのは三つ目のフェレットもどき、豆次郎だった。

「あいつがいないだけで、こんな平和な一日！　至し極ごくの一いつ杯ぱい！」

　その豆次郎の正面の席では、スタズの身代わり、吉田がこちらも勢いよくジョッキを空にしていた。口元をぬぐった豆次郎がそれを見て満足そうにうなずく。

「吉田君も様になってきたし、もう、このままでいいんじゃね？」

「ハハ」

「俺たちだけでも、このナワバリ、なんとかなるって！　な？　デク」

　と、楽しげに豆次郎が、隣となりで同じように飲んだくれているデクのほうを振り返ったときだった。

　カランコロン、と店のドアが開く音がした。

　店内に入ってきたのは、二つの影かげ。

「…………」

「あの」

　噂うわさをすればなんとやら、本物のスタズと冬ふゆ実みだった。だが、問題なのは、その姿だ。

　半ば白目をむいている。ちなみに、冬実が、ではない。スタズが、である。頰ほおに大きな痣あざを作り、フラフラになっているスタズを、冬実が必死に横から支えているという状態。

　店内にいた面々は一瞬の沈ちん黙もくの後、

「わあああああっ！　帰ってきたーっ！」

「どうしたんスか!?　ボス！」

「そ、それが──」







　冬実の話によると、事情はこういうことだった。

　ベルから得た人体蘇生の書の情報。

　それが西魔ま界かいのナワバリボス、ウルフボーイこと、スタズの幼なじみでもあるウルフのところに売られたという話を聞いたスタズは、無論、ウルフのところへ行くことを考えた。

　だが、幼なじみとはいえ、ウルフはいま西魔界のナワバリボス。そして、スタズもまたナワバリボス。そうそう気軽に会いに行ける間あいだ柄がらではない。一方のナワバリボスであるスタズが、相手の了りよう承しようもなしに西魔界に入れば、ナワバリ荒あらしと見なされて、揉もめ事にもなりかねない。──けど、おや？　ここにどんな場所にでも好き勝手に瞬しゆん間かん移動できる、ベルとかいう名前の空間魔術師がいるではないか。

『それはつまり私の空間魔術を使って、サクッと行けたらぁ……的な？』

『ザッツライト』

『イヤだね。私は人を利用するのは好きだけど、利用されるのは大キライだ。ＯＫ？』

『ああ、そうかよ。なら、俺も力ずくで事を運ばせてもらおうか』

　といった感じで、スタズはベルに殴なぐりかかったのだったが──。

「え、えと、スタズさんは自分が放ったパンチをカウンターで食くらってしまって……」

「サッパリ分かんねーよ！」

　冬実の話を聞いた豆次郎がそう言うが、別段、難しいことが起こったわけではなかった。要はスタズが放ったパンチが、ベルの用意した空間魔術の枠わくに吸い込まれ、ベルには届かず、スタズの真横に出現。そのまま本人を殴ったというだけの話だ。

「あのアマァ……」

　話を続ける冬実の横で、ぐったりとソファに座りこんでいたスタズが、そこで不意に勢いよく身を起こした。手近なところにあったジョッキのビールを一気飲みする。

「今度会ったら、ただじゃおかねぇ」

「も、もう大だい丈じよう夫ぶなんですか？　スタズさん」

「魔界の空気吸ったら、こんなもんだ」

　実際、スタズの頰の痣はすでに消えていた。ついさっきまで半死半生だったはずの顔色も元に戻もどっている。

「さ、さすがボス！　殺しても死なない男」

「や……やっぱり、俺らのボスはこうでなくっちゃ！」

　思い出したように、そのスタズをデクと豆次郎が持ち上げるが、そこでスタズは素す早ばやく腕うでを伸のばし、テーブルの上にいた豆次郎の体を摑つかんだ。

「キャ!!」

「オメェ、なんかイロイロ言ってくれてたな？　さっき」

「バ……あんなの冗じよう談だんだよ冗談！」

「本当か？」

「本当本当！」

　必死にうなずく豆次郎。

　スタズはフンと鼻を鳴らした。

「おし──なら、これから俺と一いつ緒しよに来い」

「え？　また、どっか行くのか？」

「ああ」

　いぶかしげに豆次郎にたずねられたスタズは、ちらりと店のドアを振り返った。

「西魔ま界かい、ウルフのナワバリに行く」

　手軽に行ける手段がないとなれば。

　たとえ揉め事になりかねないとしても、正面から乗り込むだけだ。
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「うっきゃっきゃっきゃ」

　そんなスタズたちの姿を、例によってベルは空間魔術を使い、まったく別の場所から観察していた。

　ほんの少し前までスタズと冬実もいた人間界の魔族用アパレルショップ、ＯＮＩＱＲＯの店内である。

「どうやら自力で行く気になったようね」

「何よ、ベルー。イジワルしないで、連れてってやればよかったじゃない」

　楽しげなベルにそう言ったのは、例のオカマな鬼おにの店長だった。こちらはこちらでさっきスタズに張り飛ばされたダメージからはもう回復している。さすがは人間界でも生きられるだけの魔族というべきか。

「分かってないなぁ、店長」

　ベルはやはり面おも白しろがっているような顔で、その店長に目をやった。

「私はまだ疑ってんのよ」

「疑ってるって、例の魔術泥どろ棒ぼうさんのこと？」

「そ。冬実っちがウソついてるとは思わないけど……私はスタズを１００％白だとも思ってないわけ。店長も戦って分かったでしょ？　あいつ、まだ相当な魔ま力りよくを隠かくしてるよ」

　店内のカウンターに肘ひじをついた店長は小さく首をすくめてみせた。

「そうねぇ……でも、ベルの魔術を盗ぬすめるほどかしら？」

「それを私は確かめたいの」

「まったく──あんたって、どうしてこうもまどろっこしいのかしらね。なんで、素す直なおに気になる男の子だって言えないの？」

「な……」

　これにはベルが目をぱちくりさせた。ついで、焦あせったように、

「な、何よ。私はただ犯人を早く見つけたいだけ……」

　フフン、と店長は鼻の先で笑い、

「で、犯人はダーリンにするんでしょ？　私の魔術を盗んだやつは、私のハートを盗んだも同然──だったっけ？」

「…………」

　ふくれ顔になるベルだったが、店長の言葉を否定はしなかった。
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「よーし、おめーら準備いいか？」

「よくねーよ！　人間界行くっつったり、別のナワバリ行くっつったり……大体、なんで俺も行かなきゃなんねーんだよ！」

　喫茶店サードアイを出たスタズに対して、豆次郎が猛もう然ぜんと抗こう議ぎするが、スタズはまったく聞く耳を持たない。

　それどころか、その豆次郎を両手で抱かかえている冬実に対して、スタズは、

「その首輪、もっときつく締しめとけ」

　そんな指示さえ出す。ちなみに、いまの豆次郎は首輪で繫つながれている状態だった。鎖くさりの先は冬実の手の中にある。

「ボス、籠かごの手配ができました」

「おう」

　携けい帯たい電でん話わで連れん絡らくを取っていたデクの言葉にスタズがうなずいたとき、地じ響ひびきのような音が彼方かなたから近づいてきた。
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　古ぼけた倉庫やら、シャッターの閉まった商店やらに両りよう脇わきを挟はさまれた道を、何やら奇き妙みようなものが土つち煙けむりをあげながら疾しつ走そうしていた。

　一言で表現するならば、それは車輪のついた箱だった。入口はあるが窓は小さく、箱の中身はほとんど見えない。そして、箱の前方では箱を引っ張って全力疾走している二つの影。頭は鳥だが、首から下は人間に似た体。

　コンセプトは「あなたを魔ま界かいのどこへでも」。

　これが、籠だった。魔界随ずい一いちの速さを誇ほこる飛ひ脚きやく。運び屋。利点はなんと言っても、その速さと、大金を払はらえば、場所がどこでも喜んで走ってくれること。難点は、基本、頭のほうはバカで、自分たちのテンションが上がると、走り方も乱暴になってしまうところ──。

　猛然と走りつづける籠の中に乗っているのは、スタズ、冬実、豆次郎の三者だった。デクや吉田、サティは付いてきていない。

「うぷっ……」

「おい、この鎖、外してくれ。いまにも上から吐と瀉しや物が降ってきそうだ……」

　見るからに顔が蒼あおい冬実の膝ひざで、鎖に繫がれた豆次郎がジタバタともがきながら、スタズに訴うつたえた。

　横に座っていたスタズは平然と応じた。

「遠くの山でも見せとけ。それより、そろそろお前の出番だ」

「え？」

「こっから西魔界まではよそのナワバリだ。面めん倒どうな争いは起こしたくねぇ」

　というより、いまのスタズたちがやっているのは、傍はたから見れば、立派なナワバリ荒らしだった。よそのナワバリボスに見つかれば、その首を狙ねらいに来た遠えん征せい隊とでも思われて、まちがいなく襲おそわれる。それが魔界の常識。

「そこで、お前のサードアイの出番だ。他ほかのボスと鉢はち合あわせにならないルートをナビしてもらう」

「きゅ、急にそんなこと言われても……俺、サティがいないと……」

「近くだけでいい。それならサティちゃん抜ぬきでも、なんとか見えんだろ？」

「……しょうがねぇな」

　スタズの言い分に、豆次郎も観念したようにそう言った。小さな窓にその三つの目を向けると、

「やるだけやってみるか……先見の、鷹の眼イーグルアイ!!」

　以前、冬実を検査したときのように、豆次郎の三つ目が輝かがやく。

　だが、サーチを始めたその途と端たん、

「たはっ！」

　豆次郎はいきなり叫さけんだ。

「噓うそだろ!?　何でこんな所に」

「あん？　どうした」

　怪け訝げんそうに問いかけるスタズ。

　豆次郎はその三つ目を輝かせたまま、

「いますぐ止めろ！　ぶつかるぞ！」

「は？」

「ここから真正面、２キロ先だ！」

　豆次郎の声がさらに大きくなった。

　そして、

「ウルフがいるっ!!」
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　手下を二人ほど従えたその魔族は一見、少年のようななりをしていた。

　形は人間に近い。だが、背は決して高くない。白銀を思わせる髪かみ、そして、肩かたに担かついだ鉄パイプのような棒。着ている服もごくごくありふれたポロシャツで、ここが魔界でなければ、それこそ、コンビニの前でいきがっている悪ガキのようにも見えたことだろう。もちろん、実際に歳としも若いのだが、ただし、彼は普ふ通つうの少年ではない。

　ウルフボーイ。

　西魔界の大部分のナワバリをその傘さん下かに収めている大物のナワバリボスだ。

　道の真ん中に立ち、苛いら立だたしげに前方を見ていたそのウルフボーイ、つまりウルフはやがて低い声を発した。

「おい、籠はまだかよ？」

「え……やー、いま向かってると思うんすけど」

　ウルフの背後にいた手下の一人が困ったように応じた。

「もう一度、電話してみましょうか？」

「もういい」

　吐はき捨てて、ウルフはくるりと踵きびすを返した。

「歩いて帰る」

　ここは彼の本ほん拠きよ地ちではない。ただし、実を言うと、ウルフはついさっき、このナワバリ一帯を支配していたナワバリボスを仕留めてきたところだった。そういう意味では、この土地もすでにウルフのナワバリになったと言えるのだが、彼が普ふ段だん、寝ね起おきしている本拠地は、ここから５００キロも離はなれている。

　言葉通り歩きだしたウルフに対して、手下があわてたように声をかけた。

「と、遠すぎっすよ！　飛脚を待ったほうが早いですって」

「んだとぉ……」

　応じるウルフの声こわ音ねがさらに低くなった。

「テメェ、俺の足が飛脚より劣おとるって言いてぇのかよ？」

「い……いや、そういう意味じゃなくて」

　手下が必死の形相で言い募つのった。

「そ、そうじゃなくて……その、ボスはいまや西魔ま界かいの顔みたいなもんっすから──ほ、ほら！　帰り道にファンがサインを欲しがって群がってきたりとか……可愛かわいい女の子が行列作って、大おお騒さわぎになったりとか！」

「…………」

　まったく筋の通っていない手下の言葉ではあったが、ウルフはそれを聞くと、ほんの少し沈ちん黙もくし、

「そ……それは困るな」

　あっさり説得された。

　のみならず、その顔がやや赤くなっている。どうやら「可愛い女の子」の部分に反応してしまったようだ。

「で、ですよねっ！」

　ほっとしたように手下がうんうんと調子を合わせた。

「だから、もうちょっと……あっ」

　そこで、遠方から地響きにも似た音が近づいてきた。

　猛もうスピードでこちらに近づいてくるのは、鳥頭の魔族に引かれた籠。

　もう一人の手下がウルフの前に出て、手を振ふる。

「おーい、ここだーっ！　ストップストップ！」

　だが、相手はまったく反応しなかった。

「って、減速してねえぞ……？」

「おーいっ、ここだって！　止まれっつってんだろーがっ！」

　手下が二人がかりで怒ど鳴なっても、その籠は止まらない。それどころか、もう眼前に迫せまっている。

「…………」

　手下と違ちがって、すぐに別の反応を見せたのはウルフだった。

　手に持っていた棒を構え、一度、身を低くすると。

　周囲の空気が震ふるえるほどのスピードで、ウルフはその場から走りだした。いや、もう飛んだと言っても良かったかもしれない。正面から近づいてくる籠に対して、構えた棒を思いっきり振り下ろす。

「っ！」

　目を見張る手下二人の前で、信じられないことが起こった。

　何かが爆ばく発はつしたような炸さく裂れつ音とほぼ同時に、籠が真っ二つに割れたのである。

　もちろん、ウルフの振り降ろした棒がやったことだった。左右に割れた籠は、それぞれ両側を引いていた鳥頭の魔族と一いつ緒しよに、あさっての方角に向けて道を滑すべる。そのまま道の脇わきにあった倉庫のシャッターに突つっ込む。ガシャンガシャンという派手な金属音。

　鋭えい利りな刃は物ものでもない棒にできることではない。

　だが、ありえないことをやってのけた当のウルフは、ごく平然と背後の手下たちを振り返り、

「止まったぞ」

「そ、そうですね……」

　やっぱ、このボスはすげえ──応じる手下の顔にそう言いたげな表情が浮うかんでいた。

　と、そのとき。

「──ん？」

　不意にウルフは何かに気づいたように、空を見上げた。

　瞬しゆん間かん、そこから何かが降ってきた。

　両手に何やら人間の少女を抱えた、黒い影かげ。

「！」

　一瞬、警けい戒かいの表情を浮かべたウルフだったが、その魔族を見たとたん、今度は驚おどろいたような顔になった。

「お前は……」

「よう」

　軽かろやかに地に降り立った相手は不敵に笑い、ウルフに声をかけてきた。

「久しぶりだな。ウルフボーイ」

　たちまち、ウルフの表情に鋭するどさが戻もどった。棒を持っていない左手の骨をゴキリゴキリと鳴らし、相手を捕ほ食しよく者そのものの眼まな差ざしで見ると、

「俺をその名で呼ぶのは、お前だけだぜ。ブラッドチェリー……」

　相手──スタズはなおも笑っている。

「スタズ!!」
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　互たがいに笑えみを浮かべながらも、剣けん吞のんな眼差しを向けたまま、ナワバリボス同士が対たい峙じしていた。
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「誰だれだ、あれ……ボスの知り合いか？」

「さあ……？　ただ、なんかヤベぇ雰ふん囲い気きだぜ……」

　つぶやいたのはウルフの手下二人。

　その目の前で両者が動いた。

　ウルフが手に持っていた棒をカランカランと地面に投げ捨てる。

　そして、スタズは両手に抱かかえていた冬実をこれまた足元に投げだした。半ば気を失っていた冬実が「いだっ」と小さく悲鳴をあげて、目を覚ます。

「…………」

「…………」

　そんな冬実には目もくれず、その場から歩きだす両者。

　接近し、互いに腕うでを振り上げ、いまにも殴なぐりかかるかと、様子を見守っていた手下たちが思ったその瞬間、

「久しぶりじゃねーか！　スタズ！　元気してたかよ？」

「おう。お前も変わってねーな」

　ウルフとスタズはがっちりと握あく手しゆを交かわした。

「まさか、こんな所で会うとはな。悪いな、籠かご、壊こわしちまって」

「いいや。ちょうど、お前に会いに行くとこだった。手間が省けて良かったぜ」

　笑いながら話をする両者を、ウルフの手下たちがきょとんとした顔で眺ながめていた。

「何か親しげだぞ……？」

「信じらんねぇ、ウルフボスがあんなに楽しそうに……側近の俺らにはあんなに冷たいのに！」

　とまあ、彼らの子供じみた嫉しつ妬と心は脇に置いておくとして。

　その間にも、スタズのほうは早さつ速そく、本題に入っていた。

　ベルから聞いた例の本のこと。

「人体蘇そ生せいの書？」

　ウルフが怪け訝げんそうに首をひねり、スタズは「そうだ」とやや真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「それがお前の所にあると聞いた。もし持ってたら、見せてくれねぇか？」

「俺がそんなムズっこそうな本、読むと思うか？」

「だよな。だから、そこはちっとボス権限で──」

　──ウルフのナワバリ内で、その本を持っているやつを探してほしい。

　スタズがそう言うと、ウルフは「ハッ」と肩を上下させて笑った。

「マジで言ってんのかよ、それ」

「一応な」

「テメェ、いまの俺が統治してるナワバリの規模、知らねぇだろ？　いまや俺のナワバリはこの西魔ま界かいのほとんどに及およんでんだぜ？」

　そこで、ウルフの表情に強者特有の凄味が加わった。

「いくら旧友の頼たのみとはいえ、そんな面めん倒どうくせぇこと、タダでやってやろうって気にはなれねえな」

「やっぱりか。そう来ると思ったぜ」

　スタズはまったく動どう揺ようしなかった。

「じゃあ、決めようじゃねぇか」

　にやりとこちらも挑ちよう発はつ的に笑う。

「昔ながらの方法でな」

　話は簡単だ。

「俺が勝ったら、本を探してもらう。お前が勝ったら──」

　言いながら、スタズは視線を横に向けた。そこにはあいかわらず車くるま酔よいが直っていないのか、蒼あおい顔をして「うぅ……」とうめきつつ、地面にしゃがみこんでいる冬実の姿があった。ちなみに、すぐそばには三つの目を回して、完全に気を失っている豆次郎もいる。

「この女をやろう」

「へ？」

　唐とう突とつなスタズの言葉に、気分の悪そうだった冬実がさすがに首をあげてスタズを振り仰あおいだ。

「な……なんですか……なんの話ですか？」

「うるせぇ。黙だまってろ」

「…………」

　二人の姿を交こう互ごに見たウルフはなぜか一瞬、黙りこんでから、

「さっきから気になってたが……その女、賭かけの対象だったのか？」

「そうだ」

　うなずくスタズ。

「ほ、ほう……」

　ぎこちなく応じてから、ウルフは冬実に近づいた。膝ひざを折り、まじまじとその顔をのぞきこむ。

「や……その……」

　戸と惑まどう冬実の前で。

　ウルフの顔がほんの少し赤くなった。想像以上に好みだったらしい。

「ま、まあ……俺はそんな興味ねぇけどな。どうしてもってんなら、しょうがねぇか」

　西魔ま界かいのほとんどを支配するナワバリボス、ウルフボーイ。

　その実力は、多くの他ほかのナワバリボスさえも震え上がらせるほどのものであり。

　そして、異性にはあまり慣れていない。

　ウルフの反応に目をぱちくりさせる冬実だったが、こちらはこちらで不意に表情を変えた。

「うぷっ……」

　口元を押さえるなり、その場から駆かけだす。そして、

「うえええええええええええええ……」

　ついに吐はいた。

　道みち端ばたで。花も恥はじらう乙女おとめにはあるまじき姿で。

「そ……そんなにいまの俺の顔、気持ち悪かったかな……？」

「いや……あれがあいつの喜び方なんだよ……」

「そ、そうか……変わった女だな」

　スタズのフォローに、ウルフはややショックを受けた顔のまま、小さくうなずいた。







　話は簡単だが、問題は何で勝負するか、という点である。

　そこで、スタズがウルフに申し込んだのは、なんとボウリング勝負だった。何千、何万もの魔族を実力で従えているナワバリボス同士がボウリングで勝負──なんともシュールな話だが、ただ、スタズがこれを提案したのにはちゃんと理由がある。

　この場合、重要なのはスタズとウルフの魔族としての質の違いだった。

　吸きゆう血けつ鬼きであるスタズは例の「心臓圧縮ＺＩＰ」を見ても分かるように、己おのれの魔力を外部に向けて操あやつれるタイプ。自分自身の半径数十メートル以内で、条件に合わせた多た彩さいな魔力攻こう撃げきを仕し掛かけることができる。

　対して、ウルフは魔力を完全に自己強化に使うタイプだった。魔力で体の強度、筋力を上げ、相手に一気に近づき、直接ぶん殴るという、要は近接格かく闘とう戦向きの魔族。

　これをボウリングに当てはめてみると、有利不利は一いち目もく瞭りよう然ぜんであろう。

　ウルフはその腕わん力りよくで力いっぱいボールを投げることくらいしかできないが、スタズは投げたボールを自分の魔力で自由自在に操ることができる。というより、ボールが当たってもいないピンを倒たおすことさえできる。その気になれば、全ラウンド、ストライクを取ることも可能。卑ひ怯きようだのなんだの言われようが、これで勝ちは確定である。

　いや、確定のはずだったのだが──。
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「ボクシング!?」

　素すっ頓とん狂きような叫さけび声をあげたのは、気絶から復活した豆次郎だった。

　ちなみに、場所はスタズとウルフが勝負を行う建物の中にある──控ひかえ室。

　言っておくが、ここはボウリング場ではない。この控え室を出て、通路を歩いた先に待っているのは、ロープで囲まれた特設リングだ。無論、そこでやる競技は豆次郎の言葉通りボクシングである。

「どーいうことだよ!?　ボウリング勝負がボクシングって！　『ボ』と『ング』と五文字なことしか合ってねえぞ!?」

「けっこう合ってんじゃねーか」

　言い返したスタズの姿は、すでに準備万ばん端たんといったところだった。上半身は裸はだか、下はトランクス。これでグローブさえ身につければ、いますぐにでもリングに立てるだろう。とはいえ、さすがに、その顔にはうんざりしたような表情も浮うかんでいたが。

　冬実の姿はスタズのそばになかった。

　ついさっきウルフの手下たちに連れて行かれてしまったのである。「景品」に逃にげられては困る、という理由で。

「こりゃ本格的に最悪の展開になってきやがったな……」

　グローブをはめつつ、スタズは低い声でそう言った。

　見込みが甘過ぎた。考えてみれば、ここはウルフのナワバリなのである。郷に入っては郷に従え……とは少し違ちがうが、いずれにしても勝負の舞ぶ台たいを選せん択たくする権限は、スタズにではなくウルフにある。それがナワバリボスというものだ。

「かといって、ビビっても始まらねぇ」

　グローブを着けて立ち上がったスタズは、豆次郎に言うというより、自分に言いきかせるようにそんな言葉を口にした。

「こうなったのも俺のせいだ。自分でまいた種は自分で刈かるさ」

　そして、冬実は必ず生き返らせる──。

「そう血意したからな。ウルフなんかには絶対渡わたさねぇ」

　控え室のドアを珍めずらしくも本気の眼まな差ざしで見つめるスタズのことを、豆次郎は不安そうに見上げた。







　会場は歓かん声せいに包まれていた。

　観客席を埋うめ尽つくしているのは、ナワバリボスであるウルフの勝負を見ようと集まった多くの魔族たちだった。当然というべきか、ウルフとスタズのどちらが勝つか、賭けも行われている。

　そんな観客席に囲まれたリングでは、ウルフがすでに姿を現し、リング上のコーナーで椅い子すに腰こしを下ろしていた。

　すぐそばには、ウルフの手下の姿もある。

「お、遅おそいっすね、ヤツ」

「焦あせるんじゃねぇよ」

　臨時のレフェリー役も務めることになっているその手下の言葉に、ウルフは不敵な笑えみを浮かべてみせた。

「きっと、いまごろ必死で作戦会議でもしてんだろーぜ。いくらでも待ってやろうじゃねーか。女はこっちで預かってんだからな」

「そうスね」

　手下がうなずいたとき、彼らの背後、リングの外から別の声がした。

「あ、あのう……」

　噂うわさをすれば、冬実だった。ただし、だ。

　その格好はいつもの冬実ではない。

　幽ゆう霊れいの証あかしである三さん角かく巾きんをかぶった頭には、さらにウサギの耳を象かたどったアクセサリーをつけている。そして、凹おう凸とつのはっきりした体に着ているのは、なぜか紺こん色いろの水着。いわゆるスクール水着というやつだった。本来、スタイルを誇こ示じするような水着ではないはずなのに、見事に盛り上がった胸。その筋のマニアが見れば、垂すい涎ぜんものだろう。

「こ、これ、何の衣装なんですか？　ていうか、私、いったい何するんです？　こんな衣装で」

「それはラウンドガールってやつだ」

　恥ずかしげに身をよじりながらたずねる冬実に対して、ウルフの手下はニヤニヤ笑いながら答えた。

「ボス、女のほう準備オッケーすよ」

「おう」

　と応じつつ、こちらも振ふり返るウルフだったが、一目、リングの外にいる冬実を見るなり、

「…………」

　ブバッと鼻血を噴ふいた。

「えっ、ボス!?　どうしたんスか！」

　なんというベタなリアクション。いまどき、少年漫まん画がでもここまでやらない。だが、繰くり返すが、彼、ウルフはその実力こそ抜ぬきん出ているが、女慣れはしていない魔ま族ぞく。

　グローブの先で噴き出した鼻血を拭ふき拭きしながら、ウルフは胸の内でこんなことをつぶやいた。

　──やべぇ。

　この女はやべぇ。

　まるで、小動物のような面おも持もち。それは魔界で一人で生きていくには、到とう底てい無理そうなか弱さ──。

　鼻血を拭いたあと、ウルフはちらっと、もう一度、冬実を見た。

　その頭の上で白く長い耳がひょこひょこ揺ゆれている。

　かわいい、かわいいぜ……とウルフは内心で繰り返した。

　──守ってやりてぇ!!

　となれば、

「この勝負、絶対に負けるわけにはいかねぇ！」

　ついさっきスタズも似たようなことを口にしていたが、ウルフはウルフでそんな誓ちかいを胸に刻みこんだ。

　そして、スタズが会場に姿を見せた。ブーイングと歓声が交差する中、颯さつ爽そうとリングに上がってくる。

「やれやれ。やっと来たか、ブラッドチェリー」

「待たせたな、ウルフボーイ」

　リング中央で対たい峙じするナワバリボスとナワバリボス。

「ブッ殺す」

　期せずして、両者の口からまったく同じ言葉が発せられた。




　　　　３




　基本的なルールは人間界にあるボクシングのそれと同じである。

　ただし、ラウンド制限はなし。ラウンド中、３ノックダウン、もしくはテンカウントを喫きつしたほうが負けとなる。要は殴なぐって相手を動けなくすればいい。

「ん──────っ」

　根が真ま面じ目めなのか、単に流されやすいだけなのか、リング中央で、スクール水着姿の冬実が「ＲＯＵＮＤ・１」と書かれたボードを両手で必死に掲かかげ、くるくる回っていた。

「何してんだ？　あいつ。また酔ようぞ」

「それより──」

　コーナーの椅子に座り、あきれて冬実の姿を見るスタズの横から、リングのロープにしがみついたセコンド役の豆次郎が声をかけてきた。

「お前、分が悪いとか言ってたけど、何か策はあんのか？」

「あたりめぇだろ。マジでお手上げの相手だったら、勝負を受ける前にゴネまくって、泣きギレしてるぜ、俺は」

「子どもか、お前は……」

「まあ、一か八かだけどな」

　豆次郎にそう言ってから、スタズは椅子から立ち上がった。胸の前でパンと左右のグローブを合わせる。

「賭かけてみるしかねぇさ」

　そうして、レフェリーの指示に従い、再びリングの中央へ。

　ラウンドガールの役目を果たした冬実が肩かたで息をしながらリングを降り、相手サイドのコーナーからは、ウルフも同じように中央へやってきた。

「それでは両者、見合って見合ってぇ──」

　カン、とリングの外でゴングの鳴る音がした。

「ＢＯＸ！」

　レフェリーの掛かけ声とほぼ同時に、ウルフが動いた。両手のガードをやや下げ、一気に突つっ込んでくる。積極的とも、猪ちよ突とつ猛もう進しんとも言える突とつ進しんだったが、それだけウルフはこのボクシング勝負に自信を持っているのだろう。

　そして、そのウルフを迎むかえ撃うつスタズは、

「っ!?」

　矢のように放たれたウルフのパンチをかろうじてかわしながら、いきなり相手に抱だきついた。

　いわゆるクリンチだ。

　引き離はなそうとするウルフを両りよう腕うでで抱かかえこみ、動きを封ふうじる。

「離れて！」

　即そく座ざにレフェリーが割って入った。

「いきなりクリンチだぁ？」

　レフェリーの手でスタズから離されたウルフが、むしろ不ふ機き嫌げんそうな声をあげた。

「何を考えてるか知らねぇが──」

「ＢＯＸ！」

「そんなザマじゃ俺には勝てねぇぜ！」

　レフェリーの再開の合図と共に、ウルフが再び鋭するどく踏ふみ込んできた。振ふりかぶる拳こぶし。だが、決して大振りではない。派手さはなくとも、理にかなった軌き道どうを描えがく右のフック。最短距きよ離りを走り、同時に予備動作を最小限に留とどめているがゆえ、今度はスタズもその動きを読み切れず、まともに食くらってしまう。

「！」

　鈍にぶい打だ撃げき音がした。

　見た目こそ基本通りだが、それゆえに体の芯しんを貫つらぬく重いパンチ。

　それを受けた瞬しゆん間かん、スタズはがくりと膝ひざを折り、うつ伏ぶせに倒たおれこんだ。

「一いち撃げき!?　一撃で沈しずんだーっ！」

「ワン！　ツー！　スリーっ……」

　豆次郎が叫さけび、レフェリーがテンカウントを取り始める。そして、ざわめく観客。

「おいおい、まじかよ」

「決まっちまったんじゃねーの」

「スタズさん！」

　この叫びは冬実だった。さらに、その冬実のすぐ横から豆次郎がスタズに声を投げかけた。

「立て！　スタズ！」

　だが、スタズは反応しない。







「…………」

　試合の様子を離れたところから見ている別の目があった。

　多くの客で埋め尽くされた観客席の真上。

　会場の天てん井じようを支える柱の陰かげに、例の空間魔術師ベルの姿がある。

　──やっぱり私の思い違ちがいだったのかねぇ。

　ポップコーンを片手に、リング中央に倒れたスタズを眺ながめながら、そんなことを頭の中で考えるベルだったが、そのとき、

「シックス！　セブン！　エイト……」

「お」

　ぴくりとも動かなかったスタズが、いきなり立ち上がった。意識を飛ばされていたわけではないらしい。あるいは、ギリギリまで休んでいたのか。

「ふぅん……」

　ほんの少し楽しげにベルは微笑ほほえんだ。

　一方、リングの上では、ウルフが立ち上がったスタズにからかうような声でたずねていた。

「いい夢、見れたか？」

　スタズは口元をぬぐい、小さく笑ってみせた。

「案外、寝ね心地ごこちが良くてな」

　そこへレフェリーから試合再開の掛け声。

「ＢＯＸ！」

　即座にウルフがまた飛びかかってくる。

「じゃあ、もう一回、寝かせてやるぜ！」

　矢のようなその動きを、スタズも一度は予測して、ウルフの放つジャブを２発、３発とかわした。だが、そこでウルフのスピードがさらに上がった。閃せん光こうのような左ストレート。スタズもなんとかブロックしてみせたが、衝しよう撃げきを完全に吸収しきれない。体ごと後退させられたところが、コーナーだった。逃にげ道を失ったスタズめがけて、ウルフがマシンガンのようにパンチを連打する。今度はスタズもブロックしきれない。棒立ちのままパンチを浴び続けてしまう。

「まずいな……」

　リングの外で状じよう況きようを正確に表現してみせたのは、豆次郎だった。

「やはり接近戦じゃウルフに手も足も出ねぇ」

「…………」

　その横には、気が気でない顔でリング上の戦いを見つめている冬実。

「スタズは吸きゆう血けつ鬼きだから、肉体的なダメージは魔ま力りよくで瞬しゆん時じに回復できる。でも、あれじゃ攻こう撃げきに魔力を回せない」

　豆次郎の言う通りだった。

　ウルフのパンチでめった打ちにされているスタズだったが、今度はさっきと違って倒れるようなことはない。だが、それだけだ。打たれるたびに己おのれの魔力を回復に回しているせいで、自分から打って出ることができない。

「このままじゃジリ貧……いつか、スタズの魔力が尽つきちまう！　そうなったら、もう自分を治すこともできなくなる！」

　と、そのとき、不意にウルフが攻撃の手を止めた。

　その目の前でスタズの体がふらついている。頰ほおに浮ういた痣あざ。しかし、それが急速に形をなくしていくのを見て、ウルフは軽く鼻を鳴らした。

「あいかわらず、すげえ回復力だ。心臓を刺さされても数秒で治る吸血鬼の血ってやつか。だが……それがどうした！」

　再び放たれるウルフのボディブロー。スタズの腹にめり込む。

「そうやって耐たえて耐えて、耐え抜いた先に何がある!?」

　さらに繰くり出されるウルフのパンチ。上下に鮮あざやかに打ち分け、またもやスタズをめった打ちにする。

「殴らなきゃ相手は倒せねぇぜ！　オラオラ、治せ治せ！　そうやって魔力を消費しろ！　何度でも俺がブッ潰つぶしてやるからよ！」

　一方的な展開はもはや試合と呼べるような代しろ物ものではなかった。

　観客席の魔族たちもさすがにスタズの弱さにあきれはてたのか、自分たちのボスが有利なその様を見ても、さして盛り上がらない。冬実はとうとう見ていられなくなったのか、ぎゅっとまぶたを閉じている。

　そして、ついに──。

「オラアッ！」

　ウルフの放ったロングフックがスタズの顎あごを完かん璧ぺきな角度でとらえた。

　ぐらりと傾かたむくスタズの体。

　今度こそ決まった……しかし、誰だれもがそう思った瞬間だった。

「な……に？」

　その声はウルフが発したものだった。振ふり切った左のフック。本来なら拳を引っ込め、スタズがなおも倒れないようなら、次の攻撃に備えて構えを取るべきだ。しかし、ウルフはそうしていなかった。

　まるで自分が放ったパンチに引きずられるようにして、体勢を崩くずしている。のみならず、がくがくと震ふるえている両足。

「なんだ、この疲ひ労ろう感かんは──」

　そして、そのウルフの眼前でいまにも倒れそうだったスタズが、ひょいと体勢を立て直すと、唇くちびるの端はしで薄うすく笑った。

「！」

　それがウルフにも啓けい示じを与あたえたようだった。

「テメェ、まさか……あのとき……」

　あのとき──。

　それは試合が始まった直後のことである。

　いきなり打ってかかったウルフ。それに対して、クリンチで応おう酬しゆうしたスタズ。

　しかし、それはただのクリンチなどでは決してなく、

「……こいつか」

　ウルフが自分の右みぎ肩かたをグローブで触さわった。肩に突き刺さっていた「それ」を苦労しながらも引き抜ぬく。

　牙きば、だった。

　ずっと沈ちん黙もくしていたスタズがようやく口を開いた。

「やっと気づいたか」

「テメェ……俺の魔力を吸い続けてやがったな」

　荒あらい息使いでうなるウルフに対して、スタズはもう一度、笑ってみせた。







　種明かしをすれば、実に単純なことだった。

　吸血鬼であるスタズの牙。

　それは冬実に魔力を分け与えるため、自らの親指を嚙かんだときを見れば分かるように、嚙んだ対象の魔力を吸い取る力を持っている。

　そして、この力は、牙がスタズの体から離れていたとしても効果を発揮しつづけるのだ。

　自身の体を強化するため、その体内に己の魔力を籠こめるウルフ。そこに自らの牙を埋うめこみ、ウルフの体に蓄ちく積せきされた魔力を吸い続ける。無論、吸い取った魔力はスタズ自身を治ち癒ゆするために使用される。

　つまり、さっきまでのウルフはスタズを殴なぐり、ダメージを与え続けながら、その都度、スタズによって己の魔力を奪うばわれ続けていたというわけだった。スタズいわく、それは名づけて──中チユウ・駐チユウ・吸魔歯ドレイン。

「よって、いまの俺のダメージはゼロ。かたや、お前はエンプティー。回復するまで逃げ回りたいとこだろうが──」

　しゃべり続けながら、スタズは足を前に踏み出した。ハッとしたウルフがそのスタズから距離を取ろうとするが間に合わない。というより、疲ひ労ろうからなのか、動きがさっきまでと違い、格段に鈍い。

　やすやすとスタズはその動きに追いつき、強きよう烈れつなアッパーカットをウルフの顎に打ちこんだ。

「もちろん、このリングにお前の逃げ場なんてねぇけどな」

　吸プレ魔イバ解ツク放・ペ返イバ済ツク──。

　宙を舞まったウルフの体がリングに叩たたきつけられた。

「ボ、ボスッ……！」

　レフェリー役を務めていたウルフの手下が自身の役目を忘れて、ウルフに駆かけ寄ろうとする。それをスタズの素そっ気ない声が制止した。

「カウントとれよ」

「え……あ……」

　あわてたように手下は足を止め、

「ワ、ワン……ツー……」

「ぐっ……」

　カウントが始まったところで、リングの上で大の字になっていたウルフが反応した。苦しげに顔をゆがめつつ、それでも立ち上がろうとしている。

「やめろ。立つな、ウルフ」

　スタズがやはり淡たん々たんと忠告した。

「いまのお前になら、俺は心臓圧縮ＺＩＰを決めることもできる。立ったら、死ぬぞ。つーか……殺すぞ」

　だが、ウルフはスタズの言葉を無視して、よろよろと立ち上がった。

　べっと血の混じった唾つばを吐はき捨てたあとで、

「何がお前をそこまでさせる……？」

　不意にウルフはそんなことをスタズに問いかけた。

「本か？　……いいや。そうじゃねえ。きっと、その本の先にある『何か』だ……お前はそれが欲しくてたまらねぇんだっ……」

　声に激しさが加わっていくのと同時に、ウルフの全身にも変化が訪おとずれた。

　顔中に血管の筋が浮かびあがり、その輪りん郭かくがぐにゃりとゆがんだかと思うと──。

　ウルフの口が大きく裂さけた。尖とがっていく鼻。開いた口の中に見える、鋭するどい犬歯。さらには手にはめていたグローブさえ破れ、そこから鋭い爪つめを持った手が飛び出してくる。

　西魔ま界かいのナワバリボス、ウルフボーイ。

　その本ほん性しようは狼おおかみ男だ。

　ただし、変化したその姿は完璧な狼男とは言い難がたい。顔つきもそれっぽくはなったが、狼というより、どこか犬のようにも見える。

「言ってみろ……何が欲しい？　俺をこんな姿にまでさせて、欲しいものとは何だぁ!?　スタズ！」

「魔力が外に出たか」

　そんなウルフの変化を見て、スタズは軽く肩かたをすくめてみせた。

「中ちゆう途と半はん端ぱな魔力が外に出て、中途半端な狼男の出来上がりってわけだ」

「いいから、答えろ！」

　ウルフは聞く耳を持たなかった。

　スタズは数秒、黙だまりこんでから、ふっと眼まな差ざしに真しん剣けんなものを交えると、

「……女だ。柳冬実」

　そう答えた。

　リングの外では、その冬実が目の前で起きていることが理解できないといった顔で、こちらを見ていた。

　スタズはそれにちらりと視線を走らせてから、

「いまはユーレイになっちまってるが、元は人間だった。俺はあいつを元の体に戻もどしてやりてぇ」

「戻してやりたい？　ハッ、冗じよう談だんだろ」

　ウルフはスタズの言葉を笑い飛ばした。

「お前はそんなやつじゃない。自分しか信じないし、自分のためにしか動かない」

「…………」

「女を生き返らせて、どうする？」

　再び沈黙するスタズを前にして、なおもバカにしたようにウルフは言葉を重ねた。

「人間になった彼女を、その後、どうするんだよ、ええっ、スタズ！」

　──無論。

　その問いに対する答えは一つしかありえない。

　冬実が人間であるなら。スタズが吸血鬼であるなら。

　だが、それが分かっているからこそ、

「……うるせぇな」

　ウルフの笑い声を聞いていたスタズの眼光が、魔ま族ぞくのそれに変化した。

「テメーには関係ねぇんだよ」

　そして、放たれる魔力。

　それは最前の言葉どおり、ウルフの心臓を直ちよく撃げきし、そのまま握にぎりつぶそうとする。

　──心臓圧縮ＺＩＰ。

「ぐっ……がっ……」

　びくんと体を震わせ、苦く悶もんのうめき声をもらすウルフだったが、すぐに、

「ぐ……ハハハッ！　やはり、そうか！　この吸きゆう血けつ鬼きがっ」

　同じナワバリボス、いや、魔族としての矜きよう持じからなのか、それとも他ほかの理由があるのか。

　ウルフはなおも笑うのをやめようとしなかった。

「中途半端なのはどっちだ！　あっ？」

「黙だまれ……本気で潰すぞ」

「吸血鬼を否定してるくせに、いざとなれば吸血に頼たよる！　目の前のうまそうな人エ間サにありつきたくて必死じゃねえか！　吸血鬼である前に一個人？　笑っちまうよなあっ！」

「黙れって──」

　ついにスタズの声にも殺気が宿った。

「言ってんだろうが、イヌっころ」

　握りしめられるスタズの拳こぶし。

　リングの外でそれを見ていた豆次郎がハッとして叫さけんだ。

「バカ！　やめろ！　それ以上やったら、マジで死……」

　しかし、豆次郎が最後まで言い終えるより早く──。

　パァン、という乾かわいた音がリングに響ひびき渡わたった。

「……は？」

　スタズも、いや、豆次郎も、ウルフでさえも虚きよを衝つかれたように、自身の目を見開いた。

「…………」

　音は、スタズの頰ほおが張り飛ばされたことによって発せられたものだった。そして、その音を発生させたのは──冬実。

　スタズの頰を張った手を下ろすことなく、冬実はその場に突つっ立っている。両の瞳ひとみには涙なみだが浮うかんでいる。

「……もう、お終しまいです」

　開いた唇からそんな声が漏もれた。

「何が、ボクシング勝負ですか。友達同士、傷つけあって……罵ののしりあって……こんなの、ただのケンカじゃないですか……」

　ぽかんとした目で冬実を見ていたスタズは、そこでハッとした。

　冬実の目から涙がこぼれ落ちていた。

　ほろほろと泣きながら、冬実はなおもスタズに訴うつたえてくる。

「どうして……仲良くできないんですか……私、魔界のこと、よく分かりませんし、お二人のこともよく知りません……でも……」

　こんなの間ま違ちがってますよ──。

　そう言って、冬実は自分の目元をぬぐった。

「…………」

　静せい寂じやくがリングを覆おおい尽つくす。聞こえるのは、冬実の「ひっくひっく」としゃくりあげる泣き声だけ。さすがにスタズも、いや、ウルフさえも、これには対処のしようがなかったのか、つい先刻までの剣けん吞のんな気配を霧む散さんさせ、バツが悪そうに横を向く。

　女の涙はこういうとき強い。

　と、そこで、

「はい。そこまで！」

　まったく予期せぬ方角から、乱入者が現れた。

「この勝負、私こと、トラベルジャッジウーマンが白黒つけてしんぜよう！」

　よっ、とばかりに、どこからともなく、リングに張り巡めぐらされたロープの上へ飛び乗ってきたその影かげ。

　ベルだった。
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「ま、結論から言うと」

　見上げる一同の前で、ベルは普ふ段だん通りの飄ひよう々ひようとした口ぶりでそう告げた。

「どっちも負けだ。お話にならないよ、あんたたち」

　一いつ瞬しゆん、ベルに食ってかかろうとしたスタズもこれには苦い表情で黙りこむ。

　ウルフのほうも似たようなものだった。

　そんな両者をベルは楽しげに眺ながめやり、

「ま、でも、おかげで収しゆう穫かくはあったけどね」

　ロープの上ですいとベルは腰こしを落とし、指先でロープに触ふれた。

　瞬しゆん間かん、その力は発動された。

　ロープによって四角く区切られていたリング。

　リングの表面が一瞬にして闇やみ色に変化し、それはリングではなく、彼女の魔ま術じゆつを発動させる「枠わく」となる。

「てなわけで、もう消えていいよ、あんたたち。この枠リングから」

　そして、ふいと姿を消すスタズ、ウルフ、冬実。

「き、消えたっ……？」

「どこ行ったんだ？」

「試合は……」

　会場の観客がざわめいた。

　それに向けて、ベルは言い放った。

「これにて二人の戦いはおしまいだから。あんたらは各自、帰っていいよ。おつかれ」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じん。

　その言葉はまさにこういうときの彼女にぴったりの表現なのかもしれない。







「どこだ？　ここ……」

　地面に座りこんだウルフが周囲を見み渡わたした。

　辺りはなんとなく立体駐ちゆう車しや場の中を思わせるような場所だった。ただし、車らしきものはどこにも見当たらない。コンクリートの支柱の向こうから、生暖かい風が吹ふきこんでいる。

「さあな。魔界のどっかだろ。空間魔術で飛ばされたんだ」

　スタズがウルフの疑問に答えると、ウルフはその横顔を見上げた。

「あの女、知ってるのか？　スタズ」

「ああ。例の本がお前のとこにあるっつったのは、あの女だ」

「……お前が最初に言いだしたボウリング勝負、ボクシング勝負にしろと俺に持ちかけてきたのも、あの女なんだが」

「はあっ？」

　これにはスタズも両目を吊つり上げた。

　ウルフの話すところによると、事情はこういうことだった。

　最初、ウルフはスタズが申し出たボウリング勝負を、何の疑問も持たずに受けようとしていたらしい。ところが、いきなりベルが空間魔術を使って現れて、スタズ側の意図を全すべてウルフに話した。その上で、ボウリング勝負はまずい、ボクシングに変えろ、とウルフに提案してきたというのである。

「俺はその話に乗ったってわけだ」

「つまり──」

　スタズは舌打ちした。

「俺たち二人は、まんまとあの女に踊おどらされてたってわけか」

　話を総合すると、まあ、そうなるのだろう。

「けど、なんのために……」

「お答えしよう！」

　不意の声に驚おどろいて、スタズたちが声のした方角に目をやると、そこにはベルの姿があった。いや、ベルだけでなく、豆次郎やウルフの手下の姿もある。横に例の「枠」があるところを見ると、ベルが彼らを一いつ緒しよに連れてきたのか。

　こちらを向いたスタズたちの前で、ベルは腕うでを組むと、

「女の子を泣かせるやつに、勝利なんかくれてやるもんか、だ」

「……答えになってねぇな」

　ぼそりと突っ込みを入れるスタズ。

　ベルはまったく気にしなかった。

「いいじゃーん、そんなこと。それより、ほれ」

　言って、ベルは何かをひょいとスタズ目がけて投げた。

　うんざりとしながらも、片手でそれを受け取るスタズだったが、自分の手の中に収まった物を見て、さすがに目を剝むいた。

「人体……蘇そ生せいの書っ!?」

「特別にタダでいいよ」

「テメェ、最初から持ってたのかよ!?」

　怒ど鳴なるのも当然だ。

「人をバカにすんのもいい加減にしろよ、この大福リュック！」

「あーそー。いらないの？」

「いるよバカ！」

　だが、スタズの怒鳴り声を聞いて、そのすぐそばにいた冬実がまた泣き出した。

「シクシク……ケンカしないでください……」

「うっせぇ！」

　とはいえ、今度はさすがに女の涙も通じない。

「おめーも、いつまで泣いてんだよっ！」

「ひっく……あれ、ここ、どこですか？」

　とりあえず、この泣き虫のことはもう放ほうっておくとして──。

　スタズは受け取った人体蘇生の書を開いた。







　そして、数十分後。

「ふぅ……」

　スタズは開いていた本を閉じた。

　横から同じものをのぞきこんでいたウルフと顔を見合わせる。

「なるほどな」

「ああ、思った通りだったぜ」

　互たがいにうなずき合い、

「さっぱり分からねえ」

　二人して、まったく同じ感想を述べた。

「なによ、あんたたち、字も読めないの」

　あきれたように二人から本を取り上げ、紙面に目を走らせるベルだったが、こちらもすぐに、額に汗あせを浮かべ、どこか遠い眼まな差ざしになると、

「……ゴボウはささがきにして水に浸ひたす。フライパンにゴマ油をひいて──」

「ほうほう。それで？」

　ジトッとした目をしながら、スタズが本の内容を読み上げるベルに問いかけた。

「強火で……そこにゴボウを……」

「へえええええええ？」

「…………」

　ぱたりとベルが本を閉じた。

　その顔が明らかに落ち込んでいる。どうも、ベルでさえ本の内容が理解できないようだった。というより、その本に書かれていたのは、

「きんぴらゴボウの作り方、ですよね？」

「うん……」

　冬実の問いかけに、うなずくベル。

　そう。

　つまり、これは暗号のようなものだ。表面的な内容は、人体蘇生とはまったく関係ない。

「おそらく本全体が単語単位の膨ぼう大だいなアナグラムになってんだろうな」

　そう言いだしたのは豆次郎だった。

「解読するには、そこに書かれている単語を総入れ替えし、再構築する必要がある」

　スタズとウルフがまた顔を見合わせた。そして、

「……何言ってるか、ちっとも分かんねえ」

　再びの合唱。

「要するに」

　豆次郎は嚙かみ砕くだいてみせた。

「内容を解読するのはメチャクチャめんどいってこと。仕組みが分かっても、とんでもなくダルい作業だ」

「となると、だ」

　やはり理解したような表情をしていなかったが、スタズは一応、豆次郎の言葉にうなずき、つぶやいた。

「内容を知りたけりゃ、こんな嫌いやがらせみたいな本を書いた……性しよう根ねの腐くさったガリ勉ヤローに聞いた方が早ぇってことだ」

「本の意味がまったくねぇな……」

　ウルフがぼそりと付け加える。

　ただ、そうは言っても、本の作者の名前くらいは、どこかに記されているだろう。

　そう思って、スタズはベルから取り返した本をもう一度、ぱらぱらとめくった。

　だが、それが最終ページに到とう達たつしたその瞬間。

「!?」

　スタズはいきなり本を閉じた。

「どったの？」

　ベルにたずねられても答えない。

　それどころか本を危険物でも取り扱あつかうかのように足元に置き、スタズはそのまま近くにあった柱に近づいていった。柱の表面に手をあて、青ざめた顔でうつむく。

「なんだ、そのリアクション……」

　豆次郎がそんなスタズの姿を見やったあとで、本に近づいた。

「まったく──誰だれが書いたって？」

　ぱらぱらとページをめくる豆次郎だったが、スタズが開いたページにたどりつく前に、当のスタズが腹の底から絞しぼり出すような声を発した。

「聞きに行くなんて、とんでもねぇ……」

「は？」

「魔ま界かいの上層……名のある魔族だけが住むことを許された地──殿でん堂どう魔界。奴やつはそこにいる……」

　その名を、

「吸きゆう血けつ鬼き、ブラッド・Ｄ・ブラッズ──俺の兄貴だ……」

　言って、スタズはずるずるとその場で膝ひざをついた。
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　殿堂魔界──。

　この魔界で全てのナワバリを制した者、すなわちキングオブ魔族だけが行ける場所。名のある魔族は大たい抵ていそこにいて、魔界全体を取り仕切っている。言うなれば世界のルールを決める側が住む土地である。

　当然、そんじょそこらの魔族どころか、西魔界のほとんどを統すべるウルフですら、簡単に行けるような場所ではないのだが、

「だが、スタズ、お前は行けるはずだ」

　青ざめているスタズの横で、当のウルフがその事実を指し摘てきした。

「お前は殿堂魔族である『吸血鬼』の名を持つ正式な血統種だろ？　なんのことはねえ、単なる里帰りだ」

　スタズの顔色はそれでも元通りにならなかった。

「しょ、招待されれば別だが、こっちから行くのは無理だろ……」

「そこの大福の空間魔ま術じゆつとやらで、すぐだろうよ」

「ちょっと、大福、定着させないでよ！」

　いつものように大きなリュックを背負ったベルが抗こう議ぎの声をあげるが、ウルフは聞く耳を持たない。

　そして、スタズもだ。

　今度はなぜか拗すねたように横を向き、

「……自分から飛び出してきちまったんだ。いまさらどの面つらさげて──」

「じゃあ、俺の面を見ろ！　誰がこうしたんだ!?　あっ？」

　半狼おおかみ男状態のままだったウルフがスタズの顎あごの下を摑つかみ、正面を向かせた。

「俺に心臓圧縮ＺＩＰまでして手に入れたかったモンは、兄貴の名前が出た途と端たん、日ひ和よって飛んじまうもんだったのかっ？」

「…………」

「俺は半はん端ぱなヤツが大だいっ嫌きらいなんだ！　ヤルっつったら、最後までやれ！　分かったか!?　ブラッドチェリー」

「わ、分かった……分かったから、はな……せ……」

　気管支を圧あつ迫ぱくされ、呼吸を止められそうになったスタズがたまらず、ウルフの手を自分で振ふり解ほどいた。ゲホッ、ゲホッと咳せきこんだあとで、

「……ブラッドチェリーじゃねぇよ。俺は……ブラッド・チャーリー・スタズ、だ」

「行ってこい」

　座りこみ、ウルフのことを見上げるスタズの前で、ウルフはただ一言、言い放った。

「あの～～」

　そこへ、空気を読まずにウルフへ声をかけたのはベルだった。

「盛り上がってるとこ、悪いんスけどぉ。なんか私が連れてくみたいになってる？」

「連れてけよ」

「バ、バカ言っちゃいけねえよ～っ。そんなコトしたら、私の身が危ないっていうか、なんていうか──」

「ふざけんな！　こちとらテメーのせいで無む駄だに殴なぐり合って死ぬとこだったんだぞ！」

　ウルフがベルの胸むな倉ぐらをつかんだ。

「女、泣かしたら、負けでいい！　だが、男の気持ちくんでやれねぇ女は泣かすぞコラアッ！」

「……行きます」

「おし」

　ベルが迫はく力りよくに負けてあっさり要求を吞のみ、ウルフは何事もなかったように平然とうなずく。スタズを除いたその場の一同が「かっこいい……」とつぶやいた。

　そそくさと空間魔術用の枠わくをセッティングするベルのそばで、スタズが立ち上がった。

　ウルフもその前に立ち、

「それじゃあな」

「おう」

「安心しろ。お前がいねぇ間、冬ふゆ実みは俺が守ってやる」

「正直それが一番不安だが……あ。お前、まさか最初からそれが狙ねらい──」

「達者でな、スタズ！」

「おい！　否定しろ！」

　だが、否定はせず、ウルフはそのままスタズをベルが用意した枠の内側へ蹴けり飛ばした。

「ウルフゥゥゥッゥゥゥッ……！」

　叫さけび声を残して、スタズの姿が闇やみの向こうへ消えていく。

「もう閉じていいぞ」

「いやいや！　まだ繫つなげてないって！」

　泡あわを食ったようにベルがウルフに言い返した。

「このままじゃ、私の……」

　ただ、そこでベルはなぜか首をかしげ、

「！」

　不意に、何かに気づいたようにポンと手を打った。

「どした？」

「あー、や、なんでもない。ていうか──サンキュー、ウルフ」

「は？」

　ぐっと親指を立ててみせるベルの前で、ウルフはぽかんと口を開けた。




　　　　♠




　気づいたときには、天てん井じようが見えていた。

　仰あお向むけに寝ねっ転ころがった自分の姿勢。

「あれ……？」

　目をしばたたかせてから、スタズはガバッと身を起こした。辺りを見回してみる。

　真っ先に目に飛び込んできたのは、戸と棚だなの上に飾かざられた可愛かわいらしいぬいぐるみだった。そして、柔やわらかそうなベッド。部屋に彩いろどりを与あたえる観葉植物。丸みを帯びた形をしたクローゼット。

「どこだ？　ここ」

「私の部屋」

　いきなり天井から逆さづりの体勢でベルが出現した。

「ギャッ」

「よっと」

　さすがに驚おどろくスタズの前で、ベルはそのままヒョイと自分が開いた空間魔術の枠を抜ぬけだすと、床ゆかの上に降り立った。

「まったく、ウルフのやつが急に蹴ったりするからさー。誰も入れたことのない私の部屋に繫がったじゃんさー」

　そう言いつつも、ベルはなぜか妙みように嬉うれしそうな顔をしている。

「お前の部屋なのか？　ここ」

「まね。正確にはどことも繫がってない亜あ空くう間かんだけど」

「……意外とファンシーな趣しゆ味みしてんな」

「……いいだろ、別に」

　スタズの言葉に、ベルが今度は照れたようにそっぽを向き、そして、

「とにかく」

　背中に担かついでいたリュックから、何かを引っ張りだして、ベルはスタズに向かって投げつけた。ばさりと柔らかいものがスタズの顔に覆おおいかぶさる。

「おい、何を……って、タオル？」

「さっさと汗あせ流してくるよーに」

「はあっ？」

「あんた、一試合、終えたばっかでしょーが。ぶっちゃけ汗まみれ」

「あ……」

　言われてみれば、スタズは上半身裸はだかで、試合用のトランクスを身に着けたままだった。

「ほい。駆かけ足」

「お、おう」







　そして、ほんの20分後。

「悪いな。シャワーだけじゃなく、服まで借りちまって」

　さっぱりしたスタズがバスルームから出てくると、ベルのほうは自分のベッドに腰こし掛かけていた。

「いいっていいって。その服、ＯＮＩＱＲＯでもらったやつだから、あんたにあげるわ」

　言って、ベルはベッドから立ちあがった。

「さて。んじゃ、私も入ってこよ」

「…………」

「ああ、冷蔵庫に飲み物とか入ってるから」

「そりゃどーも……」

　スタズが答えたときにはもう、ベルの姿はバスルームに消えていた。

　言われたとおり、スタズは冷蔵庫から飲み物の缶かんを引っ張りだした。ついさっきベルが座っていたベッドに近づき、腰こしを下ろす。

　缶の蓋ふたを開けていると、すぐにバスルームからシャワーの音が聞こえてきた。そして、機き嫌げんのよさそうな鼻歌。

「…………」

　どうも、数分前とは何か空気が違ちがう。

　落ち着かない気分でスタズは辺りを見回した。

「……何だ？　この感じ……」

　ちなみに、その姿は風ふ呂ろに入っているベルにも丸見えだった。

「ふ～、どれどれ」

　張りのある豊満な体を湯船に沈しずめ、ベルは指で空間魔術の枠を作り、ベッドルームの光景を盗ぬすみ見た。映像の中で、スタズがなにやら居い心地ごこち悪そうにきょろきょろと部屋の様子に目をやっている。

「ほっほっほ。そわそわしてる、そわそわしてる」

　ベルはにやついた。

「しかし偶ぐう然ぜんとはいえ、こんなに早くチャンスが巡めぐってくるとはね～、フフフ」

　ウルフ様々といったところだ。

　やがて、ベルも風呂から上がった。

「フヒ～、いい湯だったー」

　手のひらで顔をあおぎながら、バスルームから出てきたその姿。

　かなり露ろ出しゆつ度どが高い。上は裾すその短すぎるタンクトップ。あまりに短すぎて、体勢によっては、下から丸みを帯びた胸が見えてしまいそうである。そして、下はパンツ一枚。

「私もビール、ビールっと。やっぱ風呂上がりはこれっすよねー」

「……なんつー格好してんだよ」

　一度、そのベルの姿を見たあと、視線をそらして、スタズはぼそりと言った。

　ベルはにんまりと笑って振り返ると、ビールを片手にベッドのスタズのところに近づいてきた。恥はじらう様子も見せず、スタズの隣となりに並んで座る。

「何よ。自分だって、さっきまでパンツ一丁だったくせにさ」

「……どういうつもりだ？」

　スタズは取り合わず……いや、取り合わない振りをして、たずねた。

「何でいつも俺を試ためすような真ま似ねをする？」

　ベルはクスリと小さく笑った。

　そうして、ビールの蓋を開け、軽く喉のどをうるおしてから、

「疑ってるから」

「何を？」

「正確には『疑ってた』。あんたとウルフを戦わせるまでね。でも、それは確信に変わった。それが収しゆう穫かく」

　言いながら、ベルはビールの缶を近くにあったサイドテーブルに置いた。

　しなだれかかるようにして、スタズにさらに身を寄せると、

「あんたはやっぱり隠かくしてた」

「だから……何を？」

「私が見たいもの」

　甘くささやき、さらにベルはスタズの耳元にフッと熱い吐と息いきを吹ふきかける。

　途と端たんに、

「！」

　ダダダダッ、とスタズがその場から後ずさりした。それも自分の背中がベッドの奥にある壁かべにひっつくほどに。思いっきりベルから距きよ離りを取る。

「……ぷっ」

　とうとうこらえきれなくなったベルは爆ばく笑しようした。

「アッハッハッハッ。ビビってるビビってる！」

「う……うるせえ！」

「あーでも、ちょっと安心した」

　笑いすぎて涙なみださえも浮うかんだ目元をこすりながら、ベルはそう言った。

「女の子とか興味ないのかと思ってた」

「は……はぁ？」

「まんざら冬実っちの血だけが目的ってわけじゃなかったんだ」

　うんうんとうなずいてから、ベルはまた少し悩なやましげな視線をスタズに向け、甘い声で、

「ねぇ……私じゃ、ダメ？」

　さすがにこの段階になると、付き合っていられなくなったのか、スタズの返答は一言だった。

「やめろ」

「あり？」

「話をそらすんじゃねぇよ。俺の何が見たいって？」

「…………」

　これにはベルも少し沈ちん黙もくした。

　もう一度、ビールの缶を手に取ると、表情を変え、スタズの質問に答える。

「ＯＮＩＱＲＯで店長とやりあったときも、ウルフと殴なぐり合ってたときも……あんたの魔ま力りよく、出方が少し不自然だった。まるで蓋をされた箱の隙すき間まから出てる感じ──なんで箱を開けて、思いっきり魔力を出さないのか。どうしても気になってね」

　むっ、とスタズが口をヘの字にした。

　ベルは構わず続けた。

「鍵かぎでもかかってるのかな？」

「…………」

「私はその箱の中身が見たいのに」

　どうやらベルはスタズを殿でん堂どう魔界に連れていく前に、この話がしたかったらしい。

　スタズはしばらくじっとその顔を見つめていたが、やがてフンと小さく鼻を鳴らした。

　といっても、返答を拒きよ否ひしたというわけではなく、

「鍵は兄貴が持ってる」

　素そっ気なく、だが、正直に答えた。

「ほほう？」

　ベルは軽く目をしばたたかせた。
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　幼いころの思い出──などと言ってしまうと、妙に牧歌的にも聞こえるが、もちろん、そんなほのぼのとした話ではない。

『──スタズ。お前には吸きゆう血けつ鬼きとしての才能があるんだ』

　いかにもナルシスト、つまりスタズが嫌いやがる昔ながらの吸血鬼そのものの雰ふん囲い気きを持つ兄は、まだ右も左も分からなかったころのスタズにそう告げた。

『兄さんがこれからそれを開花させてやるからね』

　そして、兄がスタズを連れていったのは怪あやしげな実験室だった。座らされたのは、まるで古い電気椅い子すのように、あちこちから電線が伸のびた椅子。

『次に会うとき、ブランニュースタズにグッドモーニングさ』

　兄の手でスイッチが入れられると。

　スタズは黒くろ焦こげになった。

『──スタズ、この前のは失敗だったが、今度は大だい丈じよう夫ぶだ。確実にお前の才能が目覚める』

　そう言って、兄がスタズを連れていったのは、いかにも怪しげな洞どう窟くつだった。

『この洞窟には巨きよ大だいなヒルがたくさんいるんだけど、いまからスタズにはこの中で一週間、生活してもらうんだ。できるね？』

　できた。

　ボロボロになりながらも、襲おそいかかってくる巨大ヒルと飢うえに勝利して。

『──スタズ。今度こそいけるよ。大成功、間ま違ちがいなしさ』

　氷こおり漬づけにされたが、なんとか生き延びた。

『──スタズ。この次こそ』

　やはり死ぬ思いをしたが、かろうじて息の根を止められずにすんだ。

『──スタズ。お前には才能がある』

　そうやって、何度も何度も、兄の用意した「才能開花のための実験」に付き合わされたあげく、

『スタズ、この薬が完成して本当に良かった。兄さんはすごく安心したよ』

　最後に兄はそう言って、スタズの胸をいきなり銃じゆうで撃うった。

『これで、お前を殺さないですむから』

　銃口から放たれた銃弾は、スタズの体を貫かん通つうすることなく、心臓に突つき刺ささったところで止まった。兄の言うところによると、それはスタズの魔力を抑おさえこむための拘こう束そく弾だん。兄本人にしか取り出すことはできないし、決して消えることもない。

『だから、もう大丈夫だ。スタズ』

　要するに、だ。

　才能を開花させる実験というのは、最初から噓うそだったということだ。兄の研究は、スタズの魔力を封ふうじこめるためのもの──あるいはスタズを殺すためのもの。そして、実験は何度も失敗を繰くり返したあげく、最後に成功した。

「……で、いまも俺の心臓にその弾丸は眠ねむってるってわけだ」

「ふ～ん」

　スタズからその話を聞いたベルは小さく首をかしげ、足元に置いた自分のリュックから何かを取り出した。

　厚さは薄うすく、折りたたみ式ではない長方形の携けい帯たい電でん話わ。

　いわゆるスマートフォンだ。

　ベルは液えき晶しよう画面にちょいちょいと指を走らせつつ、

「でも、そうまでして、何であんたの兄貴はあんたの魔力を封じたかったのかね？」

「知らねぇよ……って、何してんだ、それ」

「ん？　ちょっとお腹なかへったからさ」

　店の責任者宛あてにベルは予約を申し込んだ。

「色々教えてくれたお礼に、お姉さんが飯おごっちゃろう」

「ま、待て！　何だ、その小さいの！」

「へ？　これ、ケータイだけど」

「ちょ、ちょっと見せて！　見せて！」

　突とつ然ぜん、目を輝かがやかせたスタズが、ベルの手からスマートフォンを奪うばい取った。

「何よ、あんた急に」

「うぉー、すげーっ！」

　ベルの言葉も完全に無視して、スタズはスマートフォンの画面に見入っている。ちなみに、魔ま界かいはまだスマートフォン時代を迎むかえていない。未いまだに折りたたみ式の携帯電話が主流だ。

「画面きれーっ！　どうすんのどうすんの!?　これ！」

「画面タッチすんの」

「うっそ!?　うわーめっちゃ未来！　ＳＦ！」

　無論、スタズはこういう吸血鬼である。

「やれやれ……」

　玩具おもちやを与あたえられた子どものように、スマートフォンを持ってはしゃぐスタズの姿を眺ながめて、ベルは軽く首をすくめた。ただ、その胸の内ではふと、こんなこともつぶやいている。

　──しかしまあ、そんな過去があったとはねぇ。

　話だけを聞いてみると、その兄とやらの意図はベルにもさっぱり分からない。が、一つはっきりしていることがある。

　それはスタズの隠された魔力を見るには、その弾丸を取り除く必要があるということだ。実際のところ、ベルとしてはこの部屋でスタズと話をすることだけが目的ではなく、本音を言えば、多少強ごう引いんな手を使ってでもスタズの魔力を見てやろうとも考えていたのだが、どうやらそれは不可能らしい。スタズは自身で意図して魔力を隠しているのではない。さらに言えば、ベルの空間魔術を盗ぬすんでいないこともこれではっきりした。潜せん在ざい的な力は持っているが、自由に使えないようでは、ベルの魔術を盗むことなどできるはずもない。

　となると、魔術泥どろ棒ぼうを捕つかまえるという目的に関しては、もうスタズはベルにとって無関係な存在になったとも言えるのだが──。

（だが、しかし！）

　ベルは言葉には出さず、内心で力強く宣言した。

　その隠された魔力は、やっぱり見てみたい。閉とざされた箱を開けてみたい。暴あばきたい。ああ、どうしてこうも、隠されて……閉ざされているものは自分の心を揺ゆり動かすのか。

「それは私がトレジャーハンターだからです！」

　あさっての方角を向いて、ベルが今度は声に出してきっぱり言い切った。そうして、未だにスマートフォンをあれこれいじくり回しているスタズのほうを振ふり返ると、

「いつまで触さわってんニャーッ!!」

　鳩尾みぞおちに飛び蹴げりをかました。

「うおっ！」

　体をくの字に折り曲げるスタズ。

　いてて、とうめくスタズの眼前で、ベルは胸を張ってみせた。

「行くよ!!」

「ど……どこに……？」

「兄貴ん所に決まってんでしょ！」

「え……いまか？」

「明日あした！　明日、発たつ！」

「あ、ああ……そう……」

「兄貴んとこに行って、弾丸取ってもらってこいっ!!」

　隠かくされたものを暴くにはそれしか方法がない。

　だが、スタズのほうは「は？」といぶかしげにベルを見た。

「何言ってんだお前。俺は蘇そ生せい法を聞きに行くだけ──」

「トリャッ！」

　再度の飛び蹴り。今度は頰ほおだ。

「……ってえな！　何なんだよ、さっきから！」

「悔くやしくないのか！　女の子に負けて！」

「はあっ!?　俺がいつお前に負けたんだよ!?」

「負けっぱなしだろーが！　このアブソリュート馬ば鹿かっ！」

「んだとぉ！」

　ひとしきり言い争ったあとで──。

「フン……」

　ベルはその大きな胸の下で腕うでを組み、挑ちよう発はつ的に微笑ほほえんでみせた。

「いまいち分かってないようだから、教えてやろうじゃないの。敗北の味ってやつを」

「ああ？」

「来な」

　そうやってベルが親指で指し示してみせたのは、バスルームではない別の部屋に通じるドアだった。
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　ちょうど、そのころ。

「いやーっ！　さっすが西のキング！　こんないい部屋、予約もせずに顔パスかよーっ！」

　スタズやベルといったん別れた豆まめ次じ郎ろう、冬実は、ウルフの案内で魔界にあるホテルの一室に通されていた。いや、それだけではない。ここに来る前、未だにボクシング勝負のときのスクール水着姿だった冬実に対し、ウルフは自分の手下に指示して替かえの服を用意させ、さらには高級そうなレストランで食事までおごってくれた。至いたれり尽つくせりとは、まさにこのことである。しかも、これが下心込みならともかく、基本、異性に対して純情なウルフにそういう意図はない。冬実のことは守ってやる──まさに、スタズに対して言った通りの待たい遇ぐうを用意したまでだ。

「ソファもフカフカだぜーっ！」

「アハハ、それクッションですよ」

　楽しげにクッションの上で跳はねる豆次郎に、笑って応じてから、冬実は正面の椅子に腰こし掛かけたウルフに対して、ぺこりと頭を下げた。

「ウルフさん、何から何までありがとうございます」

「だから、礼なんていいっつうの」

　ウルフはそっぽを向いた。その顔はすでに半狼おおかみ男のものではなく、普ふ段だんの彼に戻もどっている。真っ正直すぎる感謝の言葉には慣れていないのか、頰が少し赤い。

　そんな表情のまま、ウルフはちらりと横目で冬実を見た。

「つーか、お前、さっきからあくびばっかしてるぞ。疲つかれたか？」

「え、あ……ええ、ちょっと」

「じゃ、休んでろよ」

「そう、ですね……それじゃ、お言葉に甘えて──」

　言ったとたん、冬実の首からすっと力が抜ぬけた。目を閉じて船を漕こぎ始める。

「早っ」

　豆次郎が素すっ頓とん狂きような声をあげた。それでも冬実は目を開けない。

　ウルフも少しあきれたように、

「ここでかよ……」

「よっぽど眠かったんだなー」

「というか、スタズにどういう扱あつかいを受けてたんだ？」

　まあ、その点に関しては、ボクシング勝負と違ちがって、ウルフの圧あつ倒とう的勝利である。

　豆次郎がクッションから降りて、ウルフに目をやった。

「ベッドまで運んでやるか」

「は？　俺が、か？」

「俺に運べるわけないだろー」

「そ、そうだよな……」

　豆次郎に言うというより、自分に言い聞かせるようにつぶやいてから、ウルフは立ち上がった。ソファで眠っている冬実に近づくと、その場で床ゆかに膝ひざをつき、おんぶの体勢で持ち上げようとする。

「よっ」

　だが、冬実の体重が自分の背中にかかった瞬しゆん間かん。

　ウルフはカッと目を見開いた。

　こ、これはっ！

　なんというクォリティ……。

　特に肩けん甲こう骨こつの上の辺りを押してくる、二つの柔やわらかい塊かたまりがやばい。本当にやばい。しかも、その大きな塊があるというのに、見た目に反して、冬実の体はさほど重くない──。

「…………」

　またウルフの顔が赤くなった。ただ、それだけ意識していながらも、決して邪よこしまな行動を取らないところがウルフのウルフたるゆえんだ。

　ぎこちない動きで、冬実を背負ったウルフはその場から歩きだした。

　と、そのとき、

「あれ？」

　不意の声は豆次郎だった。

「どうした？」

「な……なんか、冬実の足……」

「足？」

「消えてねぇか……？」

「！」

　豆次郎の言った通りだった。ハッとしたウルフが目線を下に向けてみると、冬実の足が膝の下あたりから輪りん郭かくを失っている。

　ウルフの表情が一変した。ついさっきまでのぎこちなさはどこへやら、冬実をおぶったまま走り出すと、寝しん室しつのドアを足で蹴り飛ばす。勢いよく開くドア。

　ベッドに近づくと、即そく座ざにウルフは冬実を下ろし、寝ねかせた。そして、あとからついてきた豆次郎に鋭するどい声で詰きつ問もんした。

「何だ？　何が起こった!?」

「し、知らねぇよ！　俺は何もしてねえぞ！」

　豆次郎も焦あせった声で答え、冬実が寝かされたベッドに飛び乗った。冬実の胸に近づき、耳を当て、

「……心臓は動いてる。寝てるだけみたいだ」

「けど……本当に消えてんぞ」

　ウルフは冬実の足首の辺りに手をやった。しかし、本来なら摑つかめるはずのものが摑めない。握にぎろうとしても、手先はスカッと何もない空間をすり抜けてしまう。

「ん──、これは……」

　冬実の胸から頭を起こした豆次郎が首をひねった。

「低級魔ま族ぞくが人間界に行ったときになる現象と同じだな」

「存在が維い持じできずに消えるっていうあれか？　でも、ここは魔界だ。魔界で魔族が消えるなんて聞いたことねぇぞ」

「確か前に検査したときは問題なかったんだけど、もしかして、人間界で何か変わったのかも……魔族に成りたてで不安定だったから、環かん境きようの変化で魔族の性質が変わっちゃったのかなぁ……」

「…………」

　ウルフは冬実の顔に視線を向けた。特に変わった様子はない。まぶたを閉じて、普ふ通つうに眠ねむっているように見える。むしろ、穏おだやかな寝ね顔がおだ。しかし、その足はやはり消えかけている。

「とにかく、このままじゃ、マジィよな……」

「ああ、何か処置を施ほどこさないと、完全に消えちまうぞ……」

　少なくとも、原因を突つき止めないことには、どうにもならないだろう。

　となると──。

「あれしかねぇか……」

「あん？」

　つぶやいたウルフを豆次郎が見上げた。

　だが、ウルフはそれ以上は何も言わず、再び冬実を抱かかえ上げた。背中に乗せ、今度は寝室を飛び出す。

「おいウルフ！　どこ行こうってんだよっ！」

「この近くに魔族の生態に詳くわしいやつがいる！　かなり信用ならねぇやつだが、あいつなら何か分かるかもしれねぇ！」

　魔界きってのマッドサイエンティスト。

　その名を──フランケン・シュタインという。
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「──参った」

　その部屋に閉じ込められたスタズは、あっさりとそう言った。

　辺りに見えるのは、白い壁かべだけ。ベッドもなければ机もない。部屋の隅すみにドアだけはあるが、それを開けた先は何もない。ただ、深い闇やみが広がるだけ。

　唐とう突とつに部屋の壁の一部が変化した。

　何もなかった白い壁に空間魔ま術じゆつの枠わくが生まれ、そこからひょいとベルが顔を出す。

「あれ？　もう認めちゃったの？」

「ああ」

　スタズは平然とベルの問いかけにうなずいた。

「くだらない意地張っても、どーせ俺は出られないんだろ？　ここから」

　──へぇ。

　ベルは少し意外に思いつつ、からかうような口調でこう評した。

「意外とかしこいじゃん」

「うっせぇ。お前はいつかとっちめてやっから待ってろ」

　壁に背を預けて座りこんでいたスタズは、どこか挑発的な表情をその顔に浮うかべた。

「魔術泥どろ棒ぼう、だっけ？　俺を疑ってたってことは、俺の力が全開になったら、パクれるってことだろ？　その術」

「さあ～それはどうかねぇ～」

「取ってやるよ、心臓の弾だん丸がん」

　そう言って、スタズは迫はく力りよくのある笑えみと共に、壁から上半身だけを出したベルへ視線をやった。

「そんで、テメェの魔術を盗ぬすんで、どこまでも追っかけて──参ったって言うまで、ケツ蹴けりまくってやるからよ」

「！」

「待ってろ」

　ドクン──。

　その目で見つめられたとき、確かにベルの心臓は大きく鳴った。

　やばい……そんな言葉が頭の中で沸わき起こってくる。

「もういいだろ？　さっさとこっから出してくれ」

「う……ん……」

　うなずきながらも、ベルは胸のうちで、やばいやばいと繰くり返していた。

　いま、まるで心臓を摑まれたような──。

　心臓圧縮ＺＩＰされるってこんな感じ？

「じゃあ……ご飯、行く？」

　かろうじて、そんな言葉だけを絞しぼり出すことができた。







「へい、中トロお待ち！」

　威い勢せいのいい掛かけ声と共に、スタズの前に握られたばかりの寿す司しが差し出された。

　決して赤すぎず、かといって、白すぎず、鮮あざやかな脂あぶらの筋を浮かびあがらせて輝かがやくトロ。口に含ふくめば、嚙かむ前におそらくとろける。舌の上で。

「す……すし……これが寿司！」

「まあ、好きなだけ食いねぇ」

　愕がく然ぜんとして目の前にある中トロを凝ぎよう視しするスタズの横から、カウンター席に並んで腰こしかけたベルが促うながした。が、あいかわらずスタズは大きく目を見開いたままだ。

「どこに連れていかれるかと思えば人間界……しかも、日本の寿司とは──」

「あんた、好きっしょ？」

「いや食べたことない……」

　はっはっは、と、握ってくれた店の大将が笑いだした。

「外人さんかい？」

　それは本物の外国人に言うと、一種の差別語になりかねない呼び方だが、スタズはそもそも人間ではないのでありだろう。

「できれば、回っててほしかった……」

「おい」

「はっはっは。そりゃすまないね」

　大将の面おも白しろがる声を聞きつつ、スタズはおそるおそるといった手つきで、中トロに手を伸のばした。適度に醬しよう油ゆをつけてから、ぱくりと一口。

「っ！」

　衝しよう撃げきだったらしい。

　夢見るような表情がその顔に浮かび、そして、スタズは隣となりでウニを注文しているベルにこう言った。

「ベル、俺はお前を誤解していた」

「はあ？　今度は何よ」

「お前、ムカつくけど、実は結構イイやつだな！」

「…………」

　途と端たんにベルの顔が赤くなる。それは最初に出会ったときとはまったく違ちがう反応だったのだが、生まれて初めて口にした寿司の味に感動しきっているスタズはまったく気づかない。

「おっさん、いまのトロける超ちようウマいやつ、もう一個くれ」

「はいよ」

　──なによなによ。

　大将と言葉を交かわすスタズの横顔を見て、ベルはまた心の中だけでつぶやいた。

　私は私より強いやつじゃなきゃ認めないの！

　まだダメなんだからね、まだ……。
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　そうやって、腹ごしらえもすんだところで。

「…………」

「…………」

　スタズとベルは空間魔ま術じゆつを使い、その場所に到とう着ちやくしていた。

　うっそうと生おい茂しげっている森の木々。道の先に見える古風な西洋風の城館。道の右側は森だが、逆側は崖がけだ。そして、崖の下は何もない。というより、空が広がっている。

　つまりそこは空の上にある一種の浮ふ遊ゆう島──。

「じゃ、私が送れるのはここまで」

「おう。色々、面めん倒どうかけたな」

　殿でん堂どう魔界。

　スタズにとっては、子どものころに飛び出して以来の「里帰り」だった。
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　冬実を背負って走るウルフがその爆ばく発はつ音を聞いたのは、彼の目指す建物が間近に迫せまったときだった。

　距きよ離りが近いとはいえ、駆かけるウルフの下にある地面すら揺ゆらす強きよう烈れつな音。

　ウルフの背中で眠り続ける冬実にぶらさがるようにして同行していた豆次郎が、あぜんとした様子で叫さけんだ。

「な、なんだぁ!?」

「あいつ、また火薬の量を間ま違ちがえやがったな……」

　魔界きってのマッドサイエンティスト、フランケン──。

　マッドという形容からも分かるように、彼の「実験」および「研究」は決して安全なものばかりではない。ついでに言えば、法すれすれとも言えるその実験や研究の恩おん恵けいを得ようと、ガラの悪い連中も集まってくる。

　爆発で吹ふっ飛んだその建物の入口から、ウルフが屋内に足を踏ふみ入れてみると、そこには黒焦こげになった一人の魔ま族ぞくが床ゆかに転がっていた。大方、この家の主に何か無理な要求でも吞のませようとして、逆に返り討うちにあったというところだろう。

「やれやれ」

　気絶し、体をぴくぴくさせている魔族の傍そばに、別の影かげがあった。

　薄うす汚よごれた白衣。それとはアンバランスな、やや短いドレッドヘア。男だ。顔の造りも体の造りもいかつい。

　頭をかきながら、足元の魔族を見て、その男はつぶやいた。

「やっぱ爆ばく弾だん作るのは向いてないな、俺は」

「でも、おかげで、いい震しん動どうマッサージになった」

「ん……？」

「だろ？　フランケン」

　声をかけると、その男──フランケンはようやくウルフの存在に気づいた様子だった。これはこれは……と意外そうに目をすがめ、

「今日は客の多い日だなあ」

「お前、誰だれか来るたびに爆弾投げてんのかよ」

　ナワバリボスのウルフが突つっ込みを入れても、フランケンのほうは動じる風もなかった。もっとも、ウルフの知る限り、この男は誰が相手でもこんな感じである。

「まさか！　ちょっと最近、大変なことになっててね。ムシャクシャしてんのよ」

「まあいい」

　それが分かっているウルフは相手の言葉を聞き流して、さっさと本題に入った。

「ちょっと診みて欲しいやつがいるんだよ」

「俺の話聞いてた？　いま、それどころじゃないんだよ」

「ベッド借りるぞ」

「おいおい。ちょっと待ってくれよ、ウルフさん」

　近くにあったベッドに冬実を寝ねかせるウルフのところへ、フランケンが歩み寄ってきた。

「ウチは病院じゃねぇんだから……って」

　だが、そこでフランケンは少し眉まゆ根ねを寄せ、ベッドの上の冬実に注目した。

「なんで、その娘むすめ、足が消えてんの？」

「それを調べてもらいにきたんだよ」
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　前方に見える城館へ続く道。

　そこを馬ば鹿か正直に進むような真ま似ねを、スタズはしなかった。

　いったん横の森に入り、さらに山を登り、下り、茂みに身を潜ひそめながら、そろそろと城館に近づいていく。

　無論、そうする必要があるのである。

「見つからねぇようにしねぇとな。あいつに……」

　確かに、ここ殿堂魔界はスタズにとって生まれ故郷。あそこに見える城館は、言わば実家。あのナルシストかつ何を考えているか分からない兄には会わなければならない。正直、冬実の蘇そ生せいのためとはいえ、あの兄と再会するのだけはやはり気が進まないスタズだったが、そのことは置いておくとしても、あの城館にはもっと顔を合わせてはいけない相手が住んでいる。

　それは──。

「スタズ？」

　不意の声は、背後からだった。

　茂みに身を隠かくし、こそこそと移動していたスタズはギクリとした。

　声には聞き覚えがあった。

　おそるおそる振ふり返ってみると、

「何してるの？　こんなところで」

　真っ先に目に飛び込んできたのは、ぬらりと鈍にぶい光を放つ大おお斧おのの刃やいば。

　そして、編み目の粗あらい鳥かごを半分に切ったような奇き怪かいな仮面。

　だが、それでいて、首から下はどこか可愛かわいらしい。幼い。大きな手て袋ぶくろは大斧の柄えを握にぎってさえいなければ、雪だるまが似合いそうだ。

「もうここに用はないはずでしょ？」

　仮面の正面にある通気口から洩もれる機械的な呼吸音──。

　少女だった。それもスタズよりずっと年下の。

　殺気すらこもった低い声でたずねられ、スタズはたらりと頰ほおに冷や汗あせを流した。

「やあ、会いたかったよ。リズ」

　おざなりな挨あい拶さつの言葉は、しかし、いきなり斧を振りかぶった少女の、空気を切り裂さくような斬ざん撃げきによって報むくわれた。







「！」

　少女の振り回す大斧がスタズの鼻先をかすめる。

　身をひねって、スタズはそれをかわしながら、

「ちょっと待てって!!　落ち着け、リズ！　俺の話を聞け！」

「うるさい」

　さらなる一いつ閃せん。近くにあった針葉樹の幹が真っ二つにされた。

「どわっ！」

「一族の恥はじさらしのあんたなんかに、兄様は会いたくない」

「だから、なんでそれをお前が決めるんだよ！　つうか──」

　倒たおれてくる針葉樹の落下点から距離を取りつつ、なおもスタズは叫んだ。

「俺だってお前の兄貴だろうが！」

「違う」

「違わねーよ!!」

　彼女の名は──リズ。

　ブラッド・Ｔ・リズ。

　スタズの言う通り、スタズ、そして、スタズの兄であるブラッド・Ｄ・ブラッズの妹ではあるのだが、

「私は認めていない」

　斧を振る手を止めようともせず、少女は顔を隠した仮面の下からやはり殺気の籠こもった声で言い放った。

「あんたはお兄様の厚こう意いに、後ろ足で砂をかけていったクズ」

　無論ここでいうクズはスタズで、お兄様のほうはブラッズのことである。

「私はずっとこの日を待っていた。私の手であんたを裁ける日を……」

　そこで、少女の全身を包みこんでいた殺気がさらに膨ふくれ上がった。

　いや、それだけではない。

　天に向かって高々と振り上げられた大斧。その下、つまりスタズが立っている地面に何やら奇き妙みような文様が浮うかびあがる。

　一見、それは幼児の悪戯いたずら書がきのようだった。どことなくコミカルで、人の顔のようにも見える文様。しかし、そんな子どもっぽさとは裏腹に、この文様が一種の魔ま方ほう陣じんであり、おそるべき力を秘ひめていることを、他ほかならぬリズの兄であるスタズは知っていた。

「おい、マジかよ──」

「あんたに私やお兄様と同じ血が流れている事。それが罪」

　少女のその言葉と同時に、空に突とつ然ぜん、巨きよ大だいな拳こぶしが出現した。

　見上げたスタズが避よける暇ひまもなく、拳はまっすぐに地上に降りてくる。

「処すべし」

　拳はスタズを押しつぶしながら、スタズの足元にある地面さえも叩たたき割った。

　──有罪判決ジヤツジメント・インパクト。

[image: ]

　それは一種の転移魔ま術じゆつのようなものだ。スタズの妹、ブラッド・Ｔ・リズ。その別名は、牢ろう獄ごくの管理者。魔界を管理するのが殿でん堂どう魔族の特権と役割であり、リズはまさにそれを直接的に体現する魔族でもある。彼女には魔界の罪人を裁き、投とう獄ごくする権限が与あたえられている。

　叩き割られた地面の先には、深い闇やみが広がっていて、その闇を抜ぬけた先に幾いく層にも折り重なる独どく房ぼうが待ち構えていた。

　魔界最大にして最凶の刑けい務む所しよ、『リズの玩具おもちや箱』──。
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　構造としては、円柱状に掘ほられた竪たて穴あなの壁へき面めんに、無数の独房が並んでいると言ってもいい。

　個々の独房は当然、頑がん丈じような格こう子しによって閉とざされている。ちなみにそれぞれの独房へ罪人を放ほうりこむのは、竪穴の最下層に設置された何台もの大たい砲ほうだ。リズによってここに転移させられた魔族は、まず砲ほう弾だんのように大砲の砲身につめられ、そのまま竪穴に並ぶ独房に「射出」される。スタズもそうやって独房に放りこまれた。ただし、あの巨大な拳に押し潰つぶされたときといい、そこまでされても、死ぬようなことはない。

　まさしく、ここは罪人を生きたまま閉じ込めるための牢獄なのである。

　それにしても、まさか実の兄をいきなりここへ放りこむとは……。

「ぐににににっ！」

　独房の格子は、スタズが全身の力をこめてこじ開けようとしても、ビクともしなかった。

「くっそ……曲がってるみたいな声、出してみたのに……」

　両手で摑つかんだ格子からいったん離はなれ、スタズは額に浮かんだ汗をぬぐう。

　すると、突然、どこからともなく小さな笑い声が聞こえてきた。

「無理無理」

　リズの声ではない。

　これは同じ刑務所に閉じ込められている別の囚しゆう人じんたちのようだ。

「気持ちは分かるけどよ」

「そんなことするだけ体力の無む駄だだぜ？」

　姿こそ見えないが、あちこちから嘲ちよう笑しようの気配を交えて、そんな声がする。

「第一、出れたとしても、この刑務所はどことも繫つながっちゃいないって話だ」

「出たやつ、いないけどな」

「そういうわけだから、あきらめて筋トレでもしとけよ」

　忠告されているのか、馬鹿にされているのか分からない言葉の数々に、スタズは軽く吐と息いきした。

　が、そのとき、ふとあるものが目にとまった。

　独房の内側だ。

　壁かべに髑髏どくろマークがあって、その下に何やらボタンらしきものが設置されている。

「おい」

　と、スタズはたったいま声をかけてきた他の囚人たちに問いかけた。

「なんか壁にいかにも押しちゃいけなそうなボタンがあるけど、なんだこれ？」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、

「……押してみ」

　そんな答えが返ってきた。そして、またクスクスと笑う声。

　スタズはほんの少し考えこんでから、ボタンに手を伸のばした。

　特にためらいもせず、人差し指でボタンをポチッと押すと──。

　とたんに「ビーッ！　ビーッ！」とけたたましい警報が鳴った。

「ギャッハッハッ！　押しやがった！」

「だよねーっ！　押しちゃうよねーっ！」

　今度は他の囚人たちの馬ば鹿か笑わらい。

　そうして、

『受じゆ刑けい者番号１０９７６３９！　受刑者番号１０９７６３９が挑ちよう戦せん者ボタンを押しました！』

　どこからともなく、機械的な音声が流れてきた。さらに、あぜんとして見守るスタズの前で、独房の奥の壁がゴゴゴゴと地じ響ひびきめいた音を立てながら、ゆっくりとせり上がっていく。外見上は壁に見えたが、それは扉とびらでもあるようだった。

『受刑者番号１０９７６３９は速すみやかに奥へドウゾ！』

　開いた壁の奥は通路になっていた。

「御ご愁しゆう傷しようさま。まあがんばれよ」

「散ってこい」

「生きてたら、また会おうぜ」

　再び囚人たちの声が聞こえた。

「なんだってんだ……？」

　訳が分からないまま、それでもスタズは通路を奥に進みはじめた。







　通路の突つき当たりにあったのは、エレベーターだった。

　スタズが中に乗り込むと、すぐさまエレベーターは地下へ降りていく。

　やがて、目的とする階に到とう達たつしたのか、エレベーターは止まった。

　チンという乾かわいた音と共に開いた扉からスタズが外に出てみると、そこにはスタズをここに放りこんだリズの姿があった。

　壁に場ば違ちがいなほど平和な空の絵が描えがかれ、妙みように造りものめいた部屋。

　その部屋の中央で、ぽつんと突っ立っている。

「遅おそかったじゃない」

　スタズに声をかけるリズの左右には、何やら墓石のようなものが床ゆかから生えていた。いや、よく見ればここの床は土で構成された地面だ。

「お前な……」

　スタズはあきれ声でリズに言い返した。

「どんだけ俺のことが嫌きらいか知らねぇが、実の兄をなんのためらいもなくアルカトラずってんじゃねぇよ」

「なんとでも言え」

　リズの声こわ音ねにはあいかわらず好意の欠片かけらもなかった。仮面の内側の表情もまったくうかがえない。

「あんたは私の魔術に手も足もでない一いつ般ぱん人だった。それだけのことでしょ？」

　スタズは肩かたをすくめた。

「ただの一般人に特権魔術なんて使うなよ。特権乱用と変なマスクはお肌はだに悪いぜ？」

「ああ言えばこう言う」

「お互たがい様だろ？」

　リズとの会話を続けながらも、スタズは周囲を見み渡わたした。やはり妙な部屋だった。足の下には普ふ通つうの地面があるのに、空や雲は壁と天てん井じように描かれた絵。なんとなく、安っぽい遊園地のようでもある。

「で、なんだ？　この部屋」

　と、スタズはリズに視線を戻もどしつつ、

「ピクニック気分で口くち喧げん嘩かできるとこなのか？」

「違ちがう！」

　リズが鋭するどい声でスタズの問いかけを否定した。

「一つ、いいことを教えてやる。この刑務所は好きなときに出ることができる」

「へえ？　どうやって」

「簡単なこと。ボタンを押して──」

　そこで、リズが両手をあげた。よく見れば、さっきと違って、その手には大おお斧おのが握にぎられていない。

　そうして、リズはくいと両手で手招きをした。だが、それはスタズに対してやったことではないらしい。

　その証しよう拠こに、リズの手招きに反応したのは、リズの足元にある地面だった。少女の両りよう脇わきにあった二つの墓石。その手前の土がボコリと盛り上がり、地面の下から何かが出てくる。

　最初に見えたのは腕うでだ。

　続いて、頭。そして、上半身、下半身。

　服は一応着ている。

　しかし、開いた口の内側に見えるのはギザギザの歯。ぎょろりとした両の目。

　ゾンビだった。

「挑戦部屋でこいつらと戦って勝つ。外に出る条件は、それだけ」

　ゆらりと立ち上がった二体のゾンビの背後で、リズが告げた。

「でも──誰だれもそれができない」

「…………」

「あんたも刑務所ここに入っているクズ共と一いつ緒しよだってこと、思い知れば？」

　瞬しゆん間かん、

「!?」

　スタズの視界からゾンビの姿が消え失うせた。そして、気付いたときには首と右みぎ肩かたに激痛が走る。

「なっ……！」

　消えたかに見えたゾンビがスタズに嚙かみついていた。

　──速ぇ！

　虐ぎやく待たいの時間は始まったばかりだった。







　　第５章　魔人　　[image: ]
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　……どこからともなく囚人たちの声が聞こえてくる。

「なあ」

「いい加減、あきめたらどうだ？」

「そうそう。あいつらは不死身なんだよ」

　独どく房ぼうの壁に背を預けて座りこんだスタズは、それを完全に聞き流していた。閉じられたまぶた。返事どころか、身じろぎもしない。ただじっと──回復を待つ。

「入ったら最後、俺らは一生ここから出られねぇんだよ」

　また別の場所から囚人の声。

　すると、不意にスタズはまぶたを開いた。

　立ち上がり、すたすたと独房の中を歩くと、そのボタンを押す。途と端たんに鳴り響ひびくブザーの音。

「だあ───っ！」

「だから、何でだよ!?」

「無理だっつうの!!　何回戦っても一緒だよ!!」

　ゆっくりと独房の奥の壁が開く。

　リズの玩具おもちや箱を脱だつ出しゆつするための条件──それは、あの二体のゾンビを倒たおすこと。

　ここまでスタズは７回挑いどみ、７回とも半殺しにされ、この独房に送り返された。リズからの命令なのか、それともこの牢ろう獄ごくの規則なのか、あのゾンビたちは囚人であるスタズの命を奪うばうことはしない。だが、それでいて恐おそろしく強い。魔ま界かいではナワバリボスの一人であるスタズでさえ、まったく歯が立たないほどに。

　これが８回目の挑戦だった。
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　そのころ、ウルフと豆まめ次じ郎ろうが乗りこんだフランケンの研究室では、冬ふゆ実みの診しん察さつが終わっていた。

「フーン……」

　診察用の道具の一種なのか、あまり似合わないメガネをかけて、冬実の体のあちこちを調べていたフランケンが、メガネを外すと、

「こいつは面おも白しろいな。ユーレイってのがいるのは知ってたが……この娘むすめは、なんつうか、混じってんだよ。他ほかの魔ま族ぞくが」

　すぐそばでフランケンの診察を見守っていたウルフと豆次郎がお互いの顔を見合わせた。

「他の魔族……？」

「それってもしかして……吸きゆう血けつ鬼き？」

「ああ。入ってるな」

　事もなげに答えるフランケン。途端に豆次郎とウルフは騒さわぎだした。

「あのムッツリ野や郎ろう!!　全然興味ないみたいなフリしてたくせに!!」

「それはあれか!?　もう宿してる的なやつか!?　ハラミか!?　カルビか!?　手羽か!?」

「お前ら……何言ってんだ……？」

　フランケンはあきれたような目で豆次郎とウルフを見やってから、そういうことじゃないと話の軌き道どうを修正した。

「混じってるっつっても、魔力に、って意味だ」

　基本的に、彼ら魔族が魔力と呼んでいるもの。

　それは魔界の空気中に存在する魔素を吸収し、体内で生成したものだ。つまり、一つの種の体内で、その種以外の魔力が発生することは絶対にない。

　しかし、冬実の体内には幽ゆう霊れいという種以外の魔力が存在している。あのときだ。人間界で存在が消えかけた冬実に、スタズが己おのれの魔力を吸わせたとき。しかも、この魔力──つまり、本来であればスタズのものであるはずの吸血鬼としての魔力が、一度は消えかけた冬実を存在させ続ける源になっている。

　ところが、だった。

　冬実自身のいまの体は幽霊のそれであり、吸血鬼としての魔力を維い持じするのに十分な魔素を、空気中から摂せつ取しゆすることができない。

「簡単に言えばキャパシティオーバーだな。結果、こうして体が消えかけている」

「よく分かんないけど、またスタズが悪いのか？」

　これは豆次郎の意見だった。事実ではあるが、スタズが己の魔力を冬実に分け与あたえなかったら、その時点で冬実は消えていたのだから、こればかりは言っても始まらないだろう。

「要するに、どうすりゃいいんだよ？」

　ウルフがたずねると、フランケンは「ふむ」と首をひねった。

「どっちにしろ、このままじゃ消える……いや、こいつはもしかしたら、『アレ』に匹ひつ敵てきするやもしれんな」

　一いつ瞬しゆん、フランケンの瞳ひとみに物ぶつ騒そうな輝かがやきが宿ったように、ウルフには見えた。

　だが、ウルフがそれについて問い質ただす前に、フランケンの表情は元に戻っていた。

「救う方法がないわけじゃない」

　ベッドの上で眠ねむったままの冬実をちらりと見下ろして、フランケンはそう言った。

「この娘がどうやって吸血鬼の魔力を手に入れたかは知らんが、もし同じようにまた吸血鬼から魔力を吸い取ることが可能なら──今度は根こそぎ奪えばいい。その吸血鬼という種を完全に乗っ取るほどの魔力を」

　最初、その言葉が意味するところを理解できず、ウルフはややぽかんと目を見開いた。

　しかし、すぐに気づく。

「つまり」

　たちまちウルフは鋭い眼光でフランケンを射い貫ぬいた。

「殺せって言ってるのか……？　吸ス血タ鬼ズを」

「そうは言っていない」

　フランケンは平然とかぶりを振ふった。

「ユーレイという種の性質が『他の魔力との共存』であるならば、その種を飲みこんでしまえば、どんな種にもなれるということだろ。つまり、この娘はいまユーレイの体をしているが、同時に吸血鬼の体にもなれるというわけだ。そうなれば、もう消えるどころじゃない」

　そこで、フランケンの口元に初めてニヤリとした笑えみが浮うかんだ。

「とんでもない混同種ハイブリツドが誕生する──」

「ふざけんじゃねえっ！」

　ウルフは思わずその胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「何でそんな吸収合体みたいなことしなきゃいけねえんだよ！　それじゃ結局、魔力を吸われた吸ス血タ鬼ズは死ぬじゃねえか！」

「死にはしない。娘の体内で生き続けるんだ」

「うるせえ！　そういうこと言ってんじゃねえ！」

「だが、それしか彼女を救う方法はない。このままだと、彼女は完全にこの世界から消える」

　薄うす笑わらいを顔に貼はり付けて語るフランケンを、ウルフは火の噴ふき出るような目でにらみつけた。







「俺、やだよ～～～」

　半ば消えかけている冬実の太ふと股ももの上に乗り、豆次郎が情けない声をあげた。

「スタズか冬実のどっちかしか生き残れないなんて、あんまりだ～～。そりゃ冬実とは短い付き合いだけどさ……同じ低級魔族同士、情も移っちゃってさ……」

「やめろ。そんなことは俺も分かってる」

　ウルフが苛いら立だたしげに豆次郎に言い返した。すでにその手はフランケンを解放していた。感情に任せてフランケンを殴なぐったところで、事態は何も好転しない。

「クソッ……」

　冬実が寝ねているベッドのそばにある椅い子すに座り、ウルフはいらいらと自分の頭をかきまわした。

　その近くで、フランケンが相変わらず平然とした表情をそのいかつい顔に浮かべ、ウルフと豆次郎の会話を聞くとはなしに聞いていた。

　と、そこに、

「おーおー、これは見事なお通つ夜やムードですなあ」

　突とつ然ぜん、そんな声がしたかと思うと、部屋の窓から誰だれかが中に飛び込んできた。

　いや、正確には窓からではない。

　窓に重なるような形で出現した、空間魔ま術じゆつの枠わくから、である。

「ババーン!!　いてもたってもいられず、ベルちゃん、さんじょーうっ!!」

　しんと静まる室内。そして、ウルフと豆次郎がほぼ同時に、

「帰れ、大福」

「空気読め」

「いま大福じゃないでしょーがっ！」

　実際、その言葉通り、今日のベルは背中にあの大きなリュックを背負っていない。

「何の用だ？　ハイドラ」

　比ひ較かく的てき、まともな応対をしたのはフランケンだった。

　もっとも、ウルフと豆次郎に食ってかかっていたベルのほうは、その声を聞くと、にんまりと笑って、フランケンの顔を見上げた。

「おや、なんか迷めい惑わくそーな顔ね、フランケン」

「お前ら、知り合いか？」

「トーゼン！　フランケンは私のお得意様だもん」

　ウルフの問いかけに、ベルは胸を張った。

「いろいろヤバいブツも仕入れてやってんのよ」

「…………」

　フランケンが一瞬、沈ちん黙もくした。

　そして、やはり素そっ気ない態度でベルに、

「確かにそうだが──いまはブツを買う気分じゃないんでね」

「そりゃ残念。でも、今日は売りに来たんじゃないのよ」

　ベルはやはり楽しげに笑い、ベッドに寝かされた冬実に近寄った。

　女性同士の気安さか、豊かに盛り上がった胸をちょんと指先でつつく。

「この弾だん力りよくが消えちゃいそーだって話を聞いたもんでね」

　おそらく空間魔術を使い、どこかでこちらの様子を盗ぬすみ見ていたのだろう。

　またまたフランケンが黙だまりこんだ。

　すると、ベルはそれにからかうような視線を向け、

「んで、ここからが本題。フランケン、あんたは噓うそをついてる」

　ハッとしたようにベルの顔を見たのは豆次郎だった。

「冬実っちが助かる方法は一つじゃない。でしょ？」

　質問というより、確かく認にんするようなベルの言葉を聞いて、フランケンはなおも口をつぐんでいたが、やがて、ふっと苦く笑しようと共に息を吐はきだした。

「まったく、お前は。急だな。いつも……」

　しかし、言いかけたところで、フランケンの体が地面に叩たたきつけられる。

「っ！」

　ウルフだった。

　椅子から立ち上がると、目にも留まらぬ速さでフランケンの足を払はらい、半ば力任せにその体をなぎ倒したのである。

「お、お前も急だな……何を……」

「黙れ」

　仰あお向むけの姿勢で自分を見上げるフランケンを、ウルフは殺気のこもった目で見下ろした。

「俺は見下されんのが大だいっ嫌きらいなんだよ。噓つきと同じくらいにな」

　腰こしをかがめ、ウルフは倒たおれたフランケンの胸倉をもう一度、摑んだ。

「つまり……ぶっ殺されたくなかったら、真実を見下さずに言え」

　フランケンの額に一筋の汗あせが浮かぶ。

　やがて、観念したのか、フランケンはこう答えた。

「方法は……確かになくもない」

　ドカッ、という音が室内に響ひびき渡わたった。

　ウルフがフランケンではなく、そのすぐそばの床ゆかを殴りつけたのだった。

「なんだと？　もう一回、はっきり言ってみろ」

「……だから。方法はある」

　ここまで脅おどされて言うのだから、今度こそ噓ではないだろう。

　実際、ベルが横から付け加えた。

「吸血鬼を乗っ取るんじゃなくて、取り除くのさ」

「つまり」

　と、豆次郎が三つ目を輝かせて口を挟はさんだ。

「元のプレーンなユーレイに戻もどすってことか？」

「それが可能なんだな？」

　ウルフはベルにではなく、フランケンに念を押した。

「ああ……」

「なんで黙ってやがった。混同種ハイブリツドなんてイカれたこと言ってねぇで、最ハ初ナっからそれで万ばん事じ解決だろーが」

「フフフ……」

　なぜか、フランケンが低い笑い声を洩もらした。

「お前らには、な……。俺には違ちがう」

　ウルフがいぶかしげに眉まゆをひそめる。

　フランケンがなおも笑いながら話を続けた。

「事態はかなり深刻で、差し迫せまったところにあるのだよ……」

「はぁ？」

「なりふり構っていられなかったんだ……俺はとんでもない物を作り出してしまったからな……」

　ウルフのみならず、ベルや豆次郎の顔にも疑念が浮かんだ。

　この男はいったい何を言おうとしているのか──？

　すると、フランケンは寝ね転ころがったまま全員の顔を見回したあとで、今度は静かな口調でこう告げた。

「ヤツを止めなければ──」

　魔ま界かいが滅ほろぶかもしれない……。




　　　　２




　そこは生活感にあふれた部屋だった。

　ベルの自室のようにファンシーではない。スタズの部屋のように趣しゆ味みのグッズが並んでいるわけでもない。

　しかし、誰だれかが日ごろから生活している空気が漂ただよっているという点に関しては、その部屋も同じだった。使い込まれたコンロ、食器棚だな。さほど背の高くない冷蔵庫のドアには、磁石でメモのようなものも貼られている。

　壁かべ際ぎわに置かれた小さなブラウン管テレビには電源が入っていて、魔界で放送されている子ども向けの人形劇が映っていた。

　そして、その番組をまじまじと見ている小さな影かげが一つ──。

　自分で淹いれたココアのカップを手にして、顔にかぶった仮面の内側から、興きよう味み津しん々しんといった様子でテレビに見入っている。

　リズだった。

『ガオーッ！』

『わークマだぁ！　クマが出たぞーっ！』

　テレビの中で主人公がひょうきんな声と共に転ぶと、仮面の内側からは微かすかに笑い声も漏もれた。

　そうやって、どれくらい時間が経過したのだろうか。

　二杯はい目のココアを淹れて、リズが再びテレビの前に戻ろうとしたとき、不意に彼女の背後から声をかけた者がいた。

「マスクのままコーヒーかい？」

「！」

　ギクリとしたようにリズが振ふり返る。そこに──。

　漆しつ黒こくの影が浮うかびあがっていた。

「どうしたんだい？　そんなに驚おどろいて」

　カツンカツンという足音。開きっぱなしになっていた部屋の扉とびらの向こうから影が近づいてくる。

　肩かたから羽織った黒いマント。すらりとした体たい軀く。そして、いかにも切れ者といった印象を見る者に与あたえる、怜れい悧りなメガネ。

「私がここに来たのがそんなに意外かい？　リズ」

「兄様……」

　それはリズの兄であり、そして、スタズの兄でもある吸きゆう血けつ鬼き、ブラッド・Ｄ・ブラッズだった。

　カップを手にしたまま、リズはほんの少し、呆ぼう然ぜんとしたようにその場に立ち尽つくしていたが、やがて、

「ち、違います。これはココアです」

　と、少し慌あわてながらも、兄の間ま違ちがいを指し摘てきした。

「ああ、そうか」

　そのリズのそばまでやってきたブラッズは、穏おだやかな表情でうなずいてみせた。

「リズは苦いのが苦手だったね。すまない。私としたことが忘れていたよ」

「…………」

「でも、リズ」

　黙りこむリズに対して、ブラッズが男性にしてはやや繊せん細さいな手を伸のばした。

「君が挙動不ふ審しんな理由は、そこじゃないんだろ？」

　カチリという留め金が外される音がした。

　ほぼ同時に、リズの顔から仮面が外される。

　奇き怪かいな仮面の下から、まるでその対極にあるような可愛かわいらしい顔が現れた。ぱっちりとした大きな瞳ひとみ、柔やわらかそうな頰ほお。それでいて、視線だけはバツが悪そうに、目の前に立つ兄ブラッズにではなく、横へ向けられている。

「私と会うときは、マスクを外せと言ったろう？」

　ブラッズはやはり穏やかに諭さとし、リズに自分の顔を寄せた。

「さあ、私の目を見て、ゆっくり話すんだ、リズ」

「な……何をですか？」

「バレてないと思ったのかい？　君に特権を与えたのは私だよ」

「…………」

　手に持ったカップからゆらりと湯気が立ち上り、リズの頰を撫なでた。







「──なるほど」

　うなずいたブラッズの手には、こちらもカップが握にぎられていた。ただし、それはリズと同じ甘いココアではない。コーヒーだ。

　身を小さくして座っているリズの前で、ブラッズはカップを口元に持っていった。

「それはつまり、こういうことかい？　殿でん堂どう魔ま界かいに正規ルートではない不正なルートから不審な魔族が侵しん入にゆうした。だから、リズはその魔族を刑けい務む所しよに収しゆう監かんした」

　カップを傾かたむけ、ブラッズは一度だけ口をつける。

「わざわざ特権を使って」

「そう……です」

「そこだよ。私が引っかかるのは」

　小声で答えるリズに、ブラッズは微笑ほほえみかけた。

「侵入者がいたのなら、その場で処しよ刑けいすればいい。なぜ、私の許可もなく特権を使ってまで、ソイツを牢ろうに入れた？」

「…………」

「戦っても勝てないと判断しての一時しのぎなら、分からなくもないが──」

「あ……うん。それ……」

「だとしても、納なつ得とくがいかない」

　一いつ瞬しゆん、目を輝かがやかせて兄の言葉に同調しようとするリズだったが、ブラッズはあっさりと逃にげ道を断った。

「何か──私には、見られたくないものを慌てて隠かくしたようにも思えるのでね」

　リズがしゅんとなって、下を向く。

「怒おこらないから、言ってごらん、リズ。私にまだ隠していることがあるだろう？」

「……ぜったい怒るもん……」

「あるんだね？」

　完全に尻しつ尾ぽを捕つかまえたブラッズがわずかに瞳を細くしたとき、部屋にまた訪問者が現れた。

「リズ様～」

　ストライプのシャツを着た──ゾンビ。

　リズの玩具おもちや箱を脱だつ出しゆつしようと考える者の前に立ちはだかる、あの二体のゾンビの片割れだ。

「例の新入りのことで、ちょっとご相談が……」

　言いながら部屋に入ってきたゾンビは、そこでぴたりと動きを止めた。

「～～っ！」

　ブラッズの前に座っていたリズから、焼き殺されそうな目で睨にらまれたせいである。

「あ、あれ……これって、もしかして来ちゃまずい感じのヤツでした……？　アハ……アハハ……」

　ブラッズが自分のメガネの位置をくいと指先で正した。

　ゆっくりとゾンビのほうを振り返りつつ、また微笑し、

「例の新入り、か」

　もう隠しきれない。

　リズの顔に冷や汗が浮かんだ。







　ゾンビたちが挑ちよう戦せん者を迎むかえ撃うつあの奇き妙みような部屋で、ズタボロの姿になったスタズが座りこんでいた。

　ゾンビたち、さらにはリズ、ブラッズがそばに近づいていっても、まるで反応がない。といっても、もちろん死んでいるのではなく、気を失っているのである。

「かれこれ10回めっスよ」

　ゾンビの片方がうんざりしたようにリズに訴うつたえた。

「いー加減、ウザいんで、こいつもう半殺しじゃなくて、殺していいっスかね？」

　もっとも、リズはゾンビの声など聞いていなかった。

　自分の前に立つブラッズの背中を焦あせったように見上げ、

「違うの……兄様、これは……」

　だが、リズが弁解する前に、ブラッズのほうが動いた。

　優ゆう雅がな足取りで気絶したスタズに近づくと、懐ふところから一丁の拳けん銃じゆうを抜ぬく。銃口をスタズの胸に向け、ためらうことなく引き金を引く。

　辺りに響ひびき渡わたる二発の銃声。
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「わぁお」

　ゾンビたちが感かん嘆たんの声をあげた。

「即そく銃殺とか、話分かるぅ」

「……って、あれ？」

　しかし、そんなゾンビたちの前で、胸を撃ち抜かれたはずのスタズの右手がぴくりと動いた。そして、次の瞬しゆん間かん、閉じられていた両目がぱちりと開く。

「──お？」

　右手だけではなかった。たったいま、半死半生の状態だったスタズの体は完全に動くようになっていた。目を覚ましたスタズはいぶかしげに自分の体を見たあとで、今度は視線を前方に向ける。

　無論、そこにはブラッズの姿があった。

「兄貴……」

「魔ま素そ弾だんだ」

　ブラッズはごくあっさりとした口調でスタズに説明した。

「体内に直接撃ち込むことで、魔力が回復する。あとは吸血鬼の血が簡単に傷を癒いやしてくれるだろう」

　この発言に目を剝むいたのは、リズが従えるゾンビたちだった。

　無言でたたずむリズのほうを振り返って、

「吸血鬼の血って……それにいま、兄貴って……」

「リズ様、もしかして、あいつ……いや、あの方は」

　リズは黙だまりこくったままだった。

　いや、ぎりっとその歯が鳴る音がした。ヘの字になったその口。

　スタズの前にいるブラッズは、そんなリズのことなどまったく構わず、スタズに話しかけた。

「会いたかったぞ、スタズ」

　親しげな笑えみを向けられて、スタズはむしろ嫌いやそうに顔をそむけた。

「俺は出来ることなら、会いたくなかったけどな」

　ただ、愛あい想そのない言葉を兄に返しながらも、スタズは懐からそれを取り出した。どれだけゾンビたちにボロボロにされようとも手放さず、守り通したもの──人体蘇そ生せいの書。

　ブラッズが小首をかしげた。

「ん……？　その本は……」

「兄貴が書いたんだろ？」

「なんだ、サインか。いいだろう」

「……いらねえよ、そんなもん」

　いそいそと懐からペンを取り出そうとするブラッズを、スタズは疲つかれたような声で制止した。あいかわらず、この兄は何も変わらないようだ。

「俺が欲しいのは、この本の中身──人間を生き返らせる方法。それを聞きにここまで来た。知ってんだろ？　兄貴なら。教えろよ」

「ふむ」

　やや残念そうにペンを仕し舞まったブラッズは、小さくつぶやいた。

　そうして、急に表情を変え、

「断る」

　平然とスタズの頼たのみを一いつ蹴しゆうした。

「お前にその方法を懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えて、私に何の得がある？」

「言うと思った」

　スタズはスタズで怒おこりもせず、そう言った。やはり何も変わってない。

「大体、それを聞いて、どんな人間を生き返らせたいと言うのだ？」

　ブラッズがさらに問いかけてきた。

「女か？」

「…………」

　これには、むっとスタズも黙りこむ。そっぽを向くと、

「関係ねぇだろ、別に……」

「女なんだな」

　ブラッズが淡たん々たんと確かく認にんした。

「処女か？」

「だーもう何だよ、しつけぇな！」

　ついに頭にきて、スタズは怒ど鳴なり返した。

「関係ねーつってんだろ！　それとも、それ言ったら、教えてくれんのかよ!?」

「考えてやらんでもない」

「ぜってぇウソだろ！」

「ハッハッハ」

　スタズが怒り出したことが、かえって嬉うれしかったのか、ブラッズは明るく笑い始めた。

「…………」

　その横顔をリズがじっと見つめている。

　悔くやしそうに──そして、どこか泣きだしそうな目で。

「おい、見ろよ。ブラッズ様が笑ってるぜ」

　そんな言葉を口にしたのはゾンビの一体だった。もう一体もうんうんとうなずいて、

「ああ。俺、初めて見た」

「やっぱ兄弟だから、仲いいのかな？　ねえ、リズ様」

「……っ！　うるさい……」

　瞬間。

　業ごう火かがゾンビたちを襲おそった。

　燃え盛る火か炎えん。巨きよ岩がんすら溶とかしてしまいそうな、その猛たけ々だけしい炎ほのおに炙あぶられ、あっという間にゾンビたちが灰になっていく。

「アチチチッ……そんなぁ！」

「いまの、もしかして言っちゃマズい感じのやつでしたあ!?」

「すいませんねぇ」

　己おのれが灰になる恐きよう怖ふはないのか、ゾンビたちはそんな言葉だけを残して、骨だけの存在となり、カランコロンと地面に転がった。

　すいと振ふり返ったのはスタズと話をしていたブラッズだった。

「どうしたんだ、リズ」

「…………」

「急にゾンビを焼いたりして」

　責める口調でもなく、ただ事実を確認するようにたずねられて、リズはまた、むっと唇くちびるを曲げた。

　大きな手て袋ぶくろをはめた右手でごしごしと目元をこすり、

「こんなに弱いゾンビに、スタズは勝てなかった」

　そうブラッズに告げた。

「私は認めない。スタズが私や兄様と同じ殿でん堂どう魔ま族ぞくだなんて……」

「リズ、君は何か誤解しているね」

　必死の主張は、ブラッズの淡たん泊ぱくな声によって遮さえぎられた。

「スタズは純じゆん粋すいな吸きゆう血けつ鬼きだ。その時点で、殿堂魔族であり、どこに行こうと、吸血鬼であることは変わらない」

　その理り屈くつは正しいのだが、しかし──。

「そして、それは無論、スタズが君の兄であることも、だ」

「っ！」

　うつむき、肩かたを震ふるわせながら、ブラッズの言葉を聞いていたリズの両目がカッと開いた。

「違ちがう……」

　いやいやするように首を左右に振ったあと、リズの体が異様な気配に包まれる。手に例の大おお斧おのは持っていない。だが、あれはリズ本来の「武器」ではない。

　この幼い少女が本気になったとき、最大の力を発揮するのは──。

「私のほうが……兄様のためになっている」

　リズの背中から、翼つばさのような何かが生えた。

　光で象かたどられた二本の斧──具現したリズの吸血鬼としての魔ま力りよく。外に放出された状態で目に見えるという時点で、それはスタズが使う心臓圧縮ＺＩＰどころの騒さわぎではない。鋼鉄すら紙きれのように断たち切ってしまう。

「私のほうが優すぐれてるのに！」

　もっとも、その危険な代しろ物ものを見ても、ブラッズのほうは顔色一つ変えなかった。

「残念ながら、リズ」

　またもくいと指先でメガネの位置を正し、冷れい徹てつな声で、

「それも誤解だ」

「どうして、兄様はいつもそうやって！」

　リズの目に涙なみだが浮うかんだ。と同時に放たれる魔力。光の斧の柄えが伸のび、刃やいばがスタズの前に立つブラッズの目前に迫せまる。しかし、自分とスタズを一刀両断にしかねないその魔力の刃を、ブラッズは軽く手をあげただけで、いとも簡単に跳はね返した。彼もまた殿堂魔族。吸血鬼。しかも、その力は完全にリズを上回っている。

「そうやってぇ……」

　見ようによっては、スタズを守ったようにも見えるブラッズの姿を瞳ひとみに映し、リズは強く唇を嚙かんだ。

「そスいタつズを特別扱あつかいするの……？」

　ブラッズは小さく首をすくめてみせただけだった。それがまたリズを傷つけてしまったらしい。今度は魔力に感情を乗せるのではなく、地面に膝ひざをついて下を向く。

　とうとうリズの頰ほおに涙が伝った。そして、キッとブラッズではなく、スタズをにらみつける目。

「あんたが出ていって……ようやく兄様が私を見てくれると思ったのに……」

　まあ、要するに。

　これは嫉しつ妬とだ。

　大好きな兄に振り向いてもらえず、その兄に目をかけてもらっているように見える、もう一人の嫌きらいな兄に向ける幼い妬と心しん。ただ、だからこそ、当事者であるスタズにとっては、どうしようもない。困ったようにリズのことを見返すばかり。

「あれから……兄様は遠い目をして、昔のアルバムを見たり……通つう販はんで買った変な水すい晶しようで魔界の様子を見ようとしたり」

　半泣きの声で訴うつたえるリズの言葉はなおも続いた。

「今日だって本当は私じゃなくて、スタズに会いに来たんだ！」

　さすがに見かねたのか、ブラッズが冷ややかだった表情を優やさしいものに変えて、リズの傍そばに近寄った。

「そんなことはないよ。私はリズのことも……」

「うそだ！　兄様は私がコーヒーを苦手なことも覚えてなかったです！」

「だから、それは謝っただろう」

　二人の言い争いを聞きながら、スタズは軽く吐と息いきした。

　ずっと閉とざしていた口をようやく開く。

「ったく、変わってねぇな」

　手に持っていた人体蘇生の書の縁ふちで、スタズは自分の首筋を軽く叩たたいた。

「そんなくだらない理由で特権使ってぶちこまれちゃ、かなわねぇ」

「！　あんたには分からないんだ！　私の気持ちなんか……」

「お前だって俺の気持ち、わかんねぇだろ」

　泣きながら猛もう然ぜんと食ってかかったリズの言葉をスタズは遮った。

「だから、あいこだ。お互たがい、聞いたらくだらねぇ理由で動いてんだよ。お前が兄貴を思うように、俺は蘇生法を知りたくて必死こいてるわけだ」

　これには言い返せなかったのか、リズがまた悔しそうに口をつぐんだ。

　スタズは言葉を重ねた。

「そして、なんと、この問題を同時に解決できる人がそこにいるんだ、これが」

　水を向けられたブラッズがメガネの奥ですいと目を細くした。

「言うようになったじゃないか」

　と、ブラッズは涙をごしごしと拭ふいているリズの頭を撫なでながら、やや低い声を発した。

「いいだろう。だが、スタズ、お前も私の気持ちをまるで理解していない。いまからする話は、リズの前ではしたくない話だった」

　蘇そ生せい法は教えてやる──とブラッズは付け加えた。

「ただし、私の頼みごとを聞いてくれれば、という話だ」

「いちいち面めん倒どうくせぇ言い方しやがって……。リズの前で泥どろくせぇ取り引きの話させて悪かったよ」

「いや、聞かせたくないのは、取り引きそのものの話ではない。その、きわどい内容のほうだ」

　これにはスタズの眉まゆもぴくりと動いた。

「内容？」

「ああ」

　ブラッズはこの場に姿を現してから、初めて真しん剣けんな顔をして、

「魔ま界かいの魔族が、種が滅ほろぼされるかもしれん。ヤツの存在によって」
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　人造魔ま人じん、ＮＯ・９。

　その名を、パップラドン・アキム──。

　それが魔界きってのマッドサイエンティスト、フランケン・シュタインが造り出した怪かい物ぶつだった。

　元々、フランケンの一族は代々、人間の死体を繫つなぎ合わせ、一種の人造生命体を作りだすことに長たけた魔族だったのだが、フランケンはそういった先祖たちのさらに上を行くことを望んだ。その果てに思いついたのが、人間ではなく魔族と魔族を繫ぎ合わせることだった。研究はある程度の成功をおさめ、ついにフランケンは先祖たちの作った生命体を超こえる魔人を完成させた──はずだった。

　しかし、

『違う……違うんだよなぁ。こういうのじゃないんだよ、フランケン』

　フランケンの研究所内で生まれ、自我すら生まれたその魔人は、ある日、自らの体を見て、創造主たるフランケンを非難した。

『僕の肉体はぁ、もっと上質なのじゃないと、ふさわしくないだろぉ……』

『そうは言っても、危険だ。制せい御ぎよできる範はん囲いのパーツでなければ──』

『もういい、聞き飽あきた。もういい』

　──自分で探しに行くから。

　結局のところ、フランケンは自分自身の予想をもはるかに超える怪物を生み出してしまったとも言えるのだろう。

　フランケンの目の前で、その魔人は閉じ込められていた研究室から逃とう亡ぼうした。

　ある特とく殊しゆな魔術を使って──。







「空間移動っ？」

　フランケンの口からその話を聞いたベルは、思わず目を見張った。

「ああ」

　と、ウルフになぎ倒たおされ、床ゆかに寝ねっ転ころがった体勢のまま、フランケンはベルにうなずいてみせた。

「俺もそのとき、初めて知った。奴やつにそんな力があったとは気づかず、中ちゆう途と半はん端ぱな状態で外に出してしまった」

　もし、仮にその魔人が使った空間魔術が、ベルから盗ぬすまれたものだったとすると──。

　こういうことになる。

　ベルから空間魔ま術じゆつを盗んだ魔術泥どろ棒ぼうは、魔人そのものではない。おそらくフランケンが魔人を生成するときに使用したパーツ……そのパーツの持ち主である魔族が犯人。ただし、フランケンが魔人生成用として使用した以上、その時点で魔術泥棒たる魔族はすでに死亡していたことになるが。

　何やら首をひねって考えこむベルの横で、同じ話を沈ちん黙もくしたまま聞いていたウルフが「なるほどな」とつぶやいた。

「そんで、そいつを止めるために混同種ハイブリツドがどうとか言ってやがったのか」

　ベルと違い、ウルフは空間魔術うんぬんの点について興味などない。

　関心があるとすれば、別のことだった。

「まったくテメェは何も分かっちゃいねぇな」

　ウルフのその言葉に、フランケンはいぶかしげな眼めをしてみせた。

「どういうことだ……？」

「もう、ここのボスは俺だってことだ」

　ウルフは一言で答えた。

　そうして、不敵な表情を浮かべ、ぐっと拳こぶしをにぎると、

「俺のナワバリで起きた事件は、俺が直じかにブン殴なぐって止める。そういうルールだ」

「！　まさか──」

　あわてたようにフランケンが飛び起きた。

「む、無む茶ちやだ！　ヤツはお前が思っているより、はるかに……」

「はるかに、何だ？　強い、か？　上等だ」

　ウルフの口元がにやりと歪ゆがんだ。

「俺はずっと、そういうやつを探してた」

「……！」

「だから、交こう換かん条件だ」

　そこでウルフは笑えみを引っ込め、今度は鋭するどい目でフランケンを正面から見た。

「冬実を治せ」

　フランケンがしばし黙だまりこんだ。

　一度、ウルフから視線をそらし、ベッドの上で寝かされたままだった冬実のほうをちらりと眺ながめたあとで、

「……いいだろう」

　やや強こわ張ばった表情のまま、フランケンは首を縦に振ふった。

「だが、それはお前さんがヤツを止められたらの話だ」

「なっ。んなこと言わず、いまやってくれよ！」

　ベッドの上から豆次郎が口を挟はさんだ。

「もたもたしてたら、消えちまうって！」

「ダメだ」

　その点に関しては、フランケンも頑かたくなに拒きよ否ひした。

「半日なら、応急処置で娘むすめの体を維い持じできる。その間にヤツを止めてくれ。治すのはそれからだ」

「そんなっ……」

「交換条件ってのはそういうことだろ？　ウルフさん」

　フランケンが豆次郎にではなく、ウルフに問いかける。

　ウルフは少し不ふ機き嫌げんそうに舌を鳴らしたが、

「そうだな……」

　フランケンの言い分自体は認めた。

「で？　人造魔人そいつはいまどこにいるんだよ？」

「それなんだが、最後に目もく撃げきされたのは北魔界の──」

　ウルフに説明するフランケンの横顔を、ベルがなぜか冷えた眼まな差ざしで見つめている。
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　犠ぎ牲せい者しやはいまも増え続けている──。

　フランケンがウルフやベルに語った内容とほぼ同じ話を、スタズに聞かせたブラッズは、最後にそう付け加えた。

　フランケンのところから逃にげた人造魔人、アキム。

　その目的は自らが不完全と見なしていた自分自身の体のパーツを集めることにある。より良い体を持った魔族を、その手で次々と殺害していきながら。

「現在もヤツはさまよっては、略りやく奪だつ……進化を続けている」

　無論、移動手段として用いているのは空間魔術なのだろう。

　黙りこんで兄の話を聞いていたスタズは、ぼそりと感想を口にした。

「……そりゃ大変だな」

「早急に手を打つ必要がある」

「ああ、そうだよ。そうしたほうがいい……面おも白しろい話をありがとう。で、俺に頼たのみたい話ってのは？」

「無理にとは言わん」

　ブラッズの口調はあいかわらず淡たん々たんとしていた。

「正直、いまのお前にヤツをどうこうできるとは、私も思っていない」

「そそそ、無理無理。そんなん」

　スタズは他ひ人と事ごとのような口調でブラッズの言葉に同意した。実際、ブラッズの言う通り、自分が本当にその人造魔人に勝てないかどうかは別にして、そんな面倒事を任されるのは御ご免めんだった。軽口を叩たたいてごまかす。

「何？　じゃあ、そいつの写真を撮とってくるとかそっち系？　それだったら、何とか──」

「だが」

　ブラッズのほうはそれを完全に無視した。

　スタズに歩み寄ると、人差し指でその左胸を突つき、

「昔のお前を取り戻もどせたら、どうかな？」

　たちまちスタズの眼光が鋭くなった。

「何のことだ？」

「弾だん丸がんだよ、私が入れた。まだここにあるんだろ？　忘れたわけではあるまい？」

　途と端たんに、スタズは兄の左手首を摑つかんだ。

「ああ、覚えてるぜ……」

　声に殺気めいたものさえ走らせる。全身の力をこめて、摑つかんだブラッズの手首をひねる。

「テメエが俺を殺そうとしてたこともな」

　ボキリ、という鈍にぶい音がした。

　スタズが手を離はなすと、折れたブラッズの左手は手首の先から力なく下に垂れた。

「そうか」

　当のブラッズはそれを何の感かん慨がいもなく見つめたあとで、軽く左手を振った。ぷらんぷらんと揺ゆれていた手が、今度はコキリという軽い音と共に元に戻る。

「お前がそんなふうに思っていたとはな」

　すでに回復したブラッズの手が一度握にぎりこまれたかと思うと、また開いた。

　その手の平には、何やら小さな玉のようなものが載のっていた。

「では、これに見覚えがあるか？」

「……手品か？」

「そうじゃない。この物体にだ」

「ねぇよ……つぅか、いま、俺は腕うで折ったんだぜ？　なんで、そうノーリアクションで、フレンドリーなんだよ？」

「折ったのではなく、折らせてやったのだ。いまのお前はその違ちがいにすら気づかないくらいに非力だが……これが昔のお前だ」

「は？」

　さすがにスタズはぽかんと目を見開いた。

　すると、ブラッズは手の平で玉を転がして、

「これはお前が作った、元は直径５メートルの岩だ」

「いや……ちょっと、おい……」

　スタズが問い返そうとしたとき、二人のそばにリズがスタスタと近寄ってきた。ブラッズの話が長かったせいもあるのか、もう涙なみだは止まっている。

　そうして、リズは背せ伸のびをして、ブラッズの手の中にある玉をのぞきこむと、

「見せて」

「なくさないようにね」

　ブラッズが優やさしげに言い聞かせて、リズに玉を手て渡わたした。まじまじと自分の手に移った玉を見つめるリズ。

　スタズはあいかわらず呆ぼう然ぜんとしていた。

「待てって……おい……」

　ブラッズが肩かたをすくめた。

「分からんか」

「分からんかって……分からんよ」

「これがお前の才能だ。私はお前の才能を開花させようとしてきたろう？　実はそれは成功した。……だが。それは同時に失敗でもあったのだ」







　簡単に言えば、体が追いついていなかったということでもある。

　それはスタズすら忘れかけていた、子どものころの記き憶おく。

『兄貴、見ててね』

　幼いスタズはブラッズにそう言い、自分の前にある巨きよ岩がんに手を当てた。

　魔ま力りよくが発動する。そのおそろしく強大な気配にブラッズが寒気を覚えた瞬しゆん間かん、轟ごう音おんと共に岩は「圧縮」された。わずか数センチの玉に。

『ほら。すごいでしょ』

　得意げに振りかえるスタズだったが、その鼻からは血が噴ふき出していた。そして、直後にばったりと倒たおれた。

　同じようなことは何度も繰くり返された。

　あるときは城館の壁かべが木こつ端ぱ微み塵じんに破は壊かいされ。

　また、あるときは森の一部が更さら地ちと化し。

　そのたびに、現場では倒れているスタズの姿が発見された。

　早く開花しすぎた才能は、本人の肉体さえ耐たえきれない暴走を生む。放出された魔力は自分自身をも極度に疲ひ弊へいさせ、場合によっては、死に至らしめる。

「その結果、私はお前の力を奪うばった。それが事の顚てん末まつだ」

　強すぎる力を強制的に使用不可にするために──。

　かつてスタズの胸に例の弾丸を撃うち込んだことを、ブラッズはそんな言葉で説明してみせた。

「信じてくれなくてもいいが」

「…………」

　スタズは何も言わず、ただじっと自分の左手を見つめた。

　ブラッズはそんなスタズを前にして、小さく笑い、

「だが、いま、私は運命すら感じている」

　唐とう突とつにそんなことを口にした。

「ヤツ──人造魔人パップラドン・アキムが現れてから三日後の今日、力に見合った器うつわに成長したお前が私を訪ねてきてくれた……さあ、こちらに来い。心臓の弾丸を取ってやる」

　ブラッズの声こわ音ねが高こう揚ようしつつあった。

「そして、見せてくれ。私に……世に、本来の吸きゆう血けつ鬼きであるお前をっ──」

　だが。

　それに対する、スタズの返答は、

「いや、いいよ。別にこのままで」

　それだった。

　妙みように白けた空気が周囲に立ちこめる。

　その答えがあまりに意外すぎたのか、ブラッズはしばし硬こう直ちよくしていたが、やがて、

「な……はっ？」

　常つね日ひ頃ごろの冷静さにも似合わず、メガネの奥にある目を丸くした。

　スタズはなおも平然とそんな兄に告げた。

「だって、取ってもらったら、俺、その噂うわさの怪かい物ぶつと戦わされんだろ？　やだよ、そんなん。超ちようヘビーじゃん。俺は人体蘇そ生せい法を知りたいだけなんだ。それなのに、余計なオプション付けて取り引きのハードル上げられても困る」

「余計な……オプション……？」

　ブラッズはなおもあぜんとしている。

「ち、力が戻るんだぞ……？」

「いーよ、特に困んないし。いまは、そんなのいいから、もっとヌルい、とっとと終わる取り引きにしてくれ」

　ある意味では、筋の通ったスタズの言葉を聞いて、絶句するブラッズ。ちなみに、その横ではリズが二人の話をあまり聞いていなかったのか、ブラッズから渡わたされた玉を未いまだに見ていた。

　しばしの時間が過ぎた。

「……そうか」

　不意にブラッズが小さくつぶやいた。どうやら、やっと衝しよう撃げきから立ち直ったらしい。

　そうして、ブラッズはすいと横に視線を向けると、

「リズ」

「は、はい！」

　突とつ然ぜん呼びかけられて驚おどろいたのか、リズがびくっと肩を震ふるわせた。ぱちぱちと目をしばたたかせながら、ブラッズの顔を見上げる。

　そのリズにブラッズは静かに命じた。

「ゾンビを出せ」

「え……？」

「聞こえなかったかい？　ゾンビだ」

「わ、わかった」

　あわててリズは走りだした。部屋の奥、最初にスタズがこの部屋に連れてこられたときにもあった、二つの墓石のところに駆かけ寄っていく。

「……おい。なんのつもりだ？」

　嫌いやな予感を覚えて、スタズはリズではなくブラッズにたずねた。

　すると、ブラッズは冷ややかな目でスタズを見た。

「交こう渉しよう決けつ裂れつだ。いまからするのは取り引きではない」

　リズが墓石の間に立った。それもまた牢ろう獄ごく管理者の特権の一いつ端たんなのか、くいと手招きするだけで、さっき灰にされたはずの二体のゾンビが再び土の中から顔を出す。

「命令だ」

　立ち上がったゾンビに対して、リズではなくブラッズが告げた。

「スタズを殺せ」

「!?」

　愕がく然ぜんとするスタズ。一方、再生した二体のゾンビは、

「え？」

「いいの？」

　と、互たがいの顔を見合わせたあと、にやりと笑い、

「ラジャ──────ッ！」

　いきなりスタズに飛びかかってきた。




　　　　♠




「さあ、どうする？　弾丸を取らないと、死ぬぞ」

　冷然としたブラッズの言葉に応じる余よ裕ゆうなど、スタズにはない。

　気がつけば、すでに二体のゾンビは眼前に迫せまっている。

「ヒャヒャッ！」

　そして、左右から同時のパンチ。かわすヒマもなく、吹ふっ飛ばされる。

「ぐっ！」

　壁に叩たたきつけられた瞬間、息が詰つまった。

「クッソ兄貴っ……汚きたねぇぞ！」

　ようやく叫さけびながらも、なんとか立ち上がり、スタズは再度襲おそいかかってきたゾンビたちから距きよ離りを取った。

「何が『どうする』だ!!」

　下手に攻こう撃げきを仕し掛かけて、ゾンビたちに反撃の隙すきを与あたえるような真ま似ねをスタズはしなかった。こいつらの強さはさんざん思い知らされている。スピード、パワー、いずれも桁けた外はずれ。しかも、スタズが己おのれの魔力でその体を真っ二つにしても、すぐに再生する。あるいは、このゾンビたちは生物というより、この牢獄、『リズの玩具おもちや箱』のオプションの一種なのかもしれない。この空間を成立させている力を超こえる力をぶつけない限り、息の根を止められないのかもしれない。

「ひゃっは──────っ」

　逃にげようとしたスタズに対し、ゾンビたちがそれを上回るスピードで追ってきた。

　再び肉にく薄はくしたゾンビたちが放つ拳こぶしを、かろうじて身をひねることで避さけたスタズはなおも怒ど鳴なった。

「こんなもんに選せん択たくの余地があるかっ！」

「そうだ」

　やや離はなれたところで戦せん闘とうの様子を見守っていたブラッズが冷え冷えとした笑えみを浮うかべてみせた。

「いまのお前に断るという選せん択たく肢しはない。もちろん私と交こう渉しようする余地もだ」

　方向を変えたスタズが、ゾンビたちではなく、そのブラッズに駆け寄っていく。

「つまり」

　目の前に迫るスタズを見ても、ブラッズはその場から動かず、

「対等な立場ではなかったんだよ」

　その手を前方にかざした。

　体当たりしそうな勢いで接近したスタズとのすれ違ちがいざま、まるで指を鳴らすような仕草で、ブラッズは細く伸のびた自分の人差し指を、ぴんと前に向けて突つき出す。

　瞬間、ドンという鈍にぶい音がした。

「そう、この瞬間までは……」

　スタズの背中を突き破り、何かが外に飛びだしてきた。

　それは──弾だん丸がんだった。

　かつて、スタズの胸に撃ち込まれ、貫かん通つうすることなく、心臓で停とまっていた弾丸。

　背中から血を噴いたスタズが、ばったりと倒れた。

　ぴくりとも動かない。

「なんだ、ヤッちゃったんすか!?」

　背後からスタズを追いかけてきたゾンビの一体が、つまらなそうに声をあげた。

「あっけなー」

　そのとき、かすかに倒れたスタズの右手が反応した。わずかに動く指先。

　ブラッズはそれを見下ろして、

「いや、まだ死んでない。あとはお前たちの好きにしろ」

「げへっ」

「それって食っちまってもいいってこと!?」

　ゾンビたちがうれしげな声をあげた。ただし、彼らはブラッズの真の意図に気づいていない。

　ゆえに、

「んじゃ、お言葉に甘えて」

「いっただきまーすっ！」

　奇き声せいをあげて、地面に倒れ伏ふしたスタズに飛びかかったその瞬しゆん間かん、ゾンビたちは沈ちん黙もくした。

　いや、沈黙したというより、消しよう滅めつさせられたというべきか。

　一瞬にして蒸発する肉。バラバラになって、散乱する骨。

　そして、倒たおれていたスタズがゆっくりと立ち上がる。

　自分の周囲に散らばるゾンビたちの骨をちらりと見下ろして、

「なるほどな」

　面おも白しろくもなさそうにスタズはつぶやいた。

　無論、ゾンビたちを骨にしたのは、心臓の弾丸が失われ、本来の魔ま力りよくを取り戻もどしたスタズ自身だった。
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　突然、スタズやブラッズのいた部屋の天てん井じようが割れた。

　裂さけた天井の隙すき間まから、まっすぐに振ふり下ろされたのは、例の巨きよ大だいな拳。ここ『リズの玩具箱』にスタズが放ほうりこまれたとき、地面を割って、スタズを空間転移させた拳だった。もっとも、今回は「有罪」の判決が下ったわけではない。拳が意味するのは「釈しやく放ほう」。

「おめでとう、スタズ」

　ブラッズが微笑ほほえみながら賛辞を口にした。

　そのそばで、リズがなぜか青い顔をして、辺りをきょろきょろ見回している。……スタズやブラッズは気づいていないが、どうも「なくすな」と言われてブラッズから渡された例の玉を、さっきの騒そう動どうの中で落としてしまったらしい。スタズがゾンビを倒して釈放されることより、ブラッズとの約束を破ってしまうことのほうが、彼女にとっては一大事のようである。

「ゾンビの番人を倒し、これで正式に釈放だ」

　挙動不ふ審しんのリズを無視して、ブラッズが付け加えると、スタズは「あっそ……」と気のない返事をした。

「力を取り戻もどし、本来の殿でん堂どう魔ま族ぞく、吸きゆう血けつ鬼きになった気分はどうだ？」

「最悪だ」

　なおもたずねてくるブラッズに対し、スタズは素そっ気なく答えた。

「これで、その北魔界にいるとかいうバケモノを退治しなきゃいけなくなった。力が戻ってウキウキ気分なのはテメェだろ？」

「そうだな……ヤツはその力をぶつけるに足る、うってつけの相手だ」

　スタズの指し摘てきを否定することもなく、ブラッズは楽しげに笑う。

「私が開花させた才能をいま一度、完全なものとして見せてくれ。私のために！」

「ようやく本音を言いやがったな」

　うんざりと言葉を返しながら、スタズは部屋の地面に叩きつけられたあの巨大な拳に近づいた。地面を蹴けってひょいと飛びあがり、拳の手首部分にはめられた腕うで輪わの縁ふちに摑つかまる。

　すると、地面にめりこんだ拳がふわりと宙に浮いた。

　囚しゆう人じんをここ『リズの玩具箱』に送り込むのが拳の役目だが、それは出るときも同じだ。これの上に乗っていれば、外の世界に戻ることができる。

　徐じよ々じよにせり上がっていく拳の上から、スタズは足元にいるブラッズを見下ろした。

「余計なお世話で、恩着せがましく、自分の目的を相手に通すやり方が強ごう引いん……まったく俺たち、そっくりだ。そんなところが大だいっ嫌きらいだぜ、兄貴」

「フフフ……」

　癖くせなのか、ブラッズが指先でまたメガネの位置を正した。

「そうは言っても、私に従わざるをえない──お前は本当に可愛かわいい弟だよ、スタズ」

「約束だ」

　そのブラッズ目がけて、スタズは何かを投げた。

　あの本、人体蘇そ生せいの書だった。

　ブラッズは片手でそれを受け止めると、首を縦に振ってみせた。

「ああ。奴やつを止めることができたら、蘇生法を教えてやる」

「必ずだ」

「約束する」

　ブラッズがそう答えたとき、スタズの視界が不意に暗転した。

　転移させられたらしい。

　一度まぶたを閉じたあと、再びスタズが目を開いてみると、そこにはもうブラッズの姿もリズの姿もなかった。

　辺りに見えるのは、深く濃こく生おい茂しげった森の木々。

「なんだ……どこに戻るのかと思えば、捕つかまった場所か」

　まあいいや、とつぶやいたあとで、ふとスタズは自分の右手に目をやった。

　そして、

「ここなら、ちょっくら試ためせそうだな」

　右手を上げて、構えを取る。手の先から軽く魔ま力りよくを放出してみる。

　地じ響ひびきと共に、土つち煙けむりが舞まい上がった。

　破は壊かいされたのは前方の空間そのものだった。視界をさえぎっていた木々が粉々になり、森の外まで見通せるようになる。

　それは平均的な力しか持たない魔族が見たら裸足はだしで逃げだすような光景ではあったが、当のスタズは小さく鼻を鳴らしただけだった。

「これが俺の才能？」

　心底どうでもよさそうに頭をかく。

「くだらねぇ。家でゲームしてたほうが１００倍面白ぇ」

　ただ、これだけの力があれば、そこらの崖がけから飛び降りても死ぬようなことはないだろう。つまり、ベルの空間魔術がなくとも、すぐにでもこの殿でん堂どう魔界を離れて、地上に戻ることができる。

　もう一度、頭をかき、スタズは森の外へ向かって歩き出した。
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　最後に目もく撃げきされたのは北魔界。

　そこで一人の魔族を惨ざん殺さつし、体のパーツを奪うばったあと、再び移動。しかも、その移動には空間魔術を使っているものだから、姿を見た者はいない──。

　となれば、どうやって、その人造魔人とやらを見つけ出すのか？

　冬ふゆ実みの治ち癒ゆと引き換かえに、フランケンに魔人排はい除じよを約束したウルフが思いついたのは、これだった。

「げぼぉぉぉぉッ！」

　薙なぎ払はらったウルフの鉄パイプにも似た棒に吹ふっ飛ばされ、イノシシの頭を持つその大おお柄がらな魔族が近くのビルの壁かべに突っ込んだ。

　頭から壁にめり込む。

「ワリィな……ちっと、このナワバリ借りるぜ」

　ちなみに、このブタにも似たイノシシ男はこの近辺のナワバリボスでもある。

「いまから俺がボスだ」

　よそのナワバリで、ちまちまと捜そう索さくなどやっていられない。やるなら、人海戦術あるのみだ。ナワバリボスになってしまえば、その権限でこのナワバリの魔族たちを総動員することもできる。無論、相手は空間魔術を使えるのだから、すでにこの北魔界から遠く離はなれているかもしれないが、そうではない可能性もあるので、まずはこの土地から始めてみるべきだろう。

　そう思ったウルフは、ベルの空間魔術でここ北魔界にやってくると、いきなりナワバリ荒あらしを試みた。

　そして、首しゆ尾びよく見つけたナワバリボスを、たったいま叩たたきのめしたところである。

　──いや。

　叩きのめしたつもりだったのだが、

「……チビがぁ」

　壁にめりこんだイノシシ男が強引にその頭を引き抜ぬいた。怒いかりに震ふるえながら振り返る。

「調子こいてんじゃねえぞ……」

　ウルフは相手に気づかれない程度に舌打ちした。

　手加減しすぎたか、と胸のうちでつぶやきつつ、

「やめとけ。できれば殺したくねぇ」

　本来の目的はこのイノシシ男ではない。人造魔人とやらを潰つぶしたら、奪ったナワバリは返してやってもいいくらいなのである。

　付け加えると、ウルフとしてはあまり時間をかけてもいられなかった。

『半日なら、応急処置で娘むすめの体を維い持じできる』

　ここに来る前、フランケンはそう言っていた。あのマッドサイエンティストの言うことはいま一つ信用が置けないが、いずれにしても片をつけるのが早いに越こしたことはない。

　ただ、それは無論、ウルフの側の都合であって、相手にはそんなものを斟しん酌しやくする義理はなかった。

「じゃあ、俺がぶっ殺してやるっ！」

　太い体をさらに膨ふくらませ、イノシシ男が猛もう然ぜんと突とつ進しんを開始した。

　ウルフはさっきより棒を握にぎる手に力をこめて、それを待ちかまえる。

　しかし──。

　そのときだった。

「え……？」

　不意にイノシシ男の足が止まった。そして、何かぐちゃりと粘ねん着ちやく質しつな音がウルフの鼓こ膜まくを震わせる。

「！」

　飛び散ったのは鮮せん血けつだった。イノシシ男の丸く膨らんだ腹から噴ふん出しゆつした血。いや、噴出したのは血だけではない。

　その体の内側から、サルのそれのような長い毛むくじゃらの手が突つき出ていた。さらには、横腹からもう一本の手。こちらは毛に覆おおわれていない。

「ひぎゃああああああああっ！」

　腹を突き破られたイノシシ男が悲鳴をあげた。

「な、なんだ……俺の身体からだが……た、助け……」

　だが、声はそこで途と切ぎれた。

　イノシシ男の腹を破って、外に出た二本の異なる腕うでが急に引っ込んだかと思うと、今度は背中から本体が姿を現した。無論、こちらも肉と皮を裂さきながら。

　どう、とイノシシ男の体が前のめりに倒たおれた。もはや息をしていない。

　そして、愕がく然ぜんとして見守るウルフの前で、その男はイノシシ男の体内から完全に抜け出し、ウルフに呼びかけた。

「やあ」

　まるで知人に向けた挨あい拶さつのようだった。

「面白いショーだったろ？」

「あ……な……」

　あまりのことに言葉を失っているウルフを見て、左右異なる腕を持つ男はくっくと笑いだした。

「何が起こったのか分からないって顔をしてるね」

　登場の仕方も異様だったが、その姿も異常だ。腕だけではない。あちこちに手術で縫ほう合ごうされたような傷きず跡あとがあり、左ひだり肩かたには何本ものツノが生えている。そして、何よりその目。およそ正気というものを感じさせない、狂きよう気きの色に染まった瞳ひとみ。

「いまのはね、これを使ったんだ」

　その瞳のまま、男は得意そうに言って、右手に持っていたリングのようなものを指の先でくるくる回してみせた。

「魔力で伸しん縮しゆく自在の指輪。これ、昨日手に入れてから使ってみたくてしょうがなかったんだ。だって、僕の特別な能力にぴったりなんだもの」

　そういう性格なのか、男はウルフの反応がなくとも、一方的にしゃべり続ける。

　そして、指先で回していたリングをぴんと弾はじいて投げた。リングはくるくると回転しながら、ウルフに向かってくる。

「大口を開けてたブタさんの口の中にいってらっしゃーいして、体内で広げたら──」

　男の言葉に反応するかのように、リングの直径が空中で伸のびた。

「ズドン」

「っ！」

　広がったリングの中から、突とつ如じよとして何かが出現した。

　それは男の右みぎ腕うでだった。とっさにウルフは背後に跳とんで、自分の体を貫つらぬこうとした男の手から逃のがれる。見ると、道の向こうに立った男の右腕の横には、もう一つのリングが浮うかんでいて、男の腕の先はその輪の中に消えていた。

　──これは……空間魔術！

　即そく座ざにウルフも悟さとる。

　腕だけ移動させた男が、今度は体ごと移動してきた。地面に転がったリングの中からその上半身がぬっと姿を現す。

「あれ？　なんだか、この能力を知ってるみたいな顔をしてるね？」

　男がウルフの表情を見て首をかしげた。

「つまんないの」

「てめぇ……」

　ようやく最初の驚おどろきから立ち直ったウルフは、相手を射殺さんばかりの眼光でにらみつけた。

「そんな玩具おもちやを自じ慢まんしたいがために、あいつを殺したのか」

　濁にごった空の下、内臓をぶちまけ、道の真ん中で倒れ伏ふしたイノシシ男の体は、もはや肉につ塊かい以外の何物でもなかった。

「そうだよ」

　男は平然とウルフの言葉にうなずいた。

「でも、君だって、その棒でブタさん飛ばして遊んでたよね？」

　断じて遊んではいない。付け加えると、できることなら殺したくないとも思っていた。

「あ、そうか。僕が先に殺やっちゃったから、怒おこってるんだ？」

「…………」

　その男の言葉で、ウルフは完全に本来の自分を取り戻もどした。

　西魔ま界かいのほとんどを支配するナワバリボス、ウルフ。筋の通らないことが嫌きらいで、必要以上の殺さつ戮りくを行うような残ざん虐ぎやくな魔族ではないが、かといって、その性質は間ま違ちがっても温おん厚こうではない。

「どんなやつかと思ってたが、安心したぜ……」

　声こわ音ねにまぎれもない殺気をこめて、ウルフは再び口を開いた。

「思いっきりぶん殴なぐれそうな相手で──パップラドン・アキム」

「！」

　これには男がわずかに目を見開いた。いぶかしげにウルフを見て、

「君……能力だけじゃなく、なんで僕の名前を知ってるの？」

「知りたいか？」

　ウルフは口元を歪ゆがめた。

「もうちっとマシなショーを見せてくれたら、教えてやってもいいぜ」




　　　　♠




　窓に重ね合わせた空間魔術の枠わくの中から、再び彼女は姿を現した。

「ババーン!!　またまたベルちゃん参上ーっ！」

　北魔界にウルフを送り届けたベルがフランケンの研究室に戻ってみると、そこでは、さっきまで眠ねむりについていた冬実が目を覚ましていた。手に何か瓶びんのようなものが握られている。──魔素ドリンク。存在が消えかけている冬実にフランケンが与あたえたものだ。これを飲み続けるかぎり冬実は消えないが、しかし、ドリンクには限りがあるらしい。

「おーおー、予想通りのお通つ夜やムードっすなぁ」

「ベルさん……」

「うぜぇ……」

「だまれっ、アニマル（小）」

　げんなりとする豆まめ次じ郎ろうの頭を指先で弾いてから、ベルはベッドに腰こし掛かけた冬実の顔をまじまじとのぞきこんだ。

　表情は決して明るくない。

「あの、私……」

「ほうほう、その顔は」

　何か言いかけた冬実を、ベルはあっけらかんと遮さえぎった。

「フランケンから聞いたみたいね。んで、ソッコー『皆みんなに迷めい惑わくを……』とか思ってる顔だ」

「…………」

　図星のようだった。

　うつむく冬実の姿を見て、ベルが珍めずらしくその瞳にほんの少しだけ優やさしげなものを浮うかべてみせた。

「安心しな。ウルフはそんなこと微み塵じんも思っちゃいないよ」

　実際、その言葉に噓うそはない。




　　　　♠




　身構えたウルフの前で、人造魔人アキムがニヤリと笑ってみせた。

「なんだぁ。君も僕と遊びたかったんだね」

　ウルフも笑った。

「ああ、そうだ」

　その言葉が終わるやいなや。

　アキムの視界からウルフの姿は消えていた。

　すいと視線を頭上に向けるアキム。

　そこにウルフがいた。宙高く跳んだその姿。最高点は軽くビルの二階に届いているだろう。

「いいよ」

　と、アキムはゆらりと体を傾かたむけながら、また笑った。そこへ棒を構えたウルフが一直線に降りてくる。振ふり下ろされる棒。アキムどころか地面すら叩たたき割りかねない一いち撃げきだ。いや、実際にそれはアキムの足元の地面をえぐった。派手な炸さく裂れつ音と共に飛び散るアスファルトの破は片へん。だが、そのときにはアキムの姿も消えている。

「遊んであげる」

　もうもうと立ち込める土つち煙けむりの向こうからそんな声がした。声の位置は離はなれている。しかし、この相手にそんな常識は通用しない。

　それが分かっているウルフは即座に反応した。

　土煙に紛まぎれるようにして空中に浮かんでいる例のリング。

　直径が膨ふくらんだその内側から、矢のような勢いで突き出されたアキムの右腕うでを、ウルフは寸前のところでかわす。

「おっと」

　さらに伸びた腕を横から抱かかえこみ、その肘ひじに自分の棒を押し当てた。

「こいつはもう見たやつだぜ」

　棒を支柱にして、ウルフは抱えた相手の腕を逆側にへし折った。

　ボキリという鈍にぶい音と共に、アキムの腕が本来なら曲がらない方向に曲がった。

「あ……」

　やや離れたところから、それを見守るアキム。その右腕は、自分の右側にあるリングの内側に消えている。

　そうして、アキムは大声で笑い出した。

「アハッ、アハハッ！」

　痛みを感じていないのか。

　笑いながら、アキムはそのまま横のリングの内側に頭ごと突っ込んだ。空間魔術。折られた腕だけでなく、上半身がウルフの間近に転移してくる。

「君……いいね。すごくいいよ」

　ウルフに顔を寄せたアキムは舌した舐なめずりをしながら、ささやいた。ウルフは即座に相手の腕を離し、再び距きよ離りを取る。

「ん～迷うなぁ」

　下半身は離れた位置に残し、上半身だけをリングの中から出現させたアキムが鑑かん定ていするような視線でウルフの全身を見た。

「どこの部位パーツもいい」

「……。何、ぶつくさ言ってやがる」

「足……足か。うん。そう、本来なら足なんだけど、う～ん……」

「余よ裕ゆうこいてんじゃねえぞっ！」

　叫さけび声と共にウルフは地面を蹴けった。一気にアキムの上半身との距離を詰つめる。

「あーもう、せっかちだなあ」

　再び振り下ろされるウルフの棒。

　だが、ついさっき地面を叩き割るほどの威い力りよくを見せたそれは、軽々と受け止められた。しかもだ。

　ドガッ、という音と共に棒の動きを止めたのは、アキムの剛ごう毛もうに覆おおわれた右腕──。

「なっ……!?」

　さすがにウルフは驚きよう愕がくの声をあげた。

「こっちの腕はさっき……」

「折ったハズ、かな？」

　というより、いまもその腕はウルフの打だ撃げきを受けたせいで、あらぬ方向に曲がっていた。

　しかし、本来なら折れて、もはや使い物にならなくなっているように見えたその腕は、一いつ瞬しゆんにして元の形を取り戻した。受け止めたウルフの棒を払はらい、そのまま拳こぶしがウルフの脇わき腹ばらに叩きこまれる。

「っ！」

　轟ごう音おんがした。道の端はしから端まで吹ふっ飛ばされたウルフの体が、道みち端ばたにあった建物の壁かべに突つっ込んだ音だった。壁を貫かん通つうはしていない。しかし、コンクリートの壁へき面めんにはひびが入り、ウルフの体は内側にめり込む。

「治ったわけじゃないよ」

　ウルフを壁に叩きつけたアキムがそう言った。

「確かに折れてた。でもね……僕には関係ない。さて、なぜでしょう？」

「知るかよ」

　人間なら即そく死ししかねない一撃をまともに受けたウルフが、こちらも死ぬようなことはなく、ゆっくりと身を起こした。

「クイズは嫌いみたいだね？　僕は好きなんだけど」

　アキムもそれに驚おどろいていない様子だった。

「教えてあげるよ。答えは……全部、飾かざりだから」

　言って、アキムは元に戻った右手の指をこきこきと鳴らしてみせた。

「この手も足も、神経で動かしてるんじゃない。身体からだを構成するものはすべて、魔ま力りよくで操あやつってるだけ。骨も肉も──だから、君が見ている僕は僕だけど、本当の僕の姿じゃない。死肉を操る亡ぼう霊れい……それが僕の正体だからさ」

　言い換かえれば、魔力そのものがアキムの源だとも言えるのだろう。目に見えるものをへし折ったところで、本体へのダメージはさほどない。

　起き上がったウルフはぺっと唾つばを吐はいた。

　そして、

「あっためてたラップのポエムは決まったか？」

　その顔に挑ちよう発はつ的な表情を浮かべつつ、ウルフは持ったままだった自分の棒をくるりと手の中で回転させてみせた。この棒、実は先せん端たんの部分に蓋ふたがついている。そして、中身は空くう洞どうにもなっている。

　ウルフはその蓋を指先で開けた。

「そんじゃ、ここいらで、コッチも持ってきた弁当を食いながら、楽しいランチといこうか」

　蓋が外れると、棒の内側から何か黒い霧きりのようなものが噴ふき出した。

「アハ、なんだい？　それ」

「これか？　これは別の入れ物に入ってた俺の魔ま力りよくだ。これから本来の入れ物に戻もどろうとしている」

　──特とく殊しゆな能力を持っているのは、何もアキムだけではない。

　ウルフもまたそうだった。彼がさっきから使っていたその棒は、単なる武器ではないのである。

　本当は、いざというときの切り札。

「さあ、ここでお前の好きなクイズの時間だ。魔力が外にあると、姿が変わる生き物はなーんだ？」

　噴き出した黒い霧、いや、ウルフ自身の魔力がウルフの全身を包みこむ。

　その瞬しゆん間かん、ウルフの姿に変化が生じた。

　顎あごが尖とがり、口が裂さけ、耳は鋭するどく大きくなる。膨れ上がる腕の筋肉、伸のびる爪つめ。それは以前、スタズとのボクシング勝負で変化したウルフの姿にも似ている。ただし、あのときに比べると、変化の幅はばがさらに大きかった。

　その姿はまさに人間界でも名を知られる魔物そのもの。

　狼おおかみ男。

「答えは俺だ」







　あえて言えば。

　それは伝承通りの光景なのかもしれない。

　狼男。人間界で伝わる昔話によれば、それは月の光を浴びることによって本来の姿になるという。月の光──一種の魔力光だ。

　ウルフが本来のウルフ、つまりフルパワーの狼男になるには、条件がある。

　それは、ちょうど自分の全身を覆える量の魔力で、自分自身をコーティングすること。この状態になると、初めて真の狼男に変身できる。逆に魔力量を間ま違ちがえると、スタズとのボクシング勝負のときのように、中ちゆう途と半はん端ぱな変身になってしまう。当然、本来の力も発揮できない。

　ただし──。

「！」

　アキムがわずかに目を見開いたとき、棒を投げ捨て、疾しつ風ぷうと化したウルフがその眼前に肉にく薄はくしていた。矢や継つぎ早ばやに繰くり出される拳。スピードもパワーもさっきまでのウルフとは桁けたが違ちがう。両手を交差させて受けるアキムをそのまま一気に後方まで押し込んでいき、背後にあった建物の外がい壁へきさえも破は壊かいしてしまう。
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「いい……いいよ、すばらしいっ！」

　だが、それだけの攻こう撃げきを受け、全身をボロボロにされながらも、そのたびにアキムは己おのれの魔力で体を復元し、高らかに笑った。

「棒なんて振り回してたときの君よりずっといい！　そのスピード！　パワー！　無む駄だのない理にかなったスタイル！」

　またもウルフのパンチがアキムの頰ほおをとらえる。ぐにゃりと顎あごが歪ゆがみ、骨の砕くだける音。

「美しい！　でも、どこか──」

　なおも言葉をつむぐアキムに対して、ウルフは無言のままパンチを振りきった。

「はかない」

　そのまま吹き飛ばされるアキムの体。地面を二度、三度と跳はね、だが、ほぼ同時に折れた骨や潰つぶれた肉を修復しながら、アキムは後方に飛んでいく。

　その動きが止まったとき、アキムはまたも何事もなかったように、元の体を取り戻し、その場ですっくと立ち上がった。

「いや、そのはかなさが美しいのかもしれない」

「…………」

　ウルフはやはり口を閉とざしたまま、再び攻撃の構えを取った。ぎんと、まるで生き物のように鋭く伸びたものがある。

　ウルフの両手の爪つめだった。

　すると、今度はアキムのほうも自分から動いた。

　その左ひだり肩かたに生えた何本ものツノ。それをやや離はなれたところに立っていたウルフに向ける。

　ウルフが地を蹴って跳とんだ。

　その瞬間、アキムの体にも異変が起こった。一気に伸びる肩のツノ。それはまるで剣けん山ざんのように鋭く尖り、突っ込んでくるウルフを迎むかえ撃うとうとする。

　宙に舞まったウルフは両りよう腕うでを大きく振ふりかぶりながら、ふと、その胸のうちでつぶやいていた。

　──こちとら時間がねぇんだよ。

　交差するウルフの両腕。その手に生えた鋭えい利りな爪が、あっという間にアキムのツノをバラバラにする。いや、ツノだけではない。障害物を取り除いたウルフの爪は、そのまま接近したアキムの全身をもすれ違いざまに切り刻んだ。噴ふん出しゆつする血。しかし、それでもアキムは倒たおれない。ぱっくりと開いたはずの傷がまたまた修復を開始している。

　この怪かい物ぶつを倒す方法は、おそらく一つしかなかった。

　それは、肉体を操っている魔ま力りよくそのものをすりつぶしてしまうほどの強力な一いち撃げきを叩たたきこむこと。でないと、こいつは魔力の続くかぎり、何度でも再生してしまう。無論、そうやって再生するたびにアキムの魔力は消費されているだろうから、攻撃を続けていれば、いずれは力ちから尽つきるときが来るのかもしれないが、残念ながら、その手はウルフには使えなかった。

　というのも、ウルフ自身にも弱点があるからである。

　実を言えば、ウルフは純じゆん粋すいな狼男ではない。

　彼は雑種だ。父は本物の狼男だった。だが、母はそうでなかった。ゆえにウルフの体は純血の狼男のそれではなく、別の魔族の血が混じっている。

　その雑種な部分が、真の狼男に変身したときにウルフの邪じや魔まをするのだった。外に出し、自分自身をコーティングした己の魔力。それは時間が経たつごとに、どんどんウルフの体内に戻ってしまう。純粋かつ強力な力を持った狼男なら、こんなことは起こらない。望む限り、自分自身をずっと狼男の状態に保っていられる。しかし、ウルフはそうではない。

　制限時間は、約３分。

　それがウルフにとって最大限の力を発揮できる、真の狼男でいられる時間だった。

「フフ……」

　切り裂いたはずのアキムの体がほぼ元通りになりかけていた。ウルフの鼓こ膜まくをかすめる低い笑い声。

　それを聞きながら、ウルフはまた跳んだ。

　このままでは、らちが明かない。

　ちまちまと攻撃を仕し掛かけても、すぐに再生されてしまう。

　となれば──。

　肉にく片へんと化すまで切り刻んでやるだけだ。

　もはや再生すらできないほど、細かく、バラバラに。

　振り返ろうとするアキムに、ウルフは一気に迫せまる。

　そして、全身の力をこめ、腕うでを振るった。放たれる無数の斬撃。その手から伸びた爪がもはや閃せん光こうを思わせるスピードで右に左に薙なぎ払はらわれる。

「っ！」

　初めてアキムの表情が歪んだようにも見えた。そこへ、さらに襲おそいかかるウルフの爪。無理な使い方による過か負ふ荷かのためか、こちらもすでに切れ味がにぶりつつあった。だが、それでも棒立ちになったアキムを輪切りにすることくらいは可能だった。

　ザシュッ、という空気を切り裂くような音と共に、アキムの体がウルフの狙ねらい通り、バラバラになる。

　そうして、初めてウルフは閉ざしたままだった口を開いた。

「あばよ。変態ツギハギ野や郎ろう」

　だが──。

　その瞬間だった。
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　突とつ如じよ、爆ばく発はつ音が沸わき起こった。

　ただし、それはウルフとアキムの戦せん闘とうとはまるで関係のない場所で発生したもの。

　突とつ然ぜんのことに、さすがのウルフも驚いて、音のした方角を振り返る。

　そして、ぽかんと目を見開いた。

「は？」

　背後にあったマンションのような建物に何かが激げき突とつしていた。まるで隕いん石せきでも落ちてきたかのように、二階部分が粉々に破壊されている。

　そして、もうもうと立ちこめる土つち埃ぼこりの中から、

「いってぇ～～」

　聞き覚えのある声がした。

「俺、飛べないの忘れてたぜ」

　通り過ぎていく風がわずかに煙けむりを払い、ガレキの陰かげからその魔ま族ぞくが姿を現した。頭をかきながら出てきたかと思うと、こちらを見て、いぶかしげな顔をする。

「って、あれ？　ウルフじゃん」

「ス……スタズ！」

　それは間違いなくウルフの幼なじみ、スタズだった。……もちろん、あの殿でん堂どう魔界から空間魔術もなしに、そのまま飛び降り、たったいま地上に戻ってきたことなどウルフには分かりようもない。

　続く言葉は、二人の口から同時に発せられた。

「何してんだよ、こんなとこで」

　それは互たがいに当然の疑問だったが、そこに、

「新しいお友だちかい？」

「！」

　ハッとして、ウルフは声のした方角に目をやった。そして、低くつぶやく。

「おいおい、マジかよ……」

　無論、声の主はアキムだった。

　完全にバラバラにされたはずなのに、その体の部分部分が糸で引き寄せられるかのごとく、元の形を再現しようとしている。

「どうなってんだよ、それ……」

「言ったろ」

　半ば畏い怖ふまじりのウルフの言葉に、アキムは平然と応じた。

「僕は亡ぼう霊れいだって」




　　　　２




「どう？　今回のショーは驚おどろいてくれたかな？」

　からかうようにウルフへ声をかけたとき、アキムの全身はすでに元通りになっていた。

「…………」

　ウルフは無言で自身の顎あごをつかむ。触ふれた手先にかすかな違い和わ感かんがあった。本来ならもっと尖とがり、前に突つき出ていたはずの顎が、若じやつ干かん、引っこみつつある。

　──くそ。

　思ったより早く、変身が……。

　焦しよう燥そうと共にウルフが思ったとき、その横に何かが飛び下りてきた。

「！」

「時間切れか？　ウルフ」

　むしろ楽しげに笑って、隣となりに立ったスタズがウルフにたずねてきた。無論、スタズはウルフが雑種の狼おおかみ男であることを知っている。

　そうして、スタズはウルフの前に出た。

「お前が狼男になってやり損そこねた相手は初めてだな」

「どけよ。まだ終わってねえ」

「そんなこと言わずに俺にも紹しよう介かいしてくれよ。このビジュアル系が、例の何とかって怪物だろ？」

　その怪物は突然現れたスタズにも動どう揺ようすることなく、小こ馬ば鹿かにしたような視線を向けた。

「へえ……君も僕のこと知ってるの？　なんで？」

　しかし、そこに、

「どういうことだ、スタズ」

　ウルフがアキムの問いかけを無視して割り込んだ。

「テメエ、蘇そ生せい法はどうしたんだよ？」

「おめえこそ、冬実をどうしたんだよ」

「こっちが聞いてんだろ、答えろ！」

「お前が答えたら答えてやる」

「うるせえ！　こちとら時間がねえんだよ！」

「知らねぇよ、そんなこと」

　アキムそっちのけで言い争いを始める二人。

「……。君たち──」

「時間ねぇなら、とっとと言えよ」

「言ってる時間がねぇって言ってんだろ」

「時間がねぇって言ってる時間がねぇってどういうことだよ？」

「そんなこと言ってねえだろうが！」

　しかも、互いの主張がかみ合っていない。

　さらに、このやりとりは本来の敵をほんの少し怒おこらせてしまったようだ。

　顔を突き合わせて口くち喧げん嘩かを続ける二人の頭上から、何か黒いものが降ってきた。そして、地面が派手な炸さく裂れつ音と共に割れる。

「聞いてるのは僕だ」

　振り下ろされたのはアキムの右みぎ腕うでだった。まるでホースのように長く伸のびている。魔ま力りよくで操あやつっている以上、伸しん縮しゆく自在なのだろうか。

　左右に飛び退ずさって、それをかわしたスタズとウルフに対して、アキムは薄うす笑わらいと共に宣告した。

「君たちが何者かは知らないが、答える気がないのなら、ショーはここまで。次は君たちがバラバラになる番だ」

　言葉が終わると同時に、アキムの表情が凶きよう暴ぼうなものに変化した。ゾクリとウルフは背筋に寒気を感じる。無論、これはアキムの顔に怯おびえたのではない。表情以上に変わったものに気づいたからだ。

　こいつ……！

　変化したもの、それはアキムの気配、威い圧あつ感かん、そして、その体を包む魔力。

　さっきは本気じゃなかったってのか……！

　その一方で、ウルフのタイムリミットは刻一刻と近づいていた。

　一いつ瞬しゆん、ウルフはちらりと視線をアキムからそらした。

　そして、あえて自分から変身を解く。しかし、完全にではない。右手だけは変身したときの狼男の状態を保つ。そうやって、ウルフは残った力の全すべてを拳こぶしに籠こめ、そのまま足元の地面に拳を叩きつけた。舞まい上がったのは土つち煙けむり。それはもはや土の噴ふん射しやと言ってもいいほどの勢いで、前方にいたアキムに降り注ぐ。その視界を覆おおい隠かくす。

　不利を悟さとったウルフが、この場からいったん逃にげるための目くらまし──と思わせて、実はそうではなかった。

　まるでウルフの行動を最初から読んでいたように、その影が動いた。

　スタズだ。

　ウルフの作った一瞬の隙すきを逃のがさず、アキムに接近すると、

「必っ殺ぁつ!!」

　なぜか、腰こしを落とし、その背中を目の前の人造魔ま人じんに向け、

「吸血鉄てつ山ざん靠こう!!」

　肩かたで相手をふっ飛ばした。

　技わざのモデルは人間界に存在する八極拳である。ただし、スタズがこれを知ったのは、何年か前に人間界で流りゆう行こうした某ぼう格かく闘とうゲームからだったりもする。付け加えると、元の技と吸きゆう血けつ鬼きはなんの関係もない。

　だが、その威い力りよくたるや、でたらめだった。

「っ!!」

　技を食くらったアキムの体が弾だん丸がんのように宙を駆かけた。その先に魔界のマンションやビルがあってもお構いなし。障害物があれば、それを突き破り、周囲にある物をことごとく破は壊かいしながら、直進を続ける。あっという間に姿すら見えなくなってしまう。

「10年早かったな」

　お約束の台詞せりふを吐はき、屈かがめていた腰を元に戻もどすと、スタズはフンと軽く息を吐きだした。

「やっぱりか……」

　変身を解いたウルフは額に汗あせを浮うかべて、そんなスタズの背に目をやった。スタズとは長い付き合いでもあるだけに、ウルフにはいまのスタズがどういう状態にあるのか、最初にここへ現れたときから、ある程度は察していた。

　ゆえに、こう言った。

「よく聞け。弾た丸ま無し」

「ああ？」

　スタズも振ふり返る。

　ウルフは言葉を重ねた。

「俺は次また変身するまで魔力を溜ためなきゃならねぇ。つまり……」

「つまり、いまのままヤツと戦ったら、ソッコーでバラバラにされちゃいそーってことか？」

　からかうようなスタズの口調。しかし、ウルフは怒らなかった。

「ああ、そうだよ。いまの俺はな。だが……」

　むしろ不敵な表情を浮かべて、ウルフはスタズに人差し指を突きつけた。

「いまのお前は違ちがうようだ」

　スタズもフッと笑えんだ。

「だから、お互いなんでここにいるかは後回しにして、何しに来てんのかを考えて行動する……つまり、それはどういうことだ？」

　ウルフの問いかけに対して、スタズは軽く右手をあげてみせた。

「バトンタッチ」

「そういうことだ」

　スタズとハイタッチをかわしたあとで、ウルフがくるりと踵きびすを返し、その場から歩きだした。たったいまスタズが吹ふき飛ばしたアキムがいるはずの方角にではない。逆の方角に向かって。

「俺が戻るまでくたばんじゃねぇぞ、吸血鬼」

　スタズに背を見せ、ウルフが去っていく。

　スタズもまた歩きはじめた。

　こちらはウルフとは真逆の方角へ。







「あれ？」

　スタズがその場所にたどり着いてみると、やはりというか、アキムは生きていた。

「君一人だけ？」

　そこはだだっ広い荒あれ地ちだった。

　辺りには一いつ軒けん、掘ほっ立て小ご屋やがあるだけで、他ほかに見えるのは剝むき出しになった土と、捨てられた空き缶かんやガレキばかり。ついさっきのスタズの一いち撃げきでこんな状態になったわけではない。元から誰だれかが住むような地区ではないのだろう。

　その荒地の中央でアキムは座り込んでいた。

　体に異変らしい異変は見当たらなかった。あれだけの打撃を食らった以上、一度は全身の骨が粉々になったはずだが、すでに復元したらしい。

「ああ」

　と、そのアキムを見下ろして、スタズはこちらもごく平然とした態度でうなずいた。

「狼男はお気に入りの棒を拾いに街へ。そして、俺はテメエをシバキに街外れの荒地に、ってわけだ」

　アキムがくすりと笑った。

「ずいぶん寂さびしいところまで飛ばされちゃったよ」

「そのわりにピンピンしてるじゃねぇか。もっと瀕ひん死しでピクピクいってろよ」

「アハハ」

　笑いながらアキムはゆっくりと立ち上がった。

「君もなかなか面おも白しろいね。そうだ、君にも一つクイズを出そう。こんなところまで飛ばされたのに、僕がじっと待ってたのはなぜだと思う？」

「さあな」

　スタズは淡たん々たんと応じた。

「蟻ありの巣でも見つけて夢中になったか、アホだからかのどちらかだろ？」

「違うよ」

　と、身を起こしたアキムが一歩、前に出た。

「答えは、これくらい広いところのほうが君たち二人相手と思いっきり戦やれる──そう思ったからだよ」

「あっそぉ。お前、クイズの才能ねぇよ」

　小馬鹿にしたように、スタズが口元を曲げたその瞬しゆん間かん。

　急激に伸びたアキムの右腕が横よこ殴なぐりにスタズへ襲おそいかかった。もっとも、スタズは後方に跳とぶことで、あっさりとかわしている。

「その攻こう撃げきはさっき見たな」

「楽しみにしてたのに、なに一人で来てんだよ？」

　今度はアキムの肩に生えたツノが伸びた。

「決まってんだろ」

　スタズは右足を後ろに振り上げた。

「俺一人で十分だからだよ」

　一直線にスタズへ向かってくる鋭するどいツノ。何本も束になったそれはおそらく鋼鉄さえも貫つらぬくのだろうが、スタズが振り上げた右足を思いっきり前に向けて蹴けり出すと、足が触ふれてもいないのに、そのツノは全て粉々になった。

「それ……」

　アキムが笑みをその顔に張り付けたまま、そんな言葉を口にした。

「さっきのも、そう……気に入らないな」

「知らねえよ」

　実際のところ。

　ついさっき、アキムを吹っ飛ばしたスタズの「吸血鉄山靠」とやらは、技の形こそ八極拳や某格闘ゲームの必殺技に似ているが、中身はまったく違う。大体、肩をぶつけられた程度で、物体がこんな遠くにまで飛ぶわけがない。

　肩はあくまでもポーズ。本当にアキムをここまで飛ばしたのは、スタズの魔力そのものだ。自己の肉体強化を行う狼おおかみ男のウルフと違って、スタズのそれは遠えん隔かく操作型。

　その力がいま、アキムのツノを粉々にし、さらにその頭上に第二波さえも発生した。

　何もない空間から発せられる強きよう烈れつな、それでいて目には見えない打撃。今度はアキムが後ろに跳んでそれをかわす。

　そして、宙を飛びながらアキムは、

「美しくない」

　そんな風にスタズの攻撃を評した。

「ちっ」

　初めてスタズの顔に苛いら立だたしげなものが浮かんだ。

「いちいちうっせぇんだよ、このツギハギ野や郎ろうが！」

　さらに放たれるスタズの魔ま力りよく。

「死ねオラ！」

　一撃。

「ボケが！」

　二撃。

「逃げんなテメエ！」

　三撃。

「どこ行きやがったチクショウ！」

　四撃目で、自分自身が巻き起こした土煙のせいで、相手の姿を見失った。

　はたから見れば、頭を抱かかえたくなるような光景である。パワーは桁けたはずれなのだが、それをまるで生かせていない。

「そこかっ！」

　五撃目も当然のように外れた。

　ウルフのときと違って、軽々とスタズの攻撃をかわし続けたアキムがむしろ優ゆう雅がに地上に降り立つ。

　すると、スタズは攻撃の手を止めた。

「あれ？　もうおしまいかい？」

「…………」

　アキムに嘲ちよう笑しようされても、スタズは無反応だった。

　ぶすっとした顔で考えこむように一度、首をひねり、そして、小さく肩をすくめてみせた。

「分かった」

「何が？」

「お前にはチマチマ細かい攻撃を当てても意味がねぇ」

　本当は当たってさえいないのだが──。

「それで？」

「一撃だ」

　冷ややかにアキムから問われ、スタズは一言で答えた。そうして、なぜか身を少し沈しずめ、スタズは自分の両手を前に持ってきた。そこにはない「何か大きな玉」を上下に構えた手のひらで抱え込むような姿勢を取ってみせる。

「一撃でけし飛ぶようなデケェのを一発ぶちかます」

　見ている者がいたら、まさか、と思っただろう。

　それはあのヒーローの技わざそのものだった。

　地球を何回も救った、伝説の──。

「見てろよ……かぁ、めぇ、はぁ、めぇ──」

　しかし、そのとき、

「っ！」

　スタズは真っ正面から突つっ込んできたアキムにいきなり蹴り飛ばされた。

「はぶっ！」

「それはなんの真ま似ねだい？」

　地面を転がったスタズに、アキムが冷然と問いかける。

「技の途と中ちゆうで蹴り入れるとは……」

　即そく座ざに起き上がりつつ、スタズは不ふ機き嫌げんそうにアキムを見返した。

「まったく礼れい儀ぎがなってねぇな」

「……。一ついいかな？」

　アキムはアキムでその顔から笑みが消えていた。

「君を見てると、イライラするよ。せっかくいい部位パーツで構成されているのに、それをまったく生かせてない。美しくない。どの技も大技で隙すきだらけ」

　まあ、事実ではあるかもしれない。

　ただ、そこで。

　アキムは言ってはならないことを言ってしまった。

「君には失望したよ。特にいまのはひどかった。あんな技を意い気き揚よう々ようと繰くり出そうとするなんて……三流のすることだろ？」

　その瞬間。

　空気が一変した。

　スタズの目がくわっと見開かれる。

　そして、地じ獄ごくの底から這はい出た亡もう者じやすら裸足はだしで逃にげ出すような声で、

「……テメェ、いま、なんつった？」

　大きく開いたスタズの口。その口の中で吸きゆう血けつ鬼きそのものの牙きばがぬらりとした光を放った。眼光はそれだけで相手を焼き殺さんばかりだ。

「あんな技、だと……？」

　魔力が膨ふくれ上がる。ついさっきの状態でも恐おそろしいほどのパワーだったというのに、それがさらに跳はね上がる。しかも、殺気込みで。さすがのアキムもその気配を感じ取ったのか、あるいは無意識に威い圧あつされたのか、ザッと後方に飛び退ずさった。

「いまの技は、俺の宇宙一尊敬するヒーローの技だ……つまり」

　スタズはそんなアキムに対して人差し指を突きつけた。

「もし、いまの技を本物が出していたら、間ま違ちがいなく、１００％、テメエは一いつ瞬しゆんで塵ちりになってた。そんくらいスゲェ技だ」

　それも間違ってはいない。本物が実在しないという点を除けば。

「テメエが無事だったのは、俺が偽にせ者ものだったから……偽者の俺が、憧あこがれのあまり軽はずみにした真似ポーズだったからだ。そりゃ三流で当然さ。到とう底てい俺が出せる技じゃなかったんだ。だから……俺は俺の技で勝負しないとな」

「……。そうだね、君は君の──」

「うるせえ、黙だまってろ。いま決めたとこだ。必ず……殺す。必殺だ。分かるか？」

　おそらく、その漫まん画がのヒーローに対するスタズの思いは理解できないだろうが、一方でアキムの目にもはっきりと見えただろう。

　スタズの背中から生まれた、何かの影かげ。……彼の妹、リズが本気になったときに見せたものとどこか似ていて、それでいて、強大さと禍まが々まがしさではリズをはるかに凌りよう駕がする魔力の渦うず。

「テメエはテメエが馬ば鹿かにした三流の俺が生み出した超ちよう必殺技で……殺す！」

　その形はまるで、開いた魔ま神じんの手のひらのようだった。
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「フッフフ……」

　薄うす暗ぐらい部屋でブラッド・Ｄ・ブラッズは笑う。

　灯あかりらしい灯りもない室内で、彼の怜れい悧りな風ふう貌ぼうをぼんやりと浮うかび上がらせているのは、巨きよ大だいな水すい晶しようだった。

　水晶には、対たい峙じするスタズとアキムの姿が映っている。

　不意にブラッズの背後でかちゃりと部屋のドアが開く音がした。

「兄様……？」

「リズか」

　開いたドアから入ってきたのは、仮面をかぶった妹のリズだった。もっとも、その仮面は以前スタズの前で着けていたものと違ちがう。ガスマスクのようにも見える。

「丁度良いときに来た。君もこっちに来て見るがいい」

　促うながされて、リズはためらいつつも部屋に入った。すぐにブラッズが見ているものに気づく。

「兄様、また新しい水晶を買ったの……？」

「ああ、時代は大型ワイドだからね」

「……いくらしたの？」

「まあ、そんなことはどうでもいいだろう」

　リズの指し摘てきを軽い咳せき払ばらいでごまかしてから、ブラッズは水晶に映っている二人を指差した。

「スタズを……見てるの？」

「ああ、そうだ。兄さんの思った通りになったよ」

　複雑そうなリズの声は無視して、ブラッズはまた口元に笑えみを浮かべた。

「足りないものは、『ヤツ』が持っていた。スタズは力を欲ほつしていなかった。それはなぜか？」

　──相手がいなかったからだ。

　ブラッズは楽しげに形の良い自分の顎あごを撫なでてみせた。

「思いきり力をぶつけて、ねじ伏ふせてやろうと思えるような相手──すなわち明確な敵の存在だよ。さあ、リズ」

「…………」

「よく目をこらして見てごらん。これがスタズの……いや、君の兄さんの魔力の形だよ」

　無論、言われるまでもなく、リズの目にもそれがはっきりと見えていた。

　尖とがった指は扇おうぎのように開き、まるで巨大な手のひらのようにも見える魔力の影。
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　一いち陣じんの風が荒あれ地ちの砂を舞まい上げる。

「いくぜ」

　凄味のある笑みを浮かべたスタズが言い、アキムもまた、それに対して不敵な微び笑しようで応じた、そのとき──。

　勝負はもう終わっていた。

　ほぼ同時に地を蹴ける両者。

　影が交差する一いつ瞬しゆん、先に仕し掛かけたのはアキムのほうだった。再び伸のびるその右みぎ腕うで。だが、その手はスタズの背中に生えた魔力の影に触ふれた瞬間、半ば蒸発している。へし折られるのでも、切り刻まれるのでもない。塵と化している。

　そして、その力はアキムが体を再生する前に、全身にも襲おそいかかった。もはや打だ撃げきなどというレベルではなく、アキムを構成する魔力そのものを押しつぶすかのように、スタズの魔力が覆おおいかぶさってくる。それはもう、砂の城を押し流す荒あら波なみのようなものであった。何度、アキムが砂の城を再構成しようとも追いつかない。復元しようとするたびに波はアキムに圧おし掛かかり、その都度、体をバラバラにしていく。

　その破は壊かい力は大地さえもえぐり、荒地に巨大なクレーターを出現させ、そして。

「これが答えか……」

　アキムがつぶやいたとき、彼の体は首だけになっていた。

　あいかわらず背中から魔ま力りよくの影を発現させたまま、スタズが本来の自分の手でアキムの髪かみをつかみ、生首を持ち上げている。

「なんとも美しい……いま、僕はまぎれもなく本来あるべき姿の君と、出会えた気がするよ……」

　時間は一瞬。しかし、その間に発生した攻こう防ぼうは無限。その全すべてでスタズの力はアキムを上回り、アキムの抵てい抗こうを余さず排はい除じよした。しかも、そこまでのことをやっておきながら、スタズの魔力はいまなお尽つきていない。

「出会い……そして、別れた。結果──この有様だ……」

「何をほざいてんのか、サッパリ分からねぇが」

　首だけのまま語り続けるアキムの顔を、スタズは見下ろした。

「テメエがイカレてんのと、気持ち悪いのだけはよく伝わったぜ」

　さらに、こう付け加える。

「立て」

　アキムは薄うすく笑った。

「あいにく、いまので残りの魔力を出しきってしまった。もう僕は戦う気……」

「甘えんな」

　スタズはその言葉を遮さえぎった。

「なに勝手に美しいとか言って、一人で気持ち良く終わらそうとしてんだよ。俺たちの戦いはこれからだろ？　テメエは俺の考えたオリジナルの超必殺技で死ぬんだ。かませ犬みてぇに、それはもう不様にな」

　数秒、アキムがわずかに目を見開いて、スタズをまじまじと見上げた。

「どうしてだ……」

　そうスタズに問いかけたとき、アキムの体がまたもや復元されていた。しかし、それはもう完全回復とは言えない。その証しよう拠こに、再生されたアキムの体はいまにも倒たおれそうにフラフラと揺ゆれている。

「もう十分、全力を出し合っただろ……？」

　アキムの主張をスタズはまるで聞かなかった。ぐるぐると左ひだり腕うでを回しながら、

「さぁて、どんな技を繰り出そっかなー」

「美しく終わろうよ……」

「お前はいままで、追い詰つめられた連中の手足をもいだりして、さぞ楽しかったろうな。あ、そうだ」

　ふらつくアキムの前で、スタズはポンと手を打った。

「俺のほじりたての鼻クソを魔力で飛ばして、テメエの脳天で大だい爆ばく発はつさせるってのはどうだ？　お前の最さい期ごにぴったりだと思うぜ」

「…………」

　アキムがしばし口を閉とざした。

　そして、そっと右手を逆の手に当てながら、

「一つ……いいかい？」

　再びスタズにたずねた。

「僕にとって、力とは美そのものだが……君にとっての力とは、いったい何だい……？」

　宣言通り、右手の小指で鼻をほじっていたスタズは、鼻から指を抜ぬくと、指先をフッと息で吹ふいた。

　そうやってから、スタズはごく淡たん々たんとした口調で、

「重荷だ」

　と、アキムの問いに答えた。

　アキムの目線が下を向く。

「そうか……」

「もういい。いい感じの鼻クソも取れねぇし、面めん倒どうくせぇから、俺の一番気にいってる必殺技わざで楽にしてやるよ」

　言いながら、スタズはたったいま鼻をほじっていた右手を、アキムに向けてかざした。そのとたん、背後で揺らめいていたスタズ自身の魔力の影に変化が起こる。スタズの背中を離はなれ、影はアキムの正面に向かうと、悪魔の手のひらを思わせるそれがアキムの体を包む。

「あばよ、変態ツギハギ野や郎ろう」

「ぐっ……！」

　スタズが己おのれの拳こぶしを握にぎりこむと、アキムを握っていた魔力の影も同じようにアキムの体を強く握った。

　いわゆる圧縮。

　以前のスタズなら、これで相手の心臓を潰つぶすのがせいぜいだった。しかし、いまは違う。

「フ……フフ……」

　全身を潰されながらも、アキムがつぶやいた。

「なかなか……ラストには悪くない技だね……」
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　その台詞せりふが終わるときには、アキムの体も鈍にぶい音と共に完全に消しよう滅めつしていた。

「俺もそう思う」

　すでに姿が見えなくなった相手に対して、スタズは素そっ気なく締しめの言葉を送った。







　残されたのは静せい寂じやくだけだった。

　大穴が開いた荒地を包みこむのは、魔ま界かい特有の暑くもなく寒くもない、大量の魔素を含ふくんだ空気。

　捨てられた空き缶かんが風に吹かれて、カラカラと地面を転がっている。

「──さて」

　たったいま危険な人造魔人を倒したというのに、スタズは特にうれしそうな顔もせず、自分が突つっ立っていた大穴の内側から飛び上がった。

　たった一度のジャンプで、あっさりと穴の外に出る。

　と、そこに、

「よう」

　聞きなれた声がスタズに投げかけられた。

　見ると、荒地の向こうからウルフが近づいてくるところだった。手に例の棒を持っている。

「おう」

　スタズもまたウルフに歩み寄っていった。

「探しもの、見つかったらしいな」

「まあな。で……片はついたか？」

「さあ？」

　ウルフの質問に、スタズは肩かたをすくめた。

「けど、あんなもんだろ」

「そうか」

　ウルフがスタズから少し離れたところで立ち止まった。

　そうして、ウルフはなぜか肩にかついでいた棒の先をスタズに突きつけた。

　これにはスタズも足を止める。

「なんだ？」

「終わったばっかで悪いんだけどよ」

　ウルフはすいとその瞳ひとみを細くした。

「お前に一つ、頼たのみがある」




　　　　３




「どうだった？　リズ」

　ソファに腰こし掛かけたブラッズが、手に持ったリモコンを操作しながら、隣となりに座る妹にたずねた。

　ブラッズの繊せん細さいな指が電源のボタンを押すと、それまで戦せん闘とうの様子を映していた水すい晶しようが暗転する。

「少しは兄スタズを見直したんじゃないのか？」

　面おも白しろがるように問いかけられ、リズは口を尖らせ、こう答えた。

「相手が弱かった」

「そうだね」

　ブラッズもそれは否定しなかった。実際、あれは戦闘というより一方的ないじめに近かった。それほどスタズとアキムの間には力の差があった。

「でも、これで一つ先に進んだよ。そして、確信した。やはりスタズは『適任』だと」

「……本人は望まないと思うけど」

「関係ないさ」

　なおも不服そうなリズの声を聞きながら、ブラッズはソファから立ち上がった。

「手ならいくらでもある。あいつは私の言うことに従わざるをえない……まったく可愛かわいい弟だよ」

　リズはぷいとそっぽを向いた。

　すると、ブラッズはソファの背もたれに引っ掛けてあった自分の上着を手に取った。

　肩から羽織りながら、

「さあ、リズ」

「…………」

「出で掛かけよう。仕事だ」
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　ウルフの頼みとやらを聞かされたスタズはしばし沈ちん黙もくした。

　だが、すぐに動どう揺ようした様子も見せず、こう返事をした。

「俺の目的は冬実の蘇そ生せいだ。いまの話が本当なら、マジで手加減しねぇぞ」

「ああ、本当だ」

　うなずきつつ、ウルフは棒の先せん端たんにある例の蓋ふたに指をかけた。

　爪つめで弾はじいて、蓋を開ける。即そく座ざに黒い霧きりのようなもの、つまり魔ま力りよくが棒の内側から噴ふん射しやし始めた。無論、ここに来るまでにウルフが改めて籠こめておいた自分の魔力である。宙にまき散らされた魔力は、ウルフの体に張り付くようにして、全身をコーティングしていき、それと同時にウルフの姿にも変化が起きた。

　正しよう真しん正しよう銘めいの狼おおかみ男へ──。

「あと数時間で冬実は完全に消えちまう。お前のせいでな」

「だからって」

　ウルフの変身を目まの当たりにしても、スタズは眉まゆ一つ動かさなかった。

「なんでもう一度、冬実を賭かけて、俺と勝負って話になるかね？」

　ウルフの頼みというのはそれだった。

　以前、スタズから与あたえられた吸きゆう血けつ鬼きとしての魔力が原因で、その存在が消えかかっている冬実。人造魔人アキムが倒された以上、フランケンは冬実の治ち癒ゆに力を貸すかもしれない。しかし、その前に自分と勝負しろ、と。

「知ってんだろ？　俺の性格」

　ろくに構えもせず突っ立ったままのスタズの前で、ウルフはそう言って身を低くした。その姿はもう完全な狼男、つまりウルフが最大限の力を発揮できる体になっていた。

「白黒つけなきゃ、気がすまねぇ」

　膨ふくれ上がるウルフの闘とう志し。眼光はほとんど野生の狼のそれと化しつつある。

　その目を見て、スタズも眼まな差ざしをやや鋭するどくした。

「ま……」

　ただ、やはり構えようとはしない。

「お互たがい、動機は理り屈くつじゃ語れねぇか」

　ウルフから視線をそらすことだけはせず、スタズはそんなことを口にした。

　そして、

「来いよ」

　──実際。

　こんな勝負、最ハ初ナから結果は見えている──。

　地を蹴けって、そのスタズに向かっていきながら、ウルフは胸の内でつぶやいた。







　……それは遠い遠い昔の話だ。

　いま現在、西魔界、いや、魔界の全すべてにその名をとどろかせていると言ってもいいナワバリボス、ウルフ。

　無論、彼は子どものころから腕うでっ節ぷしの強い魔族だった。さすがにそのころからナワバリボスをやっていたわけではなかったが、それでも同年代の魔族のグループの中では、トップに君臨していた。周囲の大人からは、こいつは将来必ずどこかのナワバリボスになると断言されていたほどである。ただ、ウルフの本心を言えば、彼は別にナワバリボスになりたくて、自分の腕を磨みがいていたのではない。彼は単に強いやつと戦いたかっただけだ。

　そんなある日、彼が根城にしていた倉庫にそいつがやってきた。

　いや、訂てい正せい。そいつは空から落ちてきた。ある日突とつ然ぜん、倉庫の天てん井じようを破って。

「おいおい！　なんだこいつっ!?」

「わーっ！　俺たちの秘密の隠かくれ家に穴がっ！」

「おいテメエ、なんてことしてくれんだよ!?」

「ていうか、大だい丈じよう夫ぶかテメエっ！」

　大おお騒さわぎするウルフの手下たちの前で、ガレキに埋うもれたそいつはフラフラしながらも立ち上がった。

「…………」

　そして、周囲の騒さわぎには目もくれず、その場から歩き去ろうとした。

「待てコラ」

　すぐにウルフは手下に命じて、そいつを捕つかまえた。そいつも特に抵てい抗こうしようとはしなかった。

「おーし、いい子だ、おぼっちゃん」

　そいつは妙みように上等な身なりをしていた。

「まず──何者だ？　お前」

　ウルフが尋じん問もんすると、あっさりとした答えが返ってきた。

「スタズ」

「どっから来た？」

「上」

「んなこたぁ分かってんだよ。何で上から来たか聞いてんだ」

「家出した。日本に行きたい」

「日本？　人間界のか？　何で？」

「宮みや崎ざき駿はやおに会いたい」

「……誰だれだよ」

　根本的に浮うき世よ離ばなれしているというか、とぼけたやつでもあった。

　ただ、上から落ちてきた──この一点だけは、ウルフにとって重要だった。

「まあ、何にせよ……人間界に行くには金がいるんだ。お前、金持ってんのか？」

　このウルフの誘ゆう導どう尋じん問もんに対する答えは、もちろんノー。

「じゃあ、手っ取り早く俺が稼かせぐ方法を教えてやるよ」

　心の底からうれしくなって、ウルフはそいつをその部屋に連れていった。そこは、彼のグループに属する魔ま族ぞく同士で何か揉もめ事が起こったとき、白黒つけるために勝負をするための部屋だった。

「ルールは簡単だ。時間無制限、魔力攻こう撃げきあり。どっちかがブッ倒たおれるまで戦う」

「本気かっ!?　ウルフ！」

「こんなヒョロそーなやつと！」

　手下たちは騒いだが、当然ウルフは手下の言葉など聞かなかった。

「お前が勝ったら、金をやる。んで俺が勝ったら……そうだな。お前は下したっ端ぱとして俺たちのグループに入ってもらう。いいか？」

「分かった」

　そして、勝負した。

　結果は──。

「参った」

　ウルフにしこたま殴なぐられ、床ゆかに座りこんだそいつは、やはり淡たん々たんと負けを認めた。

「参った……だとぉっ……？」

　ウルフは激げき怒どした。

「お前、何もしてねぇじゃねえか！」

「…………」

「ずっと俺のサンドバッグだ！　戦ってねぇだろうが！　何が『参った』だっ！」

　完全にキレて、もう一度そいつに殴りかかろうとしたウルフを手下たちがあわてて止めた。

「お、落ち着け！　ウルフ！」

「言ったろ、ただのおぼっちゃんなんだよ！」

「違ちげえっ!!」

　ウルフは手下たちの言い分を真っ向から否定して、そいつの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「上から落ちてきたんだ！　俺には分かるっ！　お前は……殿でん堂どう魔族だ!!　そうだろ!?　答えろ！　なんで本気で俺と戦わねぇんだよ!!」

　だが、そいつの返答は──。

「だって……本気を出したら、君を殺しちゃうから」

　それだった。

「！」

　……成長したいまでも、その構図は変わっていない。

　ウルフはそう思う。

　いや、変わっていないどころか。

　当時のそいつ、つまりスタズの心臓には、兄のブラッズの手で埋め込まれた弾だん丸がんが突つき刺ささっていた。

　しかし、いま、その弾丸はもうない。

　ということは──。







「ガハッ！」

　ただ突っ立っているだけのスタズに触ふれることさえできず、弾き飛ばされ、ウルフは地面を転がった。ダメージを受けすぎたこと、制限時間を過ぎたことによって、その姿はとっくの昔に狼男の姿ではなくなっている。もっとも、狼男であったときも、結果は似たようなものだった。どれだけウルフが速く動き、攻こう撃げきを仕し掛かけても、スタズはそのたびに自分の魔力で跳はね返す。その繰くり返しの中で、スタズは傷一つ負わず、ウルフはボロボロにされ続けた。

　しかも、ウルフには最初から分かっている。

　これだけ自分を傷だらけにしながらも、スタズは一いつ瞬しゆんたりとも本気でウルフと戦っていない──と。

「ゲホッ……」

　地面に膝ひざをついたウルフは血を吐はく。ハア、ハアと荒あらい息。

　そんなウルフの姿を見て、スタズが子どものときのような淡たん泊ぱくな声でたずねた。

「満足か？」

「ハァ、ハァ……満足？　いま、満足っていったか？」

　大きく肩かたで息をしながらも、ウルフは口元を無理やり笑えみの形にねじまげ、スタズに言い返した。

「俺は生まれて一度だって、結果に満足したことなんかねぇんだよ」

「じゃあ、なんで戦う？　この賭け勝負だって、俺には不毛な戦いにしか思えない」

「そうだろうな……ハナっから、お前はそういうやつだった……。覚えてるか？　俺たちが初めて会った日のこと」

「…………」

　これにはスタズもやや表情を変えた。戦いの最中は、感情のない機械のような顔をして、ウルフの攻撃を跳ね返し続けていたのだが、その顔に表情が戻もどる。真しん剣けんな目になる。

「何が殿堂魔族だ──俺はそう思っていた」

　手に持った棒を支えに、苦労して立ち上がりながら、ウルフはそんなスタズの瞳ひとみを見返した。

「自分は強ぇ……雑種だとしても、そんなに差なんてねえんじゃねえか、って……けど、どうだ。実際には魔力を封ふうじられたお前にすら情けをかけられる位の力だった。全力で……戦うに値あたいしない存在だった」

　──本気を出したら、君を殺しちゃうから。

　あの言葉に噓うそや誇こ張ちようは一いつ切さいない。あのときも、そして、いまも。そのことは誰よりもウルフが知っている。

　だからこそ、思う。

「それでどうして、満足なんてできっかよ」

　悔くやしさ、とはもう違ちがうのかもしれない。あるいは、これは飢うえに近い衝しよう動どうなのかもしれない。自分の弱さ、相手の強さ。その差にウルフは渇かつ望ぼうする。

　本当の意味での勝負を。

　だが、いまこの場でそれを望んでも無理なことは、誰の目にも明らかだった。

　そして、それを最も知り尽つくしているウルフは、こう言ってスタズに背を向けた。

「じゃあな。また白黒つけに来るぜ」

　振ふり向かず、その場から歩き去っていく。

「次は本気、出させてやるよ」

　そんな言葉だけを残して。

　スタズは沈ちん黙もくと共にその背中を見送っていたが、やがて、小さく吐と息いきした。

　そして、ウルフの背中に向かって返事をした。

「出さねぇよ、お前には」

　ウルフの足は止まらない。

　スタズも呼びとめることなく、踵きびすを返した。

「ダチだからな」

　最後の言葉は、はたしてウルフの耳に届いたのかどうか。
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　ウルフの後ろ姿が荒あれ地ちの向こうに消える。

　それを見ることなく、スタズも荒地を出ようとした。

　だが、そのとき突然、横からパチパチという拍はく手しゆが沸わき起こった。

　さらに、スタズにとっては聞きたくもないキザな声。

「いやあ、素す晴ばらしい」

「なっ……」

　いつの間にやら、そこには兄のブラッズが立っていた。いや、ブラッズだけではない。横には仮面をつけたリズの姿もある。

「兄貴!?」

「スタズにも友達がいたなんてねぇ」

「な、何で下にいんだよ!?　てか、急にどっから現れやがった」

「ああ、それなら」

　と、微び笑しようを浮うかべたブラッズは背後を振り返った。

「彼女に頼たのんだんだ。『不ふ審しん者』を殿でん堂どう魔ま界かいに送った件についての相談がてらね」

　そこにはさらに空間魔術用の枠わくがあって、枠のそばには何やら不景気な顔をしたベルが突っ立っている。

「いやあ、私、長い物には巻かれる主義でして……」

　何やら意味不明なことをベルはスタズに言うが、まあ、大体の事情はスタズにも分かった。要するに、以前、スタズを殿堂魔界に送り届けた「罪」と引き換かえに、ブラッズの手伝いをさせられたのだろう。あれはスタズだけでなく、手伝いをしたベルも場合によっては『リズの玩具おもちや箱』に放ほうりこまれかねない行こう為いだ。いかに空間魔術を操あやつるベルといえど、生きつ粋すいの殿堂魔族であるブラッズやリズに目をつけられては、逆らいようがない。

「というわけだ」

　当のブラッズはやはり楽しげに笑い、

「しかし、彼女といい、先ほどの彼といい……スタズはなかなかいい友人を持ってるじゃないか。なあ、リズ」

「スタズのくせに」

「あ～～も～～」

　漫まん才ざいのような会話をかわす兄と妹を前に、スタズはいらいらと頭をかきむしった。

「なんなんだよ、お前ら……用がねえなら、さっさと帰れよ……」

「用ならあるさ」

　ブラッズはくいとメガネの位置を直した。

「約束の人体蘇そ生せい、忘れたわけではあるまい？」

「…………」

「まず、その生き返らせたいという娘むすめに会おうか」







　　エピローグ




「よお。いい子にしてたか？」

　ベルの空間魔ま術じゆつによって、一瞬でフランケンの研究室に転移させられたスタズが開口一番、そんなふうに声をかけると、ベッドの縁ふちに座っていた冬ふゆ実みは「わっ」と小さく驚おどろきの声をあげた。

「スタズさん……」

「あ……ああ、スタズ、お、おまおまおま、おまえ……」

　こちらは冬実のそばにいた豆まめ次じ郎ろう。ただし、あわあわとスタズの後ろにいる『彼ら』に目をやっている。

「何、ファミリー連れで来てんだよっ！」

　もちろん、スタズの背後にはベルはともかく、ブラッズ、リズといった姿もあった。殿堂魔族である彼らは、豆次郎のような魔族にとっては、まさしく雲の上の存在である。

「勝手について来やがったんだよ……ん、なんだ、それ？」

　頭をかくスタズだったが、そこでふと、豆次郎が両手で抱かかえているものに目をやった。

　瓶びんだ。どことなく栄養ドリンクのそれにも似ている。もっとも、中の液体の色は妙みように毒々しい。

「え……ああ、これ、魔素ドリンクだよ」

　フランケンが冬実に応急処置として摂せつ取しゆさせていたものである。１時間ごとにこれを飲まないと、冬実は消える。

「でも、これが最後の１本で……」

　しかし、豆次郎が言いかけたときだった。

　スタズがひょいと豆次郎の手から瓶を奪うばった。止める間もなく、蓋ふたを開けると、一息に中身を飲み干してしまう。

「わ────────っ!!」

「いやー、ちょうど喉のどかわいてたんだよ。でも、あんまウマくねえなコレ」

　口元をぬぐうスタズの前で、豆次郎は絶ぜつ叫きようした。

「ばかやろぉ──────────ッ！」







　──そして、数分後。

「そりゃウルフが悪いな」

　怒いかり心しん頭とうの豆次郎から説明を聞いたスタズは、しゃあしゃあと言い放った。

「……いや、お前だよ。総じてブッチギリでお前が元げん凶きようだよ……」

「だって、あいつ、冬実が消えそうとは言ったけど、ドリンクで保もたせてるなんて言ってねーもん」

　震ふるえる声で突つっ込みを入れる豆次郎に対して、なおもそう言い返すと、スタズは「なあ？」と正面に座った冬実に同意を求めた。

「そりゃ知らずに飲むって話だよな？」

「いや、まず、私はあのビジュアルで飲み物かどうかを疑いますけど……」

　こちらも青い顔で応じる冬実。

　と、そこでスタズの背後にすっと黒い影かげが立った。

　兄のブラッズである。

「フッ、さっきから何やら口論しているようだが」

「関係ねぇだろ。しばらく外で下着でも物色しててくれよ」

「おいおい、スタズ。彼女とは初対面なんだ。ちゃんと紹しよう介かいしてくれないと、私がそういう人みたいじゃないか」

　そもそも人ではないのだが。

「ねえ、ユーレイのお嬢じようさん？」

「あ……は、はじめまして……」

　メガネの奥から視線を向けられ、冬実はややつっかえながらも、ぺこりと頭を下げて挨あい拶さつした。

　ブラッズは微笑すると、スタズが座っている椅い子すを迂う回かいして、冬実の隣となりに腰こしを下ろした。のみならず、優ゆう雅がな仕草で冬実の手を取る。

「おい」

「名前をうかがってもいいかな？　私はブラッズだ」

　ぴくりと眉まゆを震わせるスタズには頓とん着ちやくせず、ブラッズが優やさしげな口調で冬実にたずねた。

「ふ……冬実です」

「なるほど、いい名だ」

　褒ほめたあとで、ブラッズは持ち上げた冬実の手の甲こうに軽くキスをする。

「！」

「はじめまして、ミス冬実」

　冬実はボッと真っ赤になるだけだったが、その前にいたスタズはいまにも吐はきそうな顔で、近くにいた豆次郎にささやいた。

「うっぷ……おい、いまなら、さっきのドリンク、倍返しで練成できそうなんだが──」

「やめろっ」

　その間にも、ブラッズのほうはあれこれ冬実に話しかけていた。

「実は会うのは初めてだが、君のことはいろいろ知っている」

「私の……こと、ですか？」

「ああ。いま、君が抱えてる問題も──」

　ブラッズはそっと自分の右手を冬実の頰ほおにあてた。

「それを解決する方法もね……」

　だが、それ以上はスタズが許さなかった。

　即そく座ざに立ち上がって、冬実の頰に触ふれているブラッズの手首を握にぎると、冬実から引きはがす。思いっきり力をこめて腕うでを握り潰つぶそうとする。

「関係ねぇって言っただろ。勝手な真ま似ねをするんじゃねぇよ」

「だが、急を要する用件だろう？」

　ブラッズは露つゆほども動じなかった。スタズの好きなようにさせたまま、

「私に任せてもらえれば、彼女を元のユーレイの体に戻もどすことなど造作もないことだ」

「そーやって、テメェは俺に貸しを作りてぇんだろうけどな。あいにくお呼びじゃねぇんだ。失うせろ」

　必要としているのは、人体蘇生の書の中身だけだ。幽霊としての冬実の存在が消えかかっているのを治ち癒ゆする方法などスタズはこのキザな兄に聞いてない。

　ボキリ、という鈍にぶい音がした。

　ブラッズの手首が折れた音だった。ぷらんと力なく手首から先が垂れる。またまた青くなる冬実と豆次郎。

　当のブラッズは平然と折れた自分の手を見て、

「よろしい。今回も折れてやろう」

　そう言い、あっという間に折れた手首を魔ま力りよくで治癒した。

　元に戻った手首をブラッズはこきこきと鳴らしつつ、

「見せてもらおうじゃないか。私の手を借りず、どうやって彼女を救うのか……その方法をね」

　魔素ドリンクはもうない。しかも、どういうわけか、ここには治癒役のフランケンの姿も見当たらない。

　このままでは、あと１時間もしないうちに、冬実は消えてしまう──。

「…………」

　ブラッズの問いかけに対して、スタズはほんの少し黙だまりこんだ。

　しかし、すぐにニッとした笑いがその顔に浮うかんだ。

「そんなの決まってるぜ」

　言いながら、スタズは自分の右手の親指を口元に持っていった。

　ガリッと、吸きゆう血けつ鬼きの牙きばで指を嚙かむ。

「方法なんかじゃねぇよ。約束したんだ」

　噴ふき出す紅くれないの血。

「生き返らせるそのときまで、俺が給きゆう血けつ鬼きになるってな」

　冬実の体が魔素を十分に吸収しきれないというのなら、スタズの体にある魔素を魔力ごと、そのまま供給してやればいい。無論、このやり方だと、スタズの吸血鬼としての魔力がますます冬実に移植されてしまうので、場合によっては、あのフランケンが言っていたように、スタズの魔力がすべて冬実に吸収され、吸血鬼としての存在が乗っ取られるような危険すらあるのだが、しかし、スタズはそのことを気にしていなかった。

　要はそれまでに冬実を幽霊でなくしてしまえばいいのである。

　元の人間の体になれば、もはや体を維い持じするのに魔素を必要としなくなる──。

　力強く宣言し、スタズは血の出た自分の親指を冬実に向けて突き出した。

　冬実はまじまじとそれを見て、

「え、ちょ……」

　急にあわてはじめた。

「こ、ここで、ですか？」

「なんだよ、早くしろよ」

「い、いま、みんな見てますし、それ飲むと、私、その……」

「もー出しちまったんだよ」

　重ねて促うながされると、冬実は顔を赤くしてうつむいた。

「あ、あの……じゃあ、せめて、あっちのほうで……ぶっ」

「いいから飲め」

　なおも、ごちゃごちゃと言う冬実を黙らせるかのごとく、スタズは指を唇くちびるの奥に突っ込む。

　一いつ瞬しゆん、冬実はもごもごと口を動かしたが、すぐに、

「！」

　こくりとスタズの親指から噴き出た血を飲みこんだ。途と端たんに、その顔が強いアルコールでも摂取したかのように、真っ赤になる。

「どうだ？　前の比じゃねぇ魔素量だぜ」

　スタズが声をかけても、もう冬実は聞いていない。

　夢見心地ごこちの表情を浮かべ、スタズの血を吸っている。

[image: ]

　そんな冬実の顔を見つめながら、スタズは胸の内で改めて繰くり返した。

　そう。

　これが約束。いや、俺の血意。

　全すべてはここから。

　俺はこいつを必ず生き返らせてみせる。

　そして──。







　　あとがき




　インクの出なくなったペンをつい溜ため込んでしまいます。

　古くなったペンの一本一本を見ていると、それを使っていたときのことをふと思い出すんですよね。




　初めまして。

　八や坂さか圭けいと申します。

　今回、縁えんあって漫まん画がブラッドラッドのノベライズ版を書かせていただきました。こうしてノベライズに関かかわらせていただいたこと、関係者の皆みな様さまに深くお礼申し上げたいと思います。特に原作者の小こ玉だま有ゆう起き先生、７月から放送予定のアニメスタッフの皆様方。ご多た忙ぼうな中、原げん稿こうのチェックまでしていただき、誠まことにありがとうございました。ブラッドラッドという作品の魅み力りよくは、主人公のスタズを始めとした個性豊かなキャラクターたちと、先の読めないストーリー展開、謎なぞを秘めた世界観等にあると、私個人は勝手に思っているのですが、ノベライズでもそういった魅力の数々を、多くの方にご紹しよう介かいできればと考えています。

　なお、このノベライズは原作漫画における４巻途と中ちゆう、放送が予定されているアニメにおいては６話辺りまでのストーリーをまとめたものですが、原作のブラッドラッドは現時点で８巻までが刊行されています。この本を手に取って、ブラッドラッドに興味を持たれた読者の方がいらっしゃれば、どうか原作もお読みになってください。そこには、より魅力的なブラッドラッドの世界が広がっています。

　多くの方々がブラッドラッドの世界に浸ひたれることを祈いのりつつ。




　　２０１３年５月29日


八坂　圭　　
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